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注  意 

栽培履歴の出荷前提出および事前チェックについて【お願い】 

  

近年、食の安全安心については消費者の関心が非常に高まっており、産地としては安全で安心な農作物を供給

する義務があります。当ＪＡでは栽培履歴の記帳をはじめ、講習会等で適正な農薬の使用を呼びかけています。 

 平成 27 年度からはおきたま分析センターを廃止し全農山形へ農作物の分析を依頼しています。以前より分析

検体数が少ないため、補完対策として事前に適正使用を確認できる“農業ナビゲーションシステム”を併せて活

用することにより、安全安心を確保しています。 

 万が一、残留基準や農薬使用基準に適合しない農作物が発生した場合については、栽培履歴の事前チェックが

適正使用の証明となります。農薬の使用ごとの記帳と適正使用、事前提出を徹底頂きますようお願い致します。 

 

【農薬分析において異常値が検出された場合】 

 

１．無登録農薬（販売（使用）禁止農薬を含む。）が検出された場合 

     ①検出された生産者       ⇒ 出荷自粛   

 ②それ以外の生産者（出荷集団） ⇒ 出荷一時自粛 ⇒ 栽培履歴の全戸調査 

                    ⇒ 使用がない場合は出荷 

２．適用外農薬が検出された場合 

  ①検出された生産者 ⇒ 使用がある場合 ⇒ 出荷自粛 

                 使用がない場合 ⇒ 分析で安全性を確認した場合は出荷 

     ②それ以外の生産者（出荷集団） ⇒ 出荷一時自粛  ⇒ 栽培履歴の全戸調査 

                     ⇒ 使用がない場合は出荷 

３．適用農薬の超過検出があった場合 

  ①検出された生産者 ⇒ 

使用時期（日数）を満たしていない場合 ⇒ 必要日数を確保した上で出荷 

                     分析で安全性を確認し出荷 

農薬使用基準が遵守されていない場合  ⇒ 出荷自粛 

     ②それ以外の生産者 ⇒ 栽培履歴の全戸調査による安全性の確認後、出荷 

     ※原因が特定できない場合は、出荷集団全戸の出荷自粛を継続し、検出された農家または 

出荷集団の構成員（それ以外の生産者）が再分析を行って安全性を確認後出荷 

４．残留基準や農薬使用基準に適合しない農作物が流通した場合 

     ①出荷集団構成生産者全戸 ⇒ 出荷一時自粛及び自主回収、店頭へ表示 

     ②栽培履歴等の全戸調査、または分析等での安全確認を行い、出荷再開を判断する 

     ③産地の信頼が損なわれる、出荷先等への保証等の発生 

     【事例】①他県産野菜において、基準値超過の事案が発生。回収費用および見舞 

         費用をあわせて 3,000 万円程度の補償金の支払義務が生じた。 

         ②他県産野菜において、基準値超過の事案が発生。超過事例の報道後、当 

         該ＪＡの野菜は 1円/kg でも買い手がつかず、他品目の取引価格は半値以 

         下となった。 

産地を守るため、履歴の記帳・出荷前提出を徹底しましょう！ 



◆農薬の使用基準のポイント 

農薬を使用して病害虫防除や植物の成長調整等を行なう場合は、容器に記載されている注意事

項をよく読み、農作物ごとに定められた使用量、希釈倍数、使用時期、使用回数および同一成分の総

使用回数等を厳守し、安全で安心な農作物の生産を心がけましょう。 

◇使用方法の遵守 

容器のラベルに表示されている内容を守って使用します。 

 

 

 

 

 

 

★新しい農薬はもちろん、使い慣れた農薬でも、変更がある場合が 

あるので、使用前に必ずラベルや最新の登録内容を確認しましょう。 

 

◇防除記録の記帳 

 

 

 

 

 

◇農薬と農作物に関連する法律 

農薬には、殺虫剤､殺菌剤､除草剤､植物成長調節剤､ 

殺そ剤､忌避剤､展着剤､天敵昆虫があります。 

【農薬取締法】（農水省） 

農薬の製造､輸入､販売､使用などについて規制します。 

【食品衛生法】（厚生労働省） 

飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止します。 

 このほかに、毒物劇物取締法、植物防疫法、環境基本法、水質汚濁防止法、消防法、 

水道法などがあり、全てを遵守する必要があります。 

 

 

 

 

 

① その農薬に適用がない作物へは使用しないこと。 

② 定められた使用量又は濃度を超えて使用しないこと。 

③ 定められた使用時期を守ること。 

④ 定められた総使用回数以内で使用すること。 

各作物ごとの栽培履歴に農薬を使用した内容を正確に記

帳します。記帳した内容は、農薬を安全・適正に使用したこ

との証明となります。 

 

農林水産省登録第０００００号 

注意！ 
※必ず適用作物・対象病害虫・使用方法・使用時期・希釈倍数・使用量・使用回数を確

認して農薬を使用して下さい。 

 



農薬散布をするときには飛散（ドリフト）に注意しましょう！ 
 

残留農薬のポジティブリスト制度 

▼食品衛生法・残留農薬のポジティブリスト制度が平成18年から始まりました。 

▼この制度では、今まで残留農薬基準値がない農薬にも、0.01ppmという低い数値が基準値として設定されました。 

▼この基準値をオーバーした生産物は、販売が禁止されるため、出荷停止・回収などの事態が想定されます。 

つまり、これまで以上に気をつけなくてはいけないのは･････････農 薬 の 飛 散 

どんなときに注意が必要？ 

使用しようとする農薬が周りの食用作物に登録（適用）のない場合    特に次の場合に注意が必要です！ 

１．圃場同士の距離が近い時 ２．隣の食用作物の収穫が近づいてきた時 ３．飛散が起こりやすい散布方法の時 

※風が強いほど飛散距離は大きくなります。  ※散布圃場に近い場所ほど飛散量は多くなります。 

※飛散が多くなる傾向があるのは ・細かすぎる散布粒子のノズルを使う場合 ・散布圧力を上げすぎる場合 

◆散布することを周りの栽培者に伝え、日頃からコミュニケーションをとるなど、地域の農業者同士の連絡を密に

しておくことが重要です。 

対策は？    散布時に守りたいこと！ 

◎散布量が多くなりすぎないよう気をつけましょう。   →散布は必要最小限の量と区域で行うようにしましょう。 

◎風の弱い時に風向に気をつけて散布しましょう。     →風下に別の作物がある時はとくに注意が必要です。 

◎散布の方向や位置に気をつけて散布しましょう。     →できるだけ作物の近くから、作物だけにかかるよう散布 

しましょう。      

→圃場の端部での散布は外側から内側に向けて行うよう 

にしましょう。 

◎細かすぎる散布粒子のノズルは使わないようにし、散布圧力を上げすぎないようにしましょう。 

→粒子が細かいほど、圧力を高めるほど飛散しやすくなります。 

◎タンクやホースは毎日、洗いもれがないようきれいに洗っておきましょう。 

こんな対策も有効！ 

◎周りの作物にも登録のある農薬を使用する。 

◎飛散しにくい剤型（粒剤等）の農薬を使用する。 

◎まわりの作物をネットやシートなどで遮へいするなど、一時的に覆う。 

◆飛散をできるだけ減らすよう工夫して散布しましょう。また、農薬を散布したら必ず記帳するようにしましょう。 



安全安心な農作物供給へ！    

【ＧＡＰ（農業生産工程管理）の取り組みについて】 

 【ＧＡＰ】とは？ 

 ＧＡＰ（農業生産工程管理＝「良い農業のやり方」農業を行う上で違反や事故が発生しないようにするため、「点検項目」

を決め、常にチェックしながら農業に取組み、次に向けて「改善」を続けていくこと。 

 ⇒年々、違反や事故が発生する可能性を小さくしていく取組み。 

 【ＧＡＰ ５本の柱】 

１．食品安全 

   安全で販売力のある「農産物」の生産 

２．環境保全 

   環境にやさしい農業の実践 

３．労働安全 

   作業者の安全と労働環境の向上 

４．人権・福祉 

   作業者の人権を保護し、労働環境を整備 

５．農場経営管理 

   品質・商品管理をしっかりと行う農場経営 

 

農業生産活動（一次生産）で求められる工程管理                  継続的な改善活動（ＰＤＣＡ）によるＧＡＰの実践 

 

◎結果管理に基づく品質保証（ファイナルチェック方式）⇒従来の管理法 

 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎生産工程管理に基づく品質保証（プロセスチェック方式）⇒今後の管理法 

 

＜例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＡＰをめぐる情勢 

 ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への世界的な関心も高まり、環境保全や人権保護等への配慮が重要な行動規範として浸透されて

いる中でスマート農業などの情報通信技術の導入が進み、ロボット、ＡＩ、IoT などの先端技術が全国的に広く進められております。      

ＧＡＰの取組が今後広がり、2030 年までには国際水準に達する取組が浸透することを目標にＧＡＰを推進しています。 

ＪＡ山形おきたまのＧＡＰの取り組み 

 平成 30 年度より、『山形県版農業生産工程管理（ＧＡＰ）チェックシート』を活用し、ＧＡＰの取組みを開始しました。最初の取

組みとして、第三者機関の認証を受けないＧＡＰを実施し、ＧＡＰへの取り組みの浸透を図りました。 

 今年度も栽培履歴および農業生産工程管理チェックシート（当面の間、山形県版農業生産工程管理（ＧＡＰ）生産者用チェックシ

ートを活用。）の提出が必要となります。※面積等の変更がある場合は安全安心協定書の再提出が必要。 

栽培 → 収穫 

（栽培管理） 

農
作
物 

出 

荷 

抜打検査 防除履歴 

栽
培
計
画 

収
穫
搬
出 

資
材
準
備 

ほ
場
準
備 

栽
培
管
理 

出 

荷 

調
整
こ
ん
包 

確認（肥料）→（種苗）→（施肥）→（定植）→（農薬）→（汚染）→（衛生管理） 

◎ＧＡＰチェックシートでは適合基準を満たすよう生産活動を行い

ます。(「ただ○をつけるだけ」ではＧＡＰの導入意義が薄れてし

まいます。) 

◎ＧＡＰのポイントは適切な時期に点検を行なうことです。正確な

点検を行い、さらには集荷団体等からの第 2 者点検を受けることが

大切で、評価・分析に基づく継続的な改善活動によりＧＡＰの導入

効果が高まります。 

①産地や農場における合意形成・体制作り 

②ＰＬＡＮ（計画） 

改善点を踏まえた取り組み方

針・計画、ルールの策定 

⑤ＡＣＴＩＯＮ（改善） 

次作の栽培計画に役立つ改善

点を見いだす。内部ルールの

見直し 

③ＤＯ（実践） 

計画やルールに基づく実践。

チェックシートに基づく点検

実施と記録・帳簿類の保管 

④ＣＨＥＣＫ（点検） 

自己点検結果を評価し、問題点

を見いだす。第二者点検や内部

監査による客観的な点検の実施 





月
日 散布時期 薬剤名及び濃度（水１００㍑当り薬量）

収 穫 前 使 用
日 数

総 使 用
回     数

散布量
（10ａ） 注   意   事   項

     水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （８８㍑）

ハーベストオイル     
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０倍（２㍑）

発 芽 前 －

石灰硫黄合剤  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０倍（１０㍑）

発 芽 前 －

②

／

佐藤錦の
開花直前

(風船状の頃）

灰 星 病
幼 果 菌 核 病
炭 そ 病
褐 色 せ ん 孔 病

トレノックスフロアブル
                    　　　　　  　　　５００倍（２００ｃｃ）

２ １ 日 前
５ 回 以 内
(但し、萌芽後は
２ 回 以 内 ）

５００㍑

○ﾄﾚﾉｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙに替えて､ＩＣボルドー66D　40倍（発病前～発病初期/-）を散布してもよい｡
○降雨が多く、低温が続く場合は、ｽﾐﾚｯｸｽ水和剤1,500倍（14日前/3回以内）を２～３分咲き時に追加散布
する。

灰星病、炭そ病、
褐色せん孔病、
黒斑病、幼果菌
核病

ナリアＷＤＧ   　　　　　　　 
                　　　　　　　　  　　 ２，０００倍(５０g)

前 日 ３ 回 以 内

ハ マ キ ム シ 類
ケ ム シ 類

バイオマックスＤＦ
                   　　　　　　　      ２，０００倍（５０ｇ）

発 生 初 期
但 し 、
前 日 ま で

－

展 着 剤
ハイテンパワー       
                  　　　　　　　    １０，０００倍(１０ｃｃ)

－ －

灰 星 病
パスワード顆粒水和剤 
                     　　　　　　　     １，５００倍(６６g)

前 日 ２ 回 以 内

灰 星 病
炭 そ 病
褐 色 せ ん 孔 病

オーソサイド水和剤８０  
                       　　　　　　　　  ８００倍（１２５g）

３ 日 前 ５ 回 以 内

灰 星 病
炭 そ 病
褐 色 せ ん 孔 病

オーソサイド水和剤８０
                     　　　　　　　　１，０００倍(１００g)

３ 日 前 ５ 回 以 内

カイガラムシ類、
カメムシ類、オウ
トウショウジョウ
バエ

モスピラン顆粒水溶剤
                    　　　　　　　　　 ２，０００倍（５０g）

前 日 １ 回

ハ ダ ニ 類
ダニコングフロアブル
                    　　　　　　　　 ２，０００倍（５０ｃｃ）

前 日 １ 回

オンリーワンフロアブル 
                　　　　　　　　 　  ２，０００倍(５０ｃｃ)

前 日 ３ 回 以 内

アディオンフロアブル
                    　　　　　　　　 ２，０００倍（５０ｃｃ）

前 日 ２ 回 以 内

灰星病､炭そ病､黒斑
病､褐色せん孔病

休眠期

５００㍑

○ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ顆粒水和剤は、ｽﾁｭｰﾍﾞﾝ､ﾋﾑﾛｯﾄ､ﾊﾞｯﾌｧﾛｰの新葉に波打症状の薬害がでることがあるので、飛散
しないように注意する。
○ｺｱｵｶｽﾐｶﾒによる葉や果実の吸汁被害が多い園は、訪花昆虫が活動していない早朝や夕方にｳﾗﾗＤＦ
2,000倍（前日/2回以内）を加用散布する。
○乾燥効果による落弁促進のため、ﾛｲﾔﾙｼﾘｶMG700倍を混用する。
○今回（落花始め）の散布から次回（5月中下旬）の散布まで間隔があく場合は、ｵｰｿｻｲﾄﾞ水和剤80　1,000倍
（3日前/5回以内）を散布する。

-

８分咲き
(満開期)

○訪花昆虫を保護するため、活動時間前（早朝）に散布を行う。
○灰星病、幼果菌核病防除の重要な時期なので、遅れず散布する。

５００㍑

５００㍑

※水８８ℓにﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ２ℓ＋石灰
硫黄合剤１０ℓを希釈する。
（合計100ℓ）

５月中下旬
(5月20日頃)

カ

イ

ガ

ラ

ム

シ

重

点

防

除

①

／

落花始め
（花びらが褐変
し始めたころ）

③

／

⑤

／

④

／

４００㍑

○ﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙの希釈液に石灰硫黄合剤を10倍になるよう混用する。
○ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類の発生が多い場合は、ﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ50倍を希釈後にｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍（7日前/2回以内）
を混用し散布する（石灰硫黄合剤は入れない）。
○休眠期の石灰硫黄合剤散布は樹脂細菌病にも効果がある。
○耐寒性（凍霜害）強化を期待し、霜・低温の恐れがある場合はｱｲｽﾊﾞﾘｱ333倍を散布する。（散布液がしっ
かり乾く必要があるので、夕方散布は控える）
【耕種的防除（病害対策）】
○剪定の切り口には、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ（3回以内）またはﾊﾞｯﾁﾚｰﾄ（3回以内）を原液で塗布する。
○樹脂細菌病対策として、風当たりが強い園地では、防風ﾈｯﾄを設置する｡また､樹脂の漏出が見られたら､
褐変部位を大きめに削り取り、癒合剤を塗布する。
○灰星病対策として、枯死枝やﾐｲﾗ果は､見つけしだい摘除し、適切に処分する｡
【ｺｽｶｼﾊﾞ対策】
〇例年、コスカシバの発生が多い園ではﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ５００倍（開花期まで/１回）を枝幹部に十分かかるよ
う丁寧に散布する。　※高濃度の幹枝散布は開花前までの1回のみの使用とする。

カ イ ガ ラ ム シ 類

４００㍑

○ｺｽｶｼﾊﾞの発生がみられる園では、ｽｶｼﾊﾞｺﾝＬ40～100本/10ａをこの時期までに設置する。
○早生種の収穫前防除はこの回までとする。
○ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類の発生が見られる場合は、5月中下旬の防除の前（5月中旬）にﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾑﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（3日
前/3回以内）を単用散布する。

令和８年度　ＪＡ山形おきたま　さくらんぼ 病  害  虫  防  除  基  準　①　　　　　　　　桜桃振興部会

訪花昆虫を保護するため、開花1週間前から巣箱を撤去するまで殺虫・殺ﾀﾞﾆ剤の散布をしない。

ﾏﾒｺﾊﾞﾁの増殖は5月中旬まで活発に行われるので、殺虫殺ﾀﾞﾆ剤を控える。

越 冬 病 害 虫
ハ ダ ニ 類
カ イ ガ ラ ム シ 類

対象病害虫

灰

星

病

重

点

防

除

⑥

／ オウトウハマダラミバ
エ 、 シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ

６月上旬

幼果菌核病重点防除時期

幼果菌核病重点防除時期



月
日 散布時期 薬剤名及び濃度（水１００㍑当り薬量）

収 穫 前 使 用
日 数

総 使 用
回     数

散布量
（10ａ） 注   意   事   項

灰 星 病
炭 そ 病
褐 色 せ ん 孔 病
黒 斑 病

ナリアＷＤＧ     
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ２，０００倍(５０g)

前 日 ３ 回 以 内

ハマキムシ類、ケ
ムシ類、オウトウ
ショウジョウバ
エ、コスカシバ

エクシレルＳＥ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２，５００倍（４０ｃｃ）

前 日 ３ 回 以 内

灰 星 病
インダーフロアブル
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５，０００倍（２０ｃｃ）

前 日 ２ 回 以 内

ショウジョウバエ
類、カメムシ類

テルスターフロアブル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３，０００倍（３３cc）

前 日 ２ 回 以 内

ハイテンパワー      
　　　　　　　　　　　　　　　　　１０，０００倍(１０ｃｃ)

－ －

トレノックスフロアブル    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５００倍（２００cc）

２ １ 日 前
５回 以 内 ( 但
し、萌芽後は
２ 回 以 内 ）

スミチオン水和剤４０ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ８００倍(１２５g)

１ ４ 日 前 ２ 回 以 内

コロマイト乳剤
　　　　　　　　　　　　　　　　 　１，０００倍(１００cc)

７ 日 前 １ 回

ハイテンパワー     
                  　　　　　　　　　 １０，０００倍(１０ｃｃ)

－ －

オキシンドー水和剤８０   
            　　　　　　　　　           １，２００倍（８３g）

収 穫 終 了 後
～

落 葉 期 ま で
３ 回 以 内

アビオン-E      
               　　　　　　　　　    １，０００倍(１００cc)

－ －

ICボルドー６６D   
             　　　　　　　　　　           ４０倍(２．５kg)

－ －

ダイアジノン水和剤３４
              　　　　　　　　　　    １，０００倍(１００ｇ)

１ ４ 日 前 ２ 回 以 内

⑫

／
休眠期

ガットキラー乳剤    
             　　　　　　　　　　      １００倍(１，０００cc)

休 眠 期
（落葉期～
萌 芽 前 ）

１ 回 ３５０㍑

○褐色せん孔病が多い園地では、落葉期にＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ66Ｄ（発病前～発病初期/-）　40倍を散布する。（樹脂
細菌病にも適用がある）
○10月下旬～11月上旬に雑草対策としてﾊﾞｽﾀ液剤（前日/3回以内）またはｻﾞｸｻ液剤（前日/3回以内）を散
布する。
○野鼠対策として根雪前にﾌｼﾞﾜﾝ粒剤1樹当たり200ｇを、樹冠下半径50ｃｍの範囲の土壌と均一に混和す
る。（使用回数2回以内）

この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

○収穫が7月以降も続く紅秀峰がﾒｲﾝの園地では、ﾅﾘｱWDG2,000倍（前日/3回以内）とｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤
2,000倍（前日/2回以内）を混用して散布する｡

５００㍑

５００㍑

ハ ダ ニ 類

○ﾅﾐﾊﾀﾞﾆの発生がみられる場合は、ｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（7日前/2回以内）を散布する。
〇8月上旬以降、再度ﾊﾀﾞﾆ類の発生が見られる場合には、ｱｶﾘﾀｯﾁ乳剤2,000倍（前日/―）を単用散布する。
また、ｱｶﾘﾀｯﾁ乳剤は殺卵効果がないため、1週間間隔で2～3回、葉に十分付着するよう丁寧に散布し、展着
剤は使用せず単用散布する。
○ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類の発生が多い場合は8月上旬にｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,500倍（7日前/2回以内）を単用散布する。
〇降雨が多い場合や生育が早く防除間隔が空く場合は、ｵｷｼﾝﾄﾞｰ水和剤80　1,200倍（収穫終了後～落葉期
まで/3回以内）を追加散布する。

褐 色 せ ん 孔 病

○今後急速にﾊﾀﾞﾆが発生しやすくなる時期なので、散布ﾑﾗのないように、十分な量を散布する。
○収穫が終了しない園地が近くにある場合は、飛散に注意する。
○これ以降もﾊﾀﾞﾆ類の発生が見られる園地では、ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（前日/１回）を単用散布する。な
お、 ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙは開花期の水稲（8月上旬頃）に薬害が発生する恐れがあるので、水田に隣接する園
地では、水稲の開花期間を避けて散布する｡褐 色 せ ん 孔 病

炭 そ 病

ケ ム シ 類

⑧

／
４００㍑

○ｺｽｶｼﾊﾞの発生が見られる園地では、ﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ4,000倍（前日/2回以内）を枝幹部に丁寧に単用散布
する｡

ア ブ ラ ム シ 類
ハ マ キ ム シ 類
ウ メ シ ロ カイ ガラ ムシ

褐 色 せ ん 孔 病
樹 脂 細 菌 病

⑪

／

５００㍑

コ ス カ シ バ

固 着 性 展 着 剤

８月中旬

⑩

／

収穫直後

前回散布
の10日後
（7月下旬）

展 着 剤

６月下旬
～

７月上旬

⑨

／

展 着 剤

灰
星
病
・
シ

ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
エ

重
点
防
除

収 穫 後 は 、 花 芽 充 実 の た め に 病 害 虫 （ ハ ダ ニ 類 ・ せ ん 孔 病 ・ 炭 そ 病 ） 防 除 を 徹 底 す る 。

令和８年度　ＪＡ山形おきたま　さくらんぼ 病  害  虫  防  除  基  準　②　　　　　　　　桜桃振興部会

○ﾊﾀﾞﾆ類の発生が見られる場合はﾀﾞﾆｵｰﾃﾌﾛｱﾌﾞﾙ2000倍（前日/1回）を散布する。

対象病害虫

⑦

／
６月中旬 ４００㍑



収穫前使用時期

総 使 用 回 数

①

／ 休眠期

－

特 別 散 布

（ 発 芽 直 後 ） ９０日前まで

２回以内

４５日前まで

② 展              葉 ２回以内

／ 5 ～ 7 枚 １４日前まで

３回以内

２１日前まで

１回

③ 灰かび重点防除

／ 開 花 直 前 ３０日前まで

２回以内

灰かび重点防除 １４日前まで

第2回ハダニ防除
④ 落 花 直 後
／

７日前まで

２回以内

７日前まで

２回以内

スイッチ顆粒水和剤

グレーシアフロアブル

コロマイト水和剤

○ﾊｳｽ谷間部の果房は6月上旬までかさかけを行う。
○ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類の発生が見られる場合はｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍（30日前/2回以内）を単用散布する｡ただし､散布が
遅くなると果粉溶脱が懸念されるので、散布時期は小豆粒大までとする｡
○花ｶｽ取り作業軽減のため､ﾛｲﾔﾙｼﾘｶMG700倍またはｼﾝｷｮｰｾﾞｵ1,000倍を加用散布する｡
○ｺﾛﾏｲﾄ水和剤は果粉溶脱が懸念されるため、遅れないで散布する。また、ﾀﾞﾆ剤はこのﾀｲﾐﾝｸﾞで必ず散布する。

２００㍑

○ｽｲｯﾁ顆粒水和剤は桜桃の葉に薬害を生じるので、近隣に桜桃がある場合は注意する。
○開花期前後は、灰色かび病にかかりやすい時期なので、ﾊｳｽ内が多湿にならないよう換気を徹底する。
〇害虫の発生が早い場合は、ｱﾃﾞｨｵﾝ水和剤2,000倍（7日前/5回）を加用散布する。

３回以内

－

○ﾊﾀﾞﾆ防除にあたっては、散布ﾑﾗが出ないように注意し、早めの防除を徹底する。
○ﾌﾞﾄﾞｳﾄﾗｶﾐｷﾘ対策として､せん定枝は5月下旬までに処分する｡

べと病､黒とう病､晩腐病､
褐斑病

４，０００倍（２５ｃｃ）

２００㍑

－

－

ハイテンパワー

マイトコーネフロアブル

令和８年度 ＪＡ山形おきたま デラウエア施設栽培 病 害 虫 防 除 基 準 ①    ぶどう振興部会

散布量(10a) 注  意  事  項

ブドウトラカミキリ防除は落葉後の秋冬期防除の効果が高い。散布しなかった園地はクムラス散布前にトラサイドＡ乳剤３００倍（休眠期/２回以内）を散布する。【注意】トラサイドＡ乳剤は令和８年９月登録失効予定のため、今回限りの使用とする。

ｺ ｳ ﾓ ﾘ ｶ ﾞ ( ｷ ｸ ｲ ﾑ ｼ ) 対 策 → 粗 皮 剥 ぎ や 樹 幹 の 周 囲 を 清 掃 し 、 見 つ け 次 第 捕 殺 す る 。
○春季にﾄﾗｻｲﾄﾞA乳剤を散布した場合、7～10日間、間隔をあけて散布する。
○ﾊﾀﾞﾆ･ﾊﾓｸﾞﾘﾀﾞﾆの多い園では必ず散布する。
○ｺｳﾓﾘｶﾞ等枝幹害虫対策として、被害がみられる園地は、萌芽後にｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞＳ1.5倍液（21日前/2回以内）を主幹
部に塗布する。ｷｸｲﾑｼ類に対する効果も期待できる。
○ｶﾐｷﾘﾑｼ類（枝幹害虫）対策として、加害（食入孔）がみられる場合はﾛﾋﾞﾝﾌｯﾄﾞ（前日/5回以内）を使用する。食入
孔に専用ﾉｽﾞﾙ先端を差し込み、薬液が食入孔から逆流するまで2～10秒間噴射しながら押し込むことにより、ﾉｽﾞﾙ
が詰まらず樹内の殺虫効果が安定する。

対象病害虫
薬剤名･混用順序･倍数

(薬量/水100㍑)

ハダニ類､ブドウハモグリ
ダニ

２００㍑

２，０００倍（５０g）

○ｶｽﾐｶﾒﾑｼ類に対する効果も期待される。結果母枝基部の綿芽がほぐれ、薄い緑色部分が見え始めた時が防除
適期なので、防除が遅れないようにする。　また、棚の上下から丁寧に散布する。
〇スミチオン水和剤４０の収穫前使用日数は90日のため注意する。
○周囲にﾖﾓｷﾞが自生している場合は、ｶｽﾐｶﾒﾑｼ類の繁殖場所となるので除草を徹底する。

展着剤

ブドウトラカミキリ､ブドウ
スカシバ､フタテンヒメヨコ
バイ､コガネムシ類成虫､
クワコナカイガラムシ

ハダニ類､ブドウサビダニ

展着剤

１，０００倍（１００ｃｃ）

１，０００倍（１００cc）

２００㍑

展着剤
ハイテンパワー

モスピラン顆粒水溶剤

ペンコゼブフロアブル

クムラス

展着剤

アザミウマ類､フタテンヒメ
ヨコバイ､カイガラムシ類、
ツマグロアオカスミカメ、
ブドウトラカミキリ

２００㍑

ハイテンパワー
－

スミチオン水和剤４０

１０，０００倍(１０ｃｃ)

３００倍（３３０ｇ）

２，０００倍（５０g）

月日

１，０００倍(１００g)

       １０，０００倍(１０ｃｃ)

       １０，０００倍(１０ｃｃ)

ハイテンパワー

       １０，０００倍(１０ｃｃ)

／

第1回ハダニ防除

休 眠 期

散布時期

（花かすが残って
いる時期で２回目
ジベ処理前まで）

灰色かび病、晩腐病

灰色かび病、晩腐病、黒
とう病、さび病、褐斑病

ファンタジスタ顆粒水和剤

        ２，０００倍（５０ｇ）
ハダニ類

ハスモンヨトウ、ブドウサ
ビダニ、チャノキイロアザ
ミウマ、フタテンヒメヨコバ
イ

３，０００倍（３３ｇ）

[デラウェア　種子混入防止]
アグレプト液剤/ストマイ液剤２０　使用方法
希釈倍数　１，０００倍　　使用回数　１回
満開予定日の１４日前～満開期　　　 花房浸漬
（第１回目ジベレリン処理と併用）
ﾌﾘｰﾃﾞﾗや例年種子混入がみられる園地では､第1回目GA液に必ず混用する。

灰色かび病など様々な病害虫の重点防除時期となるので､防除ﾀｲﾐﾝｸﾞを逃さず薬
液を十分量散布する。

加温ハウスは過湿により、灰色かび病が発生しやすい。落花直後の防除以降、
天候不順等により灰色かび病の発生が懸念される場合にはｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ8,000
倍（30日前/3回以内）を散布する。散布時期によっては果粉溶脱が懸念されるた
め、ｽｽﾞﾗﾝ噴口を使用し、散布量にも注意する。

｢ジベレリンを効かせる管理】
高温乾燥下ではジベレリンの吸収が劣るので、展葉期から定期的にかん水する
とともに極端に乾燥している場合は、ジベ処理当日にかん水をする。処理できな
い場合は棚面散水を実施し、湿度確保に努める。



収穫前使用時期

総 使 用 回 数

前日まで

前日まで

３回以内

着 色 期 前 前日まで

特 別 散 布 １回

９０日前まで

休眠期（落葉後
～萌芽前）

２回以内

この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

○ 第2回ジベレリン処理時に混用の場合

　　硫酸ﾏﾝｶﾞﾝ 14.5cc / ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ液2㍑

／

／

２００㍑

使用方法及び時期

休眠期

展着剤
アプローチＢＩ

１，０００倍（１００g）
―

⑥

／

月日 散布時期 対象病害虫
薬剤名･混用順序･倍数

(薬量/水100㍑)

これ以降の防除は汚染や果粉溶脱に注意　　　　　　　【散布量】　【希釈倍数】　【噴口・噴板】を再点検！！　　　　　　★　飛　散　に　も　十　分　注　意　！　★

散布量(10a) 注  意  事  項

フタテンヒメヨコバイ、チャ
ノキイロアザミウマ、コガ
ネムシ類、コナカイガラム
シ類、カメムシ類

べと病

ハダニ類、ブドウヒメハダ
ニ

着 色 期 前
特 別 散 布

灰色かび病、褐斑病、う
どんこ病、黒とう病、晩腐
病、すす点病

○ｽｽﾞﾗﾝ噴口を使用し果粉溶脱に十分注意する。
○ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞが見られる園地では､ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10　5,000倍（前日/3回以内）を棚の上下から散布する｡棚下散布
は、果粉溶脱が懸念されるので、ｽｽﾞﾗﾝ噴口を使用する。
○晩腐病の発病果は見つけしだい摘み取り､適切に処分する｡

○ﾊﾀﾞﾆが多発すると、種枝の登熟が劣ったり、貯蔵養分蓄積に悪影響がでるので、ﾊﾀﾞﾆの発生が心配される場合
は、この回の防除を確実に行う。散布においては果粉溶脱に注意する。

オンリーワンフロアブル

ダニコングフロアブル １００～
１５０㍑        ２，０００倍（５０ｃｃ）

３００㍑

５０倍（２kg）

１００～
１５０㍑

２，０００倍（５０ｃｃ）

ICボルドー６６D 発病前～
　　　　　発病初期

２，０００倍（５０ｇ）

１，０００倍（１００g） ２回以内

３回以内

スミチオン水和剤４０

ブドウトラカミキリ

ダントツ水溶剤

令和８年度 ＪＡ山形おきたま デラウエア施設栽培 病 害 虫 防 除 基 準 ②   ぶどう振興部会

ガットキラー乳剤

収 穫 後

○休眠打破、萌芽促進、発芽率向上（発芽揃い）に効果がみられる。
○処理時期は、例年１１月中下旬以降。積雪により処理できなかった場合でも水揚げ前までに処理すると、発芽を
揃える効果はある。（生育促進効果は劣る）
○処理にあたっては、種枝（芽、葉柄痕、節間）にたっぷり散布する。再処理や重複散布はしない。
○倍数   ２０倍
○散布量の目安 ：  １５０㍑/10a
○展着剤加用  ﾊｲﾃﾝﾊﾟﾜｰ 10,000倍

○ 満開20日後の棚面散布の場合

ＣＸ－１０の使用方法着色障害防止に肥料用硫酸ﾏﾝｶﾞﾝ

○ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞが見られる園地では､ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10　5,000倍（前日/3回以内）を棚の上下から加用する｡
○ﾊﾀﾞﾆ類、ﾌﾞﾄﾞｳｻﾋﾞﾀﾞﾆの発生が見られる場合には、ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（30日前/1回）を単用で散布する。
○被覆したままの状態で、棚面の上下から十分量を散布し、枝幹害虫防除のため、主幹にも薬液がしっかりかかる
ようにする。また、高温時期の散布は薬害の恐れがあるため、時期をずらして散布する。
○収穫後、降雨が多い場合は、8月下旬～9月上旬にＩＣボルドー66Ｄ（発病前～発病初期/-）50倍を追加散布す
る。ブドウトラカミキリ､ブドウ

スカシバ､フタテンヒメヨコ
バイ､コガネムシ類成虫､
クワコナカイガラムシ

さび病

　　硫酸ﾏﾝｶﾞﾝ 365cc / 水  100㍑

⑤

／

１００倍（１,０００cc）

近年、登録が変更された農薬→　　　 　 　コテツフロアブル（収穫前日数14日前→60日前）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダニトロンフロアブル（収穫前日数14日前→30日前）

ダイアジノン水和剤34、バイスロイドＥＷ、アディオンフロアブル、ピラニカ水和剤、カンタスドライフロアブル、ナリアＷＤＧ

ぶどうで使用ができなくなった農薬→
（ぶどうの登録削除）

デラウェアで使用できない農薬→
（大粒ぶどうのみの登録）

ジェイエース水溶剤（オルトランを含む農薬）

【注意】デラウェアに使用できないか、使用に注意が必要な農薬

○房の取り残し部分や巻きひげ、結果母枝の枯死部分等は除去する。
○ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40、ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤、ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞSは、同一成分を含み、総使用回数４回以内（但し、収穫終了後から萌
芽までは２回以内、萌芽後は２回以内）とする。



アプローチBI

    １，０００倍(１００cc)

ベンレート水和剤

５００倍(２００ｇ)

トラサイドＡ乳剤

３００倍（３３０cc）

ハイテンパワー

② １０，０００倍（１０ｃｃ）

／ クムラス

３００倍（３３０ｇ）

ハイテンパワー

③    １０，０００倍(１０ｃｃ)

／ スミチオン水和剤４０

１，０００倍 （１００g）

ハイテンパワー

１０，０００倍 (１０ｃｃ)

ペンコゼブフロアブル

１，０００倍（１００cc）

モスピラン顆粒水溶剤

 ２，０００倍（５０g）

ICボルドー６６D

開 花 直 前
５０倍(２kg)

（第１回ジベ処理後） コロマイト水和剤

２，０００倍（５０ｇ)

令和８年度 ＪＡ山形おきたま デラウエア露地栽培 病 害 虫 防 除 基 準  ①   ぶどう振興部会

○ｶｽﾐｶﾒﾑｼ類に対する効果が期待される。結果母枝基部の綿芽がほぐれ、薄い緑色部分が見え始めた時が防
除適期なので、防除が遅れないようにする。また、棚の上下から丁寧に散布する。
○周囲にﾖﾓｷﾞが自生している場合は、ｶｽﾐｶﾒﾑｼ類の繁殖場所となるので除草を徹底する。
〇スミチオン水和剤４０の収穫前使用日数は90日のため注意する。

べと病、さび病、晩
腐病

○ﾌﾞﾄﾞｳﾄﾗｶﾐｷﾘ対策として､せん定枝は5月下旬までに処分する｡

発 芽 直 後

発病前～
　　発病初期

１４日前まで

２回以内

２００㍑９０日前まで
ブドウトラカミキリ､
ブドウスカシバ､フ
タテンヒメヨコバイ､
コガネムシ類成虫､
クワコナカイガラム
シ

○ﾊﾀﾞﾆ・ﾊﾓｸﾞﾘﾀﾞﾆの多い園では必ず散布する。
○ｺｳﾓﾘｶﾞ等枝幹害虫対策として,被害がみられる園地は、萌芽後にｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞＳ1.5倍液（21日前/2回以内）を主幹
部に塗布する。ｷｸｲﾑｼ類に対する効果も期待できる。
○ｶﾐｷﾘﾑｼ類（枝幹害虫）対策として、加害（食入孔）がみられる場合はﾛﾋﾞﾝﾌｯﾄﾞ（前日/5回以内）を使用する。食
入孔に専用ﾉｽﾞﾙ先端を差し込み、薬液が食入孔から逆流するまで2～10秒間噴射しながら押し込むことにより、ﾉ
ｽﾞﾙが詰まらず樹内の殺虫効果が安定する。

展着剤

ハダニ類､ブドウ
ハモグリダニ

２回以内

展着剤 －

枝 か け 具 の 取 付 け ( 晩 腐 病 発 生 の 多 い 園 は 100 ％ 実 施 ) → 休 眠 期 ～ 5 葉 期 ま で は か け 終 わ る 事 。 風 等 で ず れ た 場 合 は 随 時 手 直 し を す る 。

休 眠 期
（ 前 回 散 布
の 7 ～ 10 日 後 ）

－

－

①

／

注  意  事  項散布量(10a)

２００㍑
休眠期

１回

【注意】
栽培期間（収穫後から次の収穫まで）をとおしてﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM剤（ｹﾞｯﾀｰ水和剤）とﾍﾞﾝﾚｰﾄ剤（ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和
剤）はいずれか一方のみの使用とする。
【注意】
ﾄﾗｻｲﾄﾞＡ乳剤は令和8年9月登録失効予定のため、今回限りの使用とする。
○ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類やｶｽﾐｶﾒﾑｼ類が見られる園では、粗皮削りを必須作業とし、休眠期防除前までに終わら
せる。
○前年の房の取り残し部分や巻きひげ、結果母枝の枯死部分等は除去する。
○周囲に訪花昆虫の巣箱がある場合には秋処理とする。

－

２回以内

発芽前（休眠期）

薬剤名･混用順序･倍数
(薬量/水100㍑)

収穫前使用時期
総 使 用 回 数

月日 散布時期 対象病害虫

２００㍑
休眠期

晩腐病

休 眠 期

展着剤

黒とう病

ブドウトラカミキリ

ｺ ｳ ﾓ ﾘ ｶ ﾞ ( ｷ ｸ ｲ ﾑ ｼ ) 対 策 → 粗 皮 剥 ぎ や 樹 幹 の 周 囲 を 清 掃 し 、 見 つ け 次 第 捕 殺 す る 。

２００㍑

－

４５日前まで
展 葉 5 ～ 7 枚

展着剤

べと病､黒とう病､
晩腐病､褐斑病

アザミウマ類､フタ
テンヒメヨコバイ､カ
イガラムシ類、ツマ
グロアオカスミカメ ３回以内

７日前まで
ハダニ類

２回以内

２００㍑
⑤

／

○ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類の発生が見られる園は、ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍（30日前/2回以内）を単用散布する。果粉溶脱に
注意する。

④

／

[デラウェア　種子混入防止]
アグレプト液剤/ストマイ液剤２０　使用方法
希釈倍数　１，０００倍　　使用回数　１回
満開予定日の１４日前～満開期　　　 花房浸漬
（第１回目ジベレリン処理と併用）
ﾌﾘｰﾃﾞﾗや例年種子混入がみられる園地では､第1回目GA液に必ず混用する。

｢ジベレリンを効かせる管理】
高温乾燥下ではジベレリンの吸収が劣るので、展葉期から定期的にかん水する
とともに極端に乾燥している場合は、ジベ処理当日にかん水をする。処理できな
い場合は棚面散水を実施し、湿度確保に努める。



3.かさかけが遅れると効果が劣る。

4.かさかけは6月中旬まで終了する。

オンリーワンフロアブル

２，０００倍（５０ｃｃ）

⑥ ベトファイター顆粒水和剤

／ ３，０００倍(３３g)

ダントツ水溶剤

２，０００倍（５０ｇ）

棚上散布

ICボルドー６６D

５０倍（２kg）

ファンタジスタ顆粒水和剤

３，０００倍(３３g)

棚上散布

ICボルドー６６D

５０倍（２kg）

ICボルドー６６D

５０倍（２ｋｇ）

⑩

／

１，０００倍（１００g）

この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

２５０㍑7 月 上 旬
発病前～
　　発病初期

べと病､さび病

１５０㍑
灰色かび病、晩腐
病、黒とう病、さび
病、褐斑病

7 月 中 旬

３００㍑

7 月 下 旬

ブ ド ウ サ ビ ダ ニ 被 害 の 特 徴

硫酸ﾏﾝｶﾞﾝ 14.5cc / ｼﾞﾍﾞ液2㍑

発病前～
　　発病初期

○冷蔵庫で貯蔵する園地では、灰色かび病対策として、収穫前にｵﾝﾘｰﾜﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2,000倍(前日/3回以内)を果
粉溶脱に注意し単用散布する。

○葉の表面の葉脈付近に生息し、虫ﾒｶﾞﾈ等で確認できない。
○先端の若葉よりも成葉に被害が多い。
○葉脈にそって黒褐色になり、被害が進行すると葉全体が変色し葉緑から枯込む。

２回以内

⑦

／

３０日前まで

○ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞが見られる園地では､ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10　5,000倍（前日/3回以内）を棚の上下から加用する｡
○散布量を増やし、棚面上下から十分散布する。
○ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40、ﾄﾗｻｲﾄﾞＡ乳剤、ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞSは、同一成分を含み、総使用回数4回以内（但し、収穫終了後から
萌芽までは2回以内、萌芽後は2回以内）とする。
○ｽｶｼﾊﾞ等の枝幹害虫対策は、薬液が主幹に十分かかるようにする。

１４日前まで

３回以内

収 穫 直 後

２５０㍑
⑨

／

スミチオン水和剤４０ ９０日前まで
ブドウトラカミキリ、
コガネムシ類成
虫、ブドウスカシ
バ、クワコナカイガ
ラムシ、フタテンヒ
メヨコバイ

べと病､さび病

べと病､さび病
発病前～
　　発病初期

○ 満開20日後の棚面散布の場合

硫酸ﾏﾝｶﾞﾝ 365cc / 水  100㍑

使用
方法
及び
時期

着色障害防止に肥料用硫酸ﾏﾝｶﾞﾝ
○ 第2回ジベ処理液に混用の場合

⑧

／

第　　　2　　　回

これ以降の防除は汚染や果粉溶脱に注意　　　　　【散布量】　【希釈倍数】　【噴口・噴板】を再点検！！　　　　　★　飛　散　に　も　十　分　注　意　！　★

フタテンヒメヨコバ
イ、チャノキイロア
ザミウマ、コガネム
シ類、コナカイガラ
ムシ類、カメムシ類

前　　　　　　　後

1.かさかけと結果母枝への枝かけ具の併用は更に効果が高い。

2.かさかけは雨漏りを防ぐため果軸に密着するよう丁寧に行う。

総 使 用 回 数

べと病防除対策
○発生が懸念される場合は、天気予報等に注意し予防防除を徹底する。
○葉裏の気孔からの侵入を防ぐ目的で十分に散布する。
○同一成分の薬剤の連用は避ける。
○降雨が続く場合は、ｴﾄﾌｨﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍（7日前/4回以内）を追加散布する｡

○ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞが見られる園地では､ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10　5,000倍（前日/3回以内）を棚の上下から散布する｡　棚下
散布は、果粉溶脱が懸念されるので、ｽｽﾞﾗﾝ噴口を使用する｡

前日まで

べと病

３回以内

灰色かび病、晩腐
病、褐斑病、黒とう
病、さび病、すす点
病、うどんこ病

薬剤名･混用順序･倍数
(薬量/水100㍑)

ｼﾞ　ﾍ　ﾞ処　理

散布量(10a) 注  意  事  項

３回以内 ２００㍑

前日まで

３回以内

収穫前使用時期

落 花 直 後 ～

                                                                晩腐病対策のためパラソルかけ100％実施

○散布時期が遅れないよう、適期防除に努める。
○ﾊﾀﾞﾆ類の発生がみられる園では、ﾀﾞﾆｺﾝｸﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍(前日/1回)を単用散布する。

○果粉溶脱の恐れがあるので、倍数を厳守し十分攪拌後、重複しないようｽｽﾞﾗﾝ噴口等を使用し散布する。
○ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲの発生が多い園は、ﾀﾞﾝﾄﾂ水溶剤2,000倍(前日/3回以内)を散布する。
○晩腐病の発病果は見つけしだい摘み取り､適切に処分する｡

令和８年度 ＪＡ山形おきたま デラウエア露地栽培 病 害 虫 防 除 基 準  ②   ぶどう振興部会
月日 散布時期 対象病害虫

（花かすが残ってい
る時期で２回目ジ
ベ処理前まで）



ハイテンパワー

１０，０００倍(１０ｃｃ)

クムラス

３００倍（３３０ｇ）

展着剤 ハイテンパワ-　１０，０００倍(１０ｃｃ)

スミチオン水和剤４０

           １，０００倍(１００g)

展着剤 ハイテンパワ-　１０，０００倍(１０ｃｃ)

テーク水和剤

１，０００倍（１００ｇ）

展 葉 モスピラン顆粒水溶剤

5 ～ 7 枚 ２，０００倍（５０g）

ハダニ類 マイトコーネフロアブル

ブドウサビダニ １，０００倍（１００cc）

ハイテンパワ-　

１０，０００倍(１０ｃｃ)

スイッチ顆粒水和剤

２，０００倍（５０g）

パダンＳＧ水溶剤

１，５００倍（６６g）

ハイテンパワー

１０，０００倍(１０ｃｃ)

オンリーワンフロアブル

２，０００倍(５０cc)

グレーシアフロアブル

４，０００倍（２５ｃｃ）

コロマイト水和剤

２，０００倍（５０ｇ）

○満開時の散布は避ける。果実に発生したｻﾋﾞは、実割れの原因になるので注意する。
○開花期前後は、灰色かび病にかかりやすい時期なので、ﾊｳｽ内が多湿にならないよう換気を徹底する。
○ｽｲｯﾁ顆粒水和剤は桜桃の葉に薬害を生じるので、近隣に桜桃がある場合は注意する。
○頻繁にうどんこ病が発生する園地では、ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ8,000倍（30日前/3回以内）を散布する。

展着剤

灰色かび病、晩腐病

２回以内

２回以内

１回

－

べと病、黒とう病、晩腐
病､うどんこ病､灰色かび
病

７日前まで

２回以内

チャノキイロアザミウマ､フ
タテンヒメヨコバイ､スカシ
バ類

１４日前まで

アザミウマ類､フタテンヒメ
ヨコバイ､カイガラムシ類、
ツマグロアオカスミカメ

－

１４日前まで

３回以内

２回以内

２回以内

２００㍑

３回以内

２１日前まで

４５日前まで

２００㍑

休 眠 期

展着剤 －

２００㍑

－

休眠期

－

ハダニ類､ブドウハモグリ
ダニ

２００㍑２１日前まで

注  意  事  項

ブドウトラカミキリ防除は落葉後の秋冬期防除の効果が高い。散布しなかった園地は、クムラス散布前にトラサイドＡ乳剤３００倍（休眠期/２回以内）を散布する。【注意】トラサイドＡ乳剤は令和８年９月登録失効予定のため、今回限りの使用とする。

ク ビ ア カ ス カ シ バ ・ コ ウ モ リ ガ ・ ブ ド ウ ス カ シ バ ・ キ ク イ ム シ の 被 害 が 増 え て い る 。 粗 皮 剥 ぎ や 樹 幹 の 周 囲 を 清 掃 す る な ど の 耕 種 的 防 除 を 行 う と と も に 、 見 つ け 次 第 捕 殺 す る 。

収 穫 前 使 用 時 期

総 使 用 回 数
散布月日 散布時期 対象病害虫

薬剤名･混用順序･倍数
(薬量/水100㍑)

散布量
(10a)

ブドウトラカミキリ､ブドウ
スカシバ､フタテンヒメヨコ
バイ､コガネムシ類成虫､
クワコナカイガラムシ

晩腐病、黒とう病、さび
病、灰色かび病、うどんこ
病、すす点病、褐斑病

－

前日まで

ハダニ類

○発芽後に被覆する園地では、晩腐病対策として、ｸﾑﾗｽ散布前にﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤500倍（休眠期/1回）を散布する。
【注意】
栽培期間（収穫後から次の収穫まで）をとおしてﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM剤（ｹﾞｯﾀｰ水和剤）とﾍﾞﾝﾚｰﾄ剤（ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤）はいずれか
一方のみの使用とする。
○春季にﾄﾗｻｲﾄﾞA乳剤を散布した場合はｸﾑﾗｽと7～10日間、間隔をあけて散布する。
○ハダニ・ﾊﾓｸﾞﾘﾀﾞﾆの多い園では必ず散布する。
○ｺｳﾓﾘｶﾞ等枝幹害虫対策として、被害がみられる園地は、萌芽後にｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞＳ1.5倍液（21日前/2回以内）を主幹部
に塗布する。ｷｸｲﾑｼ類に対する効果も期待できる。
○ｶﾐｷﾘﾑｼ類（枝幹害虫）対策として、加害（食入孔）がみられる場合はﾛﾋﾞﾝﾌｯﾄﾞ（前日/5回以内）を使用する。食入孔
に専用ﾉｽﾞﾙ先端を差し込み、薬液が食入孔から逆流するまで2～10秒間噴射しながら押し込むことにより、ﾉｽﾞﾙが詰
まらず樹内の殺虫効果が安定する。

○ｶｽﾐｶﾒﾑｼ類に対する効果も期待され、ｶｽﾐｶﾒﾑｼの被害が多い園地では必ず散布する。結果母枝基部の綿芽がほ
ぐれ、薄い緑色部分が見え始めた時が防除適期なので、防除が遅れないようにする。また、棚の上下から丁寧に散
布する。
○周囲にﾖﾓｷﾞが自生している場合は、ｶｽﾐｶﾒﾑｼ類の繁殖場所となるので除草を徹底する。
○黒とう病の発生が懸念される場合は、展葉初期にﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍（落弁期まで、但し、収穫75日前まで/2回以
内）を散布する。

令和８年度　ＪＡ山形おきたま 大粒種（施設高尾･ﾋﾟｵｰﾈ･安芸ｸｲｰﾝ等）病害虫防除基準 ①   大粒ぶどう振興部会

【灰かび重点防除】

開　花　直　前

6　　月　　上　　旬

ハスモンヨトウ、ブドウサビダ
ニ、チャノキイロアザミウマ、
フタテンヒメヨコバイ

２００㍑７日前まで

○ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類の発生が見られる場合はｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍（30日前/2回以内）を単用散布する｡ただし､散布が遅
くなると果粉溶脱が懸念されるので、散布時期は小豆粒大までとする｡
○例年すす点病が発生する園地では、房の上下からしっかり散布する。
○べと病の発生が懸念される場合は、ﾍﾞﾄﾌｧｲﾀｰ顆粒水和剤3,000倍（30日前/3回以内）を散布する。
○降雨が続く場合は、ｴﾄﾌｨﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍（7日前/4回以内）を追加散布する｡

【灰かび重点防除】

落  花  直 　後
 

【ｱｻﾞﾐｳﾏ類重点防除】

／

３０日前まで

２回以内

展着剤

〇無種子化処理が必要な品種は、満開予定日の14日前頃を目途にｱｸﾞﾚﾌﾟﾄ液剤またはｽﾄﾏｲ液剤20　1,000倍を散布
する。処理が遅れると種子混入を防止する効果が低下するので、生育の早い新梢で展葉9枚頃を目安に実施する。ま
た、かけムラがないようにしっかり散布する。

①

／

特 別 散 布
( 発 芽 直 後 )

②

／

③

／

④

／

［クビアカスカシバ対策］
○成虫の発生時期となるので、飛来防止のため防風ネット（4㎜）で施設全体を囲う。
○最重点防除時期は6月～8月上旬。効果のある薬剤を定期的に散布する。
〇幼虫の枝幹部への食入時（樹皮を食害時）に効果がでるように枝幹部に十分かかるよう
に散布する。
○被害が多い園地では､前回散布2週間後にﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶剤1,500倍(14日前/2回以内）ま
たはﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ4,000倍（14日前/2回以内）を枝幹にしっかり散布する｡
○主幹の地際周りを除草するとともに、樹上の食入箇所を定期的にチェックし捕殺する。ま
た、食入孔の虫糞を取り除き、ロビンフッド（前日/5回以内）のノズルを差し込み噴射する。
さらに、一度食入した箇所を再度加害する傾向があるので、目印を付けて確認するように
する。



パレード１５フロアブル

２，０００倍(５０ｃｃ)

テッパン液剤

２，０００倍（５０ｃｃ）

ダニコングフロアブル

２，０００倍（５０ｃｃ）

オンリーワンフロアブル

２，０００倍(５０cc)

ダントツ水溶剤

２，０００倍（５０ｇ）

ファンタジスタ顆粒水和剤

３，０００倍(３３g)

ICボルドー６６D

５０倍（２ｋｇ）

１，０００倍（１００g）

アプローチＢＩ

１００倍（1,000cc)

ガットキラー乳剤

１００倍（1,000cc)

この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

２００㍑

○晩腐病、黒とう病等防除のため、軸の取り残し部分や巻きひげ、結果母枝の枯死部分等は除去する。
○ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40、ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤、ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞSは、同一成分を含み、総使用回数４回以内（但し、収穫終了後から萌
芽までは２回以内、萌芽後は２回以内）とする。⑧

／
休 眠 期

展着剤 ―

アブサップ液剤の使用方法

○ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏやﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲの発生が見られる場合はﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤2,000倍（14日前/3回以内）を加用し
散布する。
○裂果・腐敗果等は、見つけ次第除去する。

２回以内

収 穫 前 使 用 時 期

スミチオン水和剤４０
ブドウトラカミキリ、ブドウ
スカシバ、コガネムシ類成
虫、フタテンヒメヨコバイ、
クワコナカイガラムシ

２回以内

３回以内

前日まで

発病前～
　　　　発病初期

○ﾊﾀﾞﾆ類、ﾌﾞﾄﾞｳｻﾋﾞﾀﾞﾆの発生が見られる場合には、ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（30日前/1回）を散布する。（ｻﾋﾞﾀﾞﾆは葉
表にもかかるように散布する。）
○副梢に結実した果房は早期に除去する。
○収穫後、遅れないように棚面の上下から十分量を散布し、枝幹害虫防除のため、主幹にも薬液がしっかりかかるよ
うにする。

２回以内

灰色かび病、晩腐病、黒
とう病、さび病、褐斑病

前日まで
１５０㍑

7　 月　　上 　旬

【ｱｻﾞﾐｳﾏ類重点防除】

フラスター液剤の使用方法 ※大粒ぶどうのみ抜粋　　☆樹勢の弱い園地・樹では使用しない☆

ブドウトラカミキリ

べと病､さび病

収 穫 直 後 ３００㍑
２１日前まで

休眠期（落葉後～萌芽前）

１５０㍑／

１４日前まで

３回以内

7 月 中 下 旬

晩腐病、黒とう病、さび
病、灰色かび病、うどんこ
病、すす点病、褐斑病

ケムシ類、コガネムシ類、
カメムシ類、チャノキイロ
アザミウマ、クビアカスカ
シバ、ハマキムシ類

前日まで

前日まで

１回
ハダニ類、ブドウヒメハダ
ニ

令和８年度　ＪＡ山形おきたま 大粒種（施設高尾･ﾋﾟｵｰﾈ･安芸ｸｲｰﾝ等）病害虫防除基準 ②   大粒ぶどう振興部会
散布量
(10a) 注  意  事  項

○ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ、ｸﾋﾞｱｶｽｶｼﾊﾞが見られる園地では､ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10　5,000倍（前日/3回以内）を棚の上下から散布す
る｡
〇晩腐病の発生が多い場合は、ﾊﾟﾚｰﾄﾞ１５ﾌﾛｱﾌﾞﾙに代えてｾｲﾋﾞｱｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ20　2,000倍（21日前/3回）を加用し散布す
る。
○その後の気温経過により灰色かび病の発生が見られる場合には、ｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ3,000倍（14日前/3回以内）
を散布する。散布時期によっては果粉溶脱が懸念されるため、ｽｽﾞﾗﾝ噴口を使用し、散布量にも注意する。２００㍑

⑤

／

散布月日 散布時期
薬剤名･混用順序･倍数

(薬量/水100㍑)

７日前まで灰色かび病、黒とう病、さ
び病、褐斑病、うどんこ病

これ以降の防除は汚染や果粉溶脱に注意　　　　　　　【散布量】　【希釈倍数】　【噴口・噴板】を再点検！！　　　　　　★　飛　散　に　も　十　分　注　意　！　★

総 使 用 回 数

特 別 散 布
8 月 中 旬

～
8 月 下 旬

３回以内

フタテンヒメヨコバイ、チャ
ノキイロアザミウマ、コガ
ネムシ類、コナカイガラム
シ類、カメムシ類

２回以内

対象病害虫

⑥

／

⑦

／

使用目的 使用時期 倍数 散布量ℓ/10ａ 総使用回数
1,000 300

施設

1,000～2,000

品種名

巨峰

着粒増加
新梢伸長抑制

巨峰系4倍体品種
（巨峰、ピオーネを除く）

2倍体米国系品種

3倍体品種
(ナガノパープルを除く）

2倍体欧州系品種
（シャイ ンマスカ ットを除く）

露地

500～800
２回以内

新梢展開葉
7～11枚時

（開花始期まで）
100～150

使用目的 使用時期 倍数 散布量ℓ/10ａ 総使用回数

着粒増加
新梢伸長抑制

新梢展開葉
7～11枚時

（開花始期まで）
500～800 100～150

新梢伸長抑制
満開10～20日後

但し、収穫60日前まで
500 150

着粒増加

500 150

1,000 300

着粒増加

500 150
1,000 300

品種名

1,000～2,000

ピオーネ
新梢伸長抑制 満開10～20日後

但し、収穫60日前まで

シャインマスカット

新梢伸長抑制 満開10～20日後
但し、収穫60日前まで

新梢展開葉
7～11枚時

（開花始期まで）

ﾅｶﾞﾉﾊﾟｰﾌﾟﾙ

２回以内

新梢展開葉
7～11枚時

（開花始期まで）
100～150

100～150

500～800

使用目的
使用濃度/

希釈倍数（倍）
使用液量
/使用料

使用時期 本剤の使用回数 使用方法

着色促進 100～200
１果房当り
2～10ｍＬ

着色始期～着色開始2週間後
1回

ｱﾌﾞｼｼﾝ酸：1回
果房散布ぶどう(巨峰系4倍体品種）

品種名



収 穫 前 使 用 時 期

総 使 用 回 数

ハイテンパワー

１０，０００倍(１０ｃｃ)

クムラス 休眠期

３００倍（３３０ｇ） －

ハイテンパワー

特 別 散 布          １０，０００倍(１０ｃｃ)

( 発 芽 直 後 ） スミチオン水和剤４０ ２１日前まで

         １，０００倍(１００g) ２回以内

展着剤 ハイテンパワー １０，０００倍(１０ｃｃ) －

テーク水和剤 ４５日前まで

展 葉 １，０００倍（１００ｇ） ２回以内

5 ～ 7 枚 モスピラン顆粒水溶剤 １４日前まで

２，０００倍（５０g） ３回以内

ハダニ類 マイトコーネフロアブル ２１日前まで

ブドウサビダニ １，０００倍（１００cc） １回

ハイテンパワー

１０，０００倍(１０ｃｃ)

スイッチ顆粒水和剤 ３０日前まで

２，０００倍（５０g） ２回以内

パダンＳＧ水溶剤 １４日前まで

１，５００倍（６６g） ２回以内

ハイテンパワー

１０，０００倍(１０ｃｃ)

オンリーワンフロアブル 前日まで

２，０００倍(５０cc) ３回以内

グレーシアフロアブル ７日まで

４，０００倍（２５ｃｃ） ２回以内

コロマイト水和剤 ７日前まで

２，０００倍（５０g） ２回以内

展着剤

休 眠 期

灰色かび病、晩腐病

月日

①

／

【灰かび重点防除】

開　花　直　前
6　月　上　旬

晩腐病、黒とう病、さび病、灰色
かび病、うどんこ病、すす点病、
褐斑病

／

－

ブドウトラカミキリ防除は落葉後の秋冬期防除の効果が高い。散布しなかった園地は、クムラス散布前にトラサイドＡ乳剤３００倍（休眠期/２回以内）を散布する。【注意】トラサイドＡ乳剤は令和８年９月登録失効予定のため、今回限りの使用とする。

散布時期

べと病、黒とう病、晩腐病､うどん
こ病､灰色かび病

２００㍑

展着剤

対象病害虫

２００㍑

散布量
(10a)

ク ビ ア カ ス カ シ バ ・ コ ウ モ リ ガ ・ ブ ド ウ ス カ シ バ ・ キ ク イ ム シ の 被 害 が 増 え て い る 。 粗 皮 剥 ぎ や 樹 幹 の 周 囲 を 清 掃 す る な ど の 耕 種 的 防 除 を 行 な う と と も に 見 つ け 次 第 捕 殺 す る 。

アザミウマ類､フタテンヒメヨコバ
イ､カイガラムシ類、ツマグロアオ
カスミカメ

○ｶｽﾐｶﾒﾑｼ類に対する効果も期待され、ｶｽﾐｶﾒﾑｼの被害が多い園地では必ず散布する。結果母枝基部の綿芽がほぐれ、薄い緑
色部分が見え始めた時が防除適期なので、防除が遅れないようにする。　また、棚の上下から丁寧に散布する。
○周囲にﾖﾓｷﾞが自生している場合は、ｶｽﾐｶﾒﾑｼ類の繁殖の原因になるので除草を徹底する。
○黒とう病の発生が懸念される場合は、展葉初期にﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍（落弁期まで、但し、収穫75日前まで/2回以内）を散布す
る。

薬剤名･混用順序･倍数
(薬量/水100㍑)

令和８年度　ＪＡ山形おきたま 大粒種（施設ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ等晩生種） 病害虫防除基準 ①      大粒ぶどう振興部会

２００㍑

－

ブドウトラカミキリ､ブドウスカシ
バ､フタテンヒメヨコバイ､コガネム
シ類成虫､クワコナカイガラムシ

注  意  事  項

【灰かび重点防除】

落　花　直　後
（ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ第1

回目ジベ処理後）

【ｱｻﾞﾐｳﾏ類重点防除】

展着剤

ハダニ類

チャノキイロアザミウマ､フタテンヒ
メヨコバイ､スカシバ類

－

２００㍑

○発芽後に被覆する園地では、晩腐病対策として、ｸﾑﾗｽ散布前にﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤500倍（休眠期/1回）を散布する。
【注意】
栽培期間（収穫後から次の収穫まで）をとおしてﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM剤（ｹﾞｯﾀｰ水和剤）とﾍﾞﾝﾚｰﾄ剤（ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤）はいずれか一方のみの
使用とする。
○春季にﾄﾗｻｲﾄﾞA乳剤を散布した場合はｸﾑﾗｽと7～10日間、間隔をあける。
○ﾊﾀﾞﾆ・ﾊﾓｸﾞﾘﾀﾞﾆの多い園では必ず散布する。
○ｺｳﾓﾘｶﾞ等枝幹害虫対策として、被害がみられる園地は、萌芽後にｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞＳ1.5倍液（21日前/2回以内）を主幹部に塗布する。
ｷｸｲﾑｼ類に対する効果も期待できる。
○ｶﾐｷﾘﾑｼ類（枝幹害虫）対策として、加害（食入孔）がみられる場合はﾛﾋﾞﾝﾌｯﾄﾞ（前日/5回以内）を使用する。食入孔に専用ﾉｽﾞﾙ
先端を差し込み、薬液が食入孔から逆流するまで2～10秒間噴射しながら押し込むことにより、ﾉｽﾞﾙが詰まらず樹内の殺虫効果
が安定する。

展着剤

ハダニ類､ブドウハモグリダニ

－

２００㍑
〇ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄは無種子化処理が必要な品種であるため、満開予定日の14日前頃を目途に、ｱｸﾞﾚﾌﾟﾄ液剤またはｽﾄﾏｲ液剤20
1,000倍を散布する。処理が遅れると種子混入を防止する効果が低下するので、生育の早い新梢で展葉9枚頃を目安に実施する。
また、かけムラがないようにしっかり散布する。

②

／

③

／

④

／ ハスモンヨトウ、ブドウサビダニ、
チャノキイロアザミウマ、フタテン
ヒメヨコバイ

○満開時の散布は避ける。果実に発生したｻﾋﾞは実割れの原因になるので注意する。
○開花期前後は、灰色かびﾞ病にかかりやすい時期なので、ﾊｳｽ内が多湿にならないよう換気を徹底する。
○ｽｲｯﾁ顆粒水和剤は桜桃の葉に薬害を生じるので、近隣に桜桃がある場合は注意する。
○頻繁にうどんこ病が発生する園地では、ｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ8,000倍（30日前/3回以内）を散布する。

〇落花直後の防除実施後、7月上旬の防除までの間隔が1週間以上空く場合は、ﾌｧﾝﾀｼﾞｽﾀ顆粒水和剤3,000倍（14日前/3回以
内）を追加散布する。
○ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類の発生が見られる場合はｱﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍（30日前/2回以内）を単用散布する｡ただし､散布が遅くなると果粉
溶脱が懸念されるので、散布時期は小豆粒大までとする｡

［クビアカスカシバ対策］
○成虫の発生時期となるので、飛来防止のため防風ネット（4㎜）で施設全体を囲う。
○最重点防除時期は6月～8月上旬。効果のある薬剤を定期的に散布する。
〇幼虫の枝幹部への食入時（樹皮を食害時）に効果がでるように枝幹部に十分かかるよう
に散布する。
○被害が多い園地では､前回散布2週間後にﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶剤1,500倍(14日前/2回以内）ま
たはﾌｪﾆｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ4,000倍（14日前/2回以内）を枝幹にしっかり散布する｡
○主幹の地際周りを除草するとともに、樹上の食入箇所を定期的にチェックし捕殺する。ま
た、食入孔の虫糞を取り除き、ロビンフッド（前日/5回以内）のノズルを差し込み噴射する。
さらに、一度食入した箇所を再度加害する傾向があるので、目印を付けて確認するように
する。



収 穫 前 使 用 時 期

総 使 用 回 数

パレード１５フロアブル ７日前まで

２，０００倍(５０㏄) ２回以内

テッパン液剤 前日まで

２，０００倍（５０ｃｃ） ２回以内

ダニコングフロアブル 前日まで

２，０００倍（５０ｃｃ） １回

オンリーワンフロアブル 前日まで

２，０００倍（５０ｃｃ） ３回以内

ダントツ水溶剤 前日まで

２，０００倍（５０ｇ） ３回以内

３，０００倍(３３g) ３回以内

オーシャインフロアブル ７日前まで

２，０００倍（５０ｃｃ） ２回以内

ICボルドー６６D

５０倍（２ｋｇ）

スミチオン水和剤４０ ２１日前まで

１，０００倍（１００g） ２回以内

アプローチＢＩ

１００倍（1,000cc)

ガットキラー乳剤
休眠期
（落葉後～萌芽前）

１００倍（1,000cc) ２回以内

この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

２００㍑

○晩腐病、黒とう病等防除のため、軸の取り残し部分や巻きひげ、結果母枝の枯死部分等は除去する。
○ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40、ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤、ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞSは、同一成分を含み、総使用回数4回以内（但し、収穫終了後から萌芽までは２回
以内、萌芽後は２回以内）とする。

⑨

／
休 眠 期

薬剤名･混用順序･倍数
(薬量/水100㍑)

べと病､さび病

２００㍑

月日

令和８年度　ＪＡ山形おきたま 大粒種（施設ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ等晩生種） 病害虫防除基準 ②    大粒ぶどう振興部会

注  意  事  項

晩腐病、黒とう病、さび病、灰色
かび病、うどんこ病、すす点病、
褐斑病

黒とう病、さび病、灰色かび病、褐
斑病、うどんこ病

これ以降の防除は汚染や果粉溶脱に注意　　　【散布量】　【希釈倍数】　【噴口・噴板】を再点検！！　　★　飛　散　に　も　十　分　注　意　！　★

ＣＸ－１０（シアナミド１０％）の使用方法

２００㍑

○ロザリオビアンコ等、収穫が遅い品種のみ散布する。
○果実汚染に注意し散布する。
○裂果・腐敗果等は、見つけ次第除去する。

黒とう病、灰色かび病、うどんこ
病、褐斑病

灰色かび病、晩腐病、黒とう病、
さび病、褐斑病

コガネムシ類成虫､ブドウトラカミ
キリ､ブドウスカシハﾞ､フタテンヒメ
ヨコバイ､クワコナカイガラムシ

フタテンヒメヨコバイ、チャノキイロ
アザミウマ、コガネムシ類、コナカ
イガラムシ類、カメムシ類

2. 灰色かび病は、花穂や穂軸・葉・幼果・熟果に発病する。特に、開花期前後及び幼果期が防除のﾎﾟｲﾝﾄとなる。（薬量多く）開花期前後のﾊｳｽ内の湿度が高いと、突発的に発病することがあるので、適宜、換気を行いハウス内が過湿にならないようにする。

5. うどんこ病は、分生子が風で飛散感染し、開花期～幼果期に発生が見られる。とくに冷涼少雨条件下で多発する。発芽前以降～幼果期ころまで散布間隔があかないよう効果のある農薬を散布する。
4. すす点病は、5月上～中旬頃から分生子が風で飛散感染し、果粉を栄養源として増殖する。7月中旬から果粒での病斑が見られ二次伝染源となる。幼果期の通風・換気を十分行い落花後から7月中下旬までに、散布間隔があかないよう防除を行う。
3. べと病は開花期から幼果期にかけて、雨水によって葉・幼果等に感染するので、5月中下旬及び開花期以降10日間隔で定期的に防除する。

⑧

／
収 穫 直 後

ブドウトラカミキリ

発病前～
　　　　　発病初期

1. 予防散布が基本であるので、生育初期～水回り期までの、薬量を多く散布できる期間が防除のﾎﾟｲﾝﾄとなるので、かけむらのないように徹底して行う。

展着剤 ―

灰色かび病・べと病・すす点病・うどんこ病対策について

３００㍑

散布量
(10a)

ケムシ類、コガネムシ類、カメムシ
類、チャノキイロアザミウマ、クビ
アカスカシバ、ハマキムシ類

対象病害虫

7　　月　　上　　旬

【ｱｻﾞﾐｳﾏ類重点防除】

⑤

／

○ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏやﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲの発生が見られる場合はﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤2,000倍（14日前/3回以内）を加用し散布する。

⑥

／

ファンタジスタ顆粒水和剤

〇晩腐病の発生が多い場合は、ﾊﾟﾚｰﾄﾞ１５ﾌﾛｱﾌﾞﾙに代えてｾｲﾋﾞｱｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ20　2,000倍（21日前/3回以内）を加用し散布する。
　ﾀﾞﾆ剤の有効な使用方法
①同一成分の薬剤は連用しない。
②支柱の部分等の初期発生を見逃さない。
○ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ、ｸﾋﾞｱｶｽｶｼﾊﾞが見られる園地では､ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ10　5,000倍（前日/3回以内）を棚の上下から散布する｡
　〔簡易雨よけ　べと病梅雨期防除の実施〕
○べと病の発生が懸念される場合は、ﾍﾞﾄﾌｧｲﾀｰ顆粒水和剤3,000倍（30日前/3回以内）を散布する。
○降雨が続く場合は、ｴﾄﾌｨﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ1,000倍（7日前/4回以内）を追加散布する｡
　【多湿条件下での病害対策】
梅雨期におけるハウス内の多湿条件での灰色かび病等の対策として、7月中旬にﾌｧﾝﾀｼﾞｽﾀ顆粒水和剤3,000倍（14日前/3回）を
散布する。
　

／

１４日前まで
２００㍑

○休眠打破、萌芽促進、発芽率向上（発芽揃い）に効果が期待されるので、発芽の不揃いな品種には有効。

○処理時期は、デラウェアは１１月中下旬頃～、シャインマスカット１２月上中旬頃～、ロザリオビアンコは１２月中下旬頃～が目安。但し、低温遭遇時間が少ない場合は、処理時期を遅らせる。処理が遅れても水揚げ前までに処理すると発芽を揃える効果がある。

○ 処理にあたっては、種枝（芽、葉柄痕、節間）にたっぷり散布し、再処理や重複散布を避ける。
使用倍数： 　１０～２０倍（１回以内）または１５～２０倍（２回以内）    散布量の目安 ： 　１５０㍑/１０ａ  　※倍数および散布量は品種等により調整する。

１５０㍑

○ﾊﾀﾞﾆ類、ﾌﾞﾄﾞｳｻﾋﾞﾀﾞﾆの発生が見られる場合には、ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（30日前/1回）を散布する。（ｻﾋﾞﾀﾞﾆは葉表にもかかるように散布す
る。）
○副梢に結実した果房は早期に除去する。
○収穫後、遅れないように棚面の上下から十分量を散布し、枝幹害虫防除のため、主幹にも薬液がしっかりかかるようにする。

○展着剤使用 ハイテンパワー10,000倍

ハダニ類、ブドウヒメハダニ

⑦

／

8　　月　　中　　旬
（袋かけ後）

特別散布
8　　月　　下　　旬

（ロザリオビアンコ）

7　  月 　 下　  旬

散布時期



葉面散布
肥料資材

発芽前 －

発芽前 －

展着剤 ハイテンパワー １０，０００倍 (１０ｃｃ) － －

斑点落葉病、黒星病、黒点
病、褐斑病、すす点病、す
す斑病､炭そ病､輪紋病

トレノックスフロアブル ５００倍 （２００cc） ３０日前
５回
以内

アブラムシ類、シンクイムシ
類、カイガラムシ類、キンモン
ホソガ、ギンモンハモグリガ、リ
ンゴワタムシ

モスピラン顆粒水溶剤 ４，０００倍 （２５g） 前日
３回
以内

展着剤 ハイテンパワー １０，０００倍 (１０ｃｃ) － －

黒星病、モニリア病 ストライド顆粒水和剤 １，５００倍 (６６g) 開花前まで
２回
以内

カイガラムシ類幼虫 アプロードフロアブル １，５００倍 (６６ｃｃ) ３０日前
２回
以内

展着剤 ハイテンパワー １０，０００倍 (１０ｃｃ) － －

赤星病、うどんこ病、褐斑
病、黒星病、黒点病、モニリ
ア病、斑点落葉病

前日
３回
以内

黒星病､赤星病、褐斑病、斑
点落葉病、黒点病、炭そ病 ３０日前

３回
以内

ハマキムシ類､ケムシ類、キ
ンモンホソガ、ギンモンハモ
グリガ

フェニックスフロアブル ５，０００倍 （２０ｃｃ） 前日
２回
以内

アブラムシ類､リンゴワタム
シ ウララＤＦ ２，０００倍 （ ５０ｇ） １４日前

２回
以内

斑点落葉病、黒星病、黒点
病、褐斑病、すす点病、す
す斑病､炭そ病､輪紋病

トレノックスフロアブル ５００倍 （２００ｃｃ） ３０日前
５回
以内

カメムシ類、シンクイムシ
類、リンゴワタムシ バリアード顆粒水和剤 ２，０００倍 （５０g） 前日

３回
以内

斑点落葉病、黒点病、褐斑
病、黒星病、輪紋病、炭そ
病、すす点病、すす斑病

アントラコール顆粒水和剤 ５００倍 (２００g) ４５日前
４回
以内

アブラムシ類、カメムシ類、
キンモンホソガ、ギンモンハ
モグリガ、シンクイムシ類、
ナミハダニ、ハマキムシ類、
リンゴハダニ

ロディ―水和剤 １，０００倍 （１００ｇ） 前日
２回
以内

固着性展着剤 アビオン-Ｅ １，０００倍 (１００cc) － －

⑥

／

発芽直前

４００㍑

ハダニ類、カイガラムシ類 ハーベストオイル                      　　 ５０倍  （２㍑）

越冬病害虫、腐らん病､カイガラム
シ類､ハダニ類 石灰硫黄合剤                      　　 　１０倍  （１０㍑）

カナメフロアブル　　　 　　　　４，０００倍　　（２５ｃｃ）

－

開花直前
（4月下旬）

○余分な徒長枝は、防除の妨げになるので整理する。
○黒星病対策として、発病した葉や果実は、見つけしだい摘み取り、適切に処分する。

【ﾋﾒﾎﾞｸﾄｳ防除】
園内をよく観察し、被害の兆候（樹幹からのﾌﾗｽ（虫糞と木屑の混ざったもの）の排出の有無）の早期発見
に努め、被害を発見した場合は、ﾌﾗｽを取り除きﾛﾋﾞﾝﾌｯﾄﾞ（前日/5回以内）のﾉｽﾞﾙを排出孔に差し込み薬
液がでるまで噴射する。

６００㍑６ 月 上 旬

○腐らん病の発生が見られる園では、摘果痕からの感染防止のため、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 1,500倍（前日/6回
以内）を散布する。
　
○雨が続く場合でも、散布間隔があかないように晴れ間を狙って防除する。
〇ﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼの発生が多い場合は、本欄の薬剤にｺﾙﾄ顆粒水和剤3,000倍（前日/3回以内）を加用し散
布する。

ダイアジノン水和剤３４

（５０g）

月日 時期 対象病害虫 薬剤名及び濃度（水100㍑当り薬量）
収 穫 前 使 用
日 数

①

／

◆注意◆「ｵｷｼﾝﾄﾞｰ水和剤８０」「ｵｷｼﾗﾝ水和剤」が令和8年（2026）春に登録内容が変更される予定です。
防除暦には変更後の内容を反映し記載しております。ご使用、ご注文の際は十分ご注意ください。
○薬剤散布前に粗皮削りを行い、枝幹部に十分 薬液がかかるよう丁寧に散布する。
○ﾘﾝｺﾞﾊﾀﾞﾆおよびﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼの越冬密度が高い園地では、ﾏｼﾝ油乳剤を必ず散布する。
○消雪の遅い地帯では、発芽期から展葉期にﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ200倍(発芽後3週間まで/-）を散布する。なお、
腐らん病の発生が懸念される場合は、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤1,000倍（前日、6回以内）を加用し散布する。
【注意】
栽培期間（収穫後から次の収穫まで）をとおしてﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水剤（ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ）とﾍﾞﾝﾚｰ
ﾄ剤（ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤）はいずれか一方のみの使用とする。但し、塗布剤は除く。

３００㍑

水　　　　                        　 　　　　　  　  （８８㍑）
※水８８ℓにﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ２ℓ＋石灰硫黄合剤１０ℓを希釈
する。（合計100ℓ）

散布量
（10ａ）

４００㍑

総 使 用
回 数 注   意   事   項

○訪花昆虫を保護するため、活動時間前（早朝）に散布を行う。
○黒星病の発生が多い場合は、ﾄﾚﾉｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙに代えてＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412 30倍（-/-）を散布する。　ただし、ﾊｰ
ﾍﾞｽﾄｵｲﾙ等ﾏｼﾝ油乳剤の散布後は、2～3日以上経過してからＩＣボルドー412を散布する（ﾏｼﾝ油乳剤の効
果低下の防止）。

黒

星

病

（

一

次

感

染

）

・

モ

ニ

リ

ア

病

重

点

防

除

ペンコゼブ水和剤　　　　　    　　６００倍　　（１６６ｇ）

３回
以内

○前年、黒星病の発生が多かった園地では、間隔があかないよう展葉10日後の防除を必ず実施する。
○黒星病の発生が多い場合は、ｽﾄﾗｲﾄﾞ顆粒水和剤に代えてＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412 30倍（-/-）を散布する。

○訪花昆虫を保護するため、活動時間前（早朝）に散布を行う。
○ﾓﾆﾘｱ病対策として、発病した葉や花、花そうは摘み取り、適切に処分する。

○ｳﾗﾗＤＦは訪花昆虫に対する影響が少ない。
○近年、ﾘﾝｺﾞﾜﾀﾑｼの発生が増加傾向なので、散布ﾑﾗがないよう、樹幹全体に満遍なく散布する。
○黒星病が多い園地では、落花10日後にｱﾝﾄﾗｺｰﾙ顆粒水和剤500倍（45日前/4回以内）を追加散布す
る。

黒星病､赤星病、モニリア
病、うどんこ病、褐斑病、斑
点落葉病、黒点病、すす点
病、すす斑病 ５００㍑

○ｷﾞﾝﾓﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞにも効果がある。
○ﾊﾏｷﾑｼ類、ｼﾝｸｲﾑｼ類対策として、ｺﾝﾌｭｰｻﾞｰＲを10ａ当たり100～120本設置する。

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

６００㍑

前  日ナリアＷＤＧ

斑点落葉病、輪紋病、褐斑
病、炭そ病、黒星病､すす点
病、すす斑病､黒点病、うど
んこ病、腐らん病

アスパイア水和剤　　　　 　        ５００倍　 （２００ｇ）

６００㍑

３回
以内

４回
以内

３０日前

令和８年度 ＪＡ山形おきたま りんご(ﾉﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ体系)病 害 虫 防 除 基 準  ① 　  りんご振興部会

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

展葉初期
（４月中旬）
{花そう葉が

2～3枚
展葉した頃}

１，０００倍 (１００g)

４００㍑
展葉

10日後

５ 月 中 下 旬

③

／

６ 月 中 旬

落花直後
中心花が
7～8割落花
（５月上中旬）

②

／

④

／

⑤

／

⑦

／

⑧

／

３０日前

ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ、ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ、ﾘﾝ
ｺﾞﾜﾀﾑｼ、ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ若
齢幼虫、ﾊﾏｷﾑｼ類、ｱﾌﾞﾗﾑｼ
類、ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ

黒

星

病

（
二

次

感

染

）
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点

落

葉

病

・

輪

紋

病

重

点

防

除

２，０００倍

腐らん病必須防除



葉面散布
肥料資材

固着性展着剤 アビオン-Ｅ １，０００倍 (１００cc) － －

斑点落葉病、輪紋病､黒点
病､黒星病 オキシラン水和剤 ８００倍 (１２５g） １４日前

４回
以内

アブラムシ類、キンモンホソ
ガ、ギンモンハモグリガ、シ
ンクイムシ類､カメムシ類､コ
ナカイガラムシ類

スタークル顆粒水溶剤 ２，０００倍 （５０g） 前日
３回
以内

固着性展着剤 アビオン-Ｅ １，０００倍 (１００cc) － －

斑点落葉病、輪紋病、褐斑
病、炭そ病、黒星病､すす点
病、すす斑病､黒点病、うど
んこ病、腐らん病

ナリアＷＤＧ ２，０００倍 （５０g） 前日
３回
以内

リンゴハダニ、ナミハダニ、
リンゴサビダニ ダニゲッターフロアブル ２，０００倍 (５０ｃｃ) 前日 １回

固着性展着剤 アビオン-Ｅ １，０００倍 (１００cc) － －

斑点落葉病、輪紋病､黒点
病､黒星病 オキシラン水和剤 ８００倍 (１２５g） １４日前

４回
以内

アブラムシ類、キンモンホソ
ガ、カイガラム類、シンクイ
ムシ類、ハマキムシ類、ギ
ンモンハモグリガ

オリオン水和剤40 １，０００倍 (１００ｇ) 前日
２回
以内

固着性展着剤 アビオン-Ｅ １，０００倍 (１００cc) － －

斑点落葉病、輪紋病､黒点
病､黒星病 オキシラン水和剤 ８００倍 (１２５g） １４日前

４回
以内

モモシンクイガ、キンモンホ
ソガ、ギンモンハモグリガ、
ハマキムシ類、アブラムシ
類、リンゴハダニ、ナミハダ
ニ

テルスター水和剤 １，０００倍 （１００ｇ） 前日 １回

ハイテンパワー １０，０００倍 （１０ｃｃ） － －

ダイパワー水和剤 １，０００倍 （１００g） 前日
３回
以内

モスピラン顆粒水溶剤 ２，０００倍 （５０g） 前日
３回
以内

コロマイト乳剤 １，０００倍 (１００cc) 前日 １回

ハイテンパワー １０，０００倍 (１０ｃｃ) － －

オーソサイド水和剤80 ６００倍 （１６６g） 前日
６回
以内

エクシレルＳＥ ５，０００倍 (２０cc) 前日
３回
以内

ストライド顆粒水和剤 １，５００倍 ( ６６ｇ)
開花～

収穫前日
３回
以内

ハイテンパワー １０，０００倍 (１０ｃｃ) － －

ハダニ類､リンゴサビダニ、キンモン
ホソガ

６００㍑

６００㍑

６００㍑

⑩

／

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

７月上旬

⑫

／

６００㍑

⑬

／

展着剤

散布量
（10ａ） 注   意   事   項

６００㍑

この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

６００㍑

展着剤

前日

斑点落葉病、すす点病、すす斑病、
褐斑病、炭そ病、黒星病、黒点病

－

５００㍑

○高温が続くと予想される場合は、ｽﾄﾗｲﾄﾞ顆粒水和剤に代えてｱﾘｴｯﾃｨＣ水和剤800倍（前日/３回）を散布
する。
○晩生種のみ：9月中旬以降、天候不順が続く場合はｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ3,000倍（前日/3回以内）を散布す
る。

6月下旬

展着剤

６００㍑

斑点落葉病、輪紋病、褐斑病、黒星
病､すす点病・すす斑病

⑨

／

⑮

／

⑪

／

⑭

／

令和８年度 ＪＡ山形おきたま りんご(ﾉﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ体系)病 害 虫 防 除 基 準 ②  　  りんご振興部会
時期 対象病害虫 薬剤名及び濃度（水100㍑当り薬量）

収 穫 前 使 用
日 数月日

○今回の防除を実施できなかった場合は、収穫後に実施する。
〇ﾀﾞｲﾊﾟﾜｰ、ﾍﾞﾙｸｰﾄは同一成分（ｲﾐﾉﾀｸｼﾞﾝ）を含み、ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝを含む農薬の総使用回数は3回以内とす
る。
○野鼠対策として根雪前にフジワン粒剤1樹当たり200ｇを、樹冠下半径50ｃｍの範囲の土壌と均一に混和
する。（使用回数2回以内）
【黒星病越冬伝染源対策】被害落葉は翌年の一次伝染源になるため、以下の方法で菌密度低下を図る。
（１）被害落葉を収集し、適切に処分する。（ﾌﾞﾛｱｰ等を利用すると効率的に収集することができる。）
（２）落葉後から展葉期にかけて、園内の土壌表面に堆肥（1～2t/10a）を散布し（堆肥ﾏﾙﾁ）、被害落葉を被
覆する。

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

〇ｵｷｼﾗﾝ、ｵｰｿｻｲﾄﾞ、ﾀﾞｲﾊﾟﾜｰ、ｱﾘｴｯﾃｨＣ、ﾌﾙｰﾂｶﾞｰﾄﾞは同一成分（ｷｬﾌﾟﾀﾝ）を含み、ｷｬﾌﾟﾀﾝを含む農薬
の総使用回数は6回以内とする。

○ﾊﾀﾞﾆの発生が多くなるので、散布むらが出ないよう注意（ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ防除の効果を高めるため、防除の2～3
日前に草刈りを行う）。

○早生種の収穫前日数に注意し散布する。
【褐斑病防除】
褐斑病は気温が20～25℃、多湿多雨条件で発生しやすい。発生が懸念される場合は、本欄の薬剤にﾊﾟﾚｰ
ﾄﾞ15ﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（前日/2回以内）を混用して散布する。

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

○ﾅﾐﾊﾀﾞﾆの発生が見られる場合はｺﾃﾂﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（前日/2回以内）を加用するか、ｱｶﾘﾀｯﾁ乳剤2,000
倍（前日/-）を単用散布する。また、ｱｶﾘﾀｯﾁ乳剤は殺卵効果がないため、1週間間隔で2～3回、葉に十分付
着するよう丁寧に散布し、展着剤は使用せず単用散布する。

〇ﾀﾞｲﾊﾟﾜｰ、ﾍﾞﾙｸｰﾄは同一成分（ｲﾐﾉﾀｸｼﾞﾝ）を含み、ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝを含む農薬の総使用回数は3回以内とす
る。

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

( １０ｃｃ)

ベルクート水和剤    　　　   　１，５００倍　 　（６６ｇ）

黒
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病
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次
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染

）
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点

落
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病

・

輪

紋

病

重

点

防

除

７ 月 下 旬

８ 月 下 旬
ハマキムシ類､キンモンホソガ､ギン
モンハモグリガ､シンクイムシ類､ケ
ムシ類、ヨモギエダシャク、ヒメボクト
ウ

黒星病

斑点落葉病、黒星病、炭そ病、褐斑
病、黒点病、輪紋病、すす点病、す
す斑病

８ 月
上 中 旬 アブラムシ類、シンクイムシ類、キン

モンホソガ、ギンモンハモグリガ、カ
メムシ類、ケムシ類

総 使 用
回 数

－

6回以内
（但し、開花
期以降散布
は3回以内）

⑯

／
１０/中下旬頃

展着剤

晩生種
9月中旬
早生種
収穫後

７ 月 中 旬

ハイテンパワー １０，０００倍



発芽前 －

発芽前 －

展着剤 ハイテンパワー １０，０００倍 (１０ｃｃ) － －

斑点落葉病、黒星病、黒点
病、褐斑病、すす点病、すす
斑病､炭そ病､輪紋病

トレノックスフロアブル ５００倍 （２００cc） ３０日前
５回
以内

アブラムシ類、シンクイムシ
類、カイガラムシ類、キンモン
ホソガ、ギンモンハモグリガ、
リンゴワタムシ

モスピラン顆粒水溶剤 ４，０００倍 （２５g） 前日
３回
以内

展着剤 ハイテンパワー １０，０００倍 (１０ｃｃ) － －

黒星病、モニリア病 ストライド顆粒水和剤 １，５００倍 (６６g) 開花前まで
２回
以内

カイガラムシ類幼虫 アプロードフロアブル １，５００倍 (６６ｃｃ) ３０日前
２回
以内

展着剤 ハイテンパワー １０，０００倍 （１０ｃｃ） － －

赤星病、うどんこ病、褐斑病、
黒星病、黒点病、モニリア病、
斑点落葉病

前日
３回
以内

黒星病､赤星病、褐斑病、斑
点落葉病、黒点病、炭そ病

３０日前
３回
以内

ハマキムシ類、ケムシ類、キ
ンモンホソガ、ギンモンハモグ
リガ

フェニックスフロアブル ５，０００倍 （２０ｃｃ） 前日
２回
以内

落 花 直 後

中心花が
7～8割落花

（５月上中旬） アブラムシ類、リンゴワタムシ ウララＤＦ ２，０００倍 (５０g) １４日前
２回
以内

斑点落葉病、黒星病、黒点
病、褐斑病、すす点病、すす
斑病､炭そ病､輪紋病

トレノックスフロアブル ３０日前
５回
以内

カメムシ類、シンクイムシ類、
リンゴワタムシ バリアード顆粒水和剤 ２，０００倍 （５０g） 前日

３回
以内

斑点落葉病、黒点病、褐斑
病、黒星病、輪紋病、炭そ病、
すす点病、すす斑病

アントラコール顆粒水和剤 ５００倍 （２００g） ４５日前
４回
以内

アブラムシ類、カメムシ類、キ
ンモンホソガ、ギンモンハモグ
リガ、シンクイムシ類、ナミハ
ダニ、ハマキムシ類、リンゴハ
ダニ

ロディ―水和剤 １，０００倍 （１００ｇ） 前日
２回
以内

固着性展着剤 アビオン-Ｅ １，０００倍 (１００cc) － －

５ 月 中 下 旬

前日

(１００g)

６ 月 上 旬

◆注意◆「ｵｷｼﾝﾄﾞｰ水和剤８０」「ｵｷｼﾗﾝ水和剤」が令和8年（2026）春に登録内容が変更される予定です。防
除暦には変更後の内容を反映し記載しております。ご使用、ご注文の際は十分ご注意ください。
○薬剤散布前に粗皮削りを行い、枝幹部に十分薬液がかかるよう丁寧に散布する。
○ﾘﾝｺﾞﾊﾀﾞﾆおよびﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼの越冬密度が高い園地では、ﾏｼﾝ油乳剤を必ず散布する。
○消雪の遅い地帯では、発芽期から展葉期にﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ200倍(発芽後3週間まで/-）を散布する。なお、腐
らん病の発生が懸念される場合は、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤1,000倍（前日、6回）を加用し散布する。
【注意】
栽培期間（収穫後から次の収穫まで）をとおしてﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水剤（ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ）とﾍﾞﾝﾚｰﾄ
剤（ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤）はいずれか一方のみの使用とする。但し、塗布剤は除く。

ハーベストオイル    　　　　　　　　　 ５０倍  （２㍑）

石灰硫黄合剤      　　　　　　　　　　１０倍  （１０㍑）

３００㍑

○余分な徒長枝は、防除の妨げになるので整理する。
○黒星病対策として、発病した葉や果実は、見つけしだい摘み取り、適切に処分する。

【ﾋﾒﾎﾞｸﾄｳ防除】
園内をよく観察し、被害の兆候（樹幹からのﾌﾗｽ（虫糞と木屑の混ざったもの）の排出の有無）の早期発
見に努め、被害を発見した場合は、ﾌﾗｽを取り除きﾛﾋﾞﾝﾌｯﾄﾞ（前日/5回以内）のﾉｽﾞﾙを排出孔に差し込
み薬液がでるまで噴射する。

ペンコゼブ水和剤　　　　  　　　６００倍　　（１６６ｇ）

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

４００
㍑

５００倍　　 （２００ｃｃ）

３０日前

○前年、黒星病の発生が多かった園地では、間隔があかないよう展葉10日後の防除を必ず実施する。
○黒星病の発生が多い場合は、ｽﾄﾗｲﾄﾞ顆粒水和剤に代えてＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412 30倍（-/-）を散布する。

○訪花昆虫を保護するため、活動時間前（早朝）に散布を行う。
○黒星病の発生が多い場合は、ﾄﾚﾉｯｸｽﾌﾛｱﾌﾞﾙに代えてＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412 30倍（-/-）を散布する。ただし、ﾊｰﾍﾞｽ
ﾄｵｲﾙ等ﾏｼﾝ油乳剤の散布後は、2～3日以上経過してからＩＣボルドー412を散布する（ﾏｼﾝ油乳剤の効果低下
の防止）。
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除

○ｷﾞﾝﾓﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞにも効果がある｡
○ﾊﾏｷﾑｼ類、ｼﾝｸｲﾑｼ類対策として、ｺﾝﾌｭｰｻﾞｰＲを10ａ当たり100～120本設置する。

６００
㍑

○ｳﾗﾗＤＦは訪花昆虫に対する影響が少ない。
○近年、ﾘﾝｺﾞﾜﾀﾑｼの発生が増加傾向なので、散布ﾑﾗがないよう、樹幹全体に満遍なく散布する。
○黒星病が多い園地では、落花10日後にｱﾝﾄﾗｺｰﾙ顆粒水和剤500倍（45日前/4回以内）を追加散布する。

○訪花昆虫を保護するため、活動時間前（早朝）に散布を行う。
○ﾓﾆﾘｱ病対策として、発病した葉や花、花そうは摘み取り、適切に処分する。

①

／

４００
㍑

越冬病害虫、腐らん病､カイガラム
シ類､ハダニ類

５００
㍑

－ 水  　　　　　　　　　    　　　　　　　　　  　 （８８㍑）
※水８８ℓにﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ２ℓ＋石灰硫黄合剤１０ℓを希
釈する。（合計100ℓ）

４００
㍑

ハダニ類、カイガラムシ類

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ、ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ、ﾘﾝｺﾞﾜ
ﾀﾑｼ、ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ若齢幼
虫、ﾊﾏｷﾑｼ類、ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ｷﾝ
ﾓﾝﾎｿｶﾞ

黒
星
病

（
二
次
感
染

）
斑
点
落
葉
病
・
輪
紋
病
重
点
防
除

斑点落葉病、輪紋病、褐斑
病、炭そ病、黒星病､黒点病、
すす点病、すす斑病、うどんこ
病、腐らん病

ナリアＷＤＧ ６００
㍑

収 穫 前 使 用
日 数

展葉初期
（４月中旬）
{花そう葉が

2～3枚
展葉した頃}

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

展葉10日後

散布量
（10ａ）

発芽直前

黒星病､赤星病、モニリア病、
うどんこ病、褐斑病、斑点落
葉病、黒点病、すす点病、す
す斑病

時期 対象病害虫 薬剤名及び濃度（水100㍑当り薬量）

令和８年度 ＪＡ山形おきたま りんご(ﾎﾞﾙﾄﾞｰ体系) 病 害 虫 防 除 基 準 ①      りんご振興部会

カナメフロアブル　　　　　　　４，０００倍　　（２５ｃｃ）

⑧

／

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
ﾊﾞｲｶﾙﾃｨ
1,000倍

３０日前

注   意   事   項月日

②

／

開花直前
（４月下旬）

６００
㍑

(５０g)
６ 月 中 旬

１，０００倍

③

／

④

／

⑤

／

⑥

／

⑦

／

２，０００倍

ダイアジノン水和剤３４

○腐らん病の発生が見られる園では、摘果痕からの感染防止のため、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤 1,500倍（前日/6回以
内）を散布する。
○雨が続く場合でも、防除間隔があかないように晴れ間を狙って防除する。
〇ﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼの発生が多い場合は、本欄の薬剤にｺﾙﾄ顆粒水和剤3,000倍（前日/3回）を加用し散布す
る。

葉面散布
肥料資材

総 使 用
回 数

３回
以内

３回
以内

４回
以内

アスパイア水和剤　　　　　      ５００倍　　（２００ｇ）

腐らん病必須防除



アブラムシ類、キンモンホソ
ガ、ギンモンハモグリガ、シン
クイムシ類､カメムシ類､コナカ
イガラムシ類

スタークル顆粒水溶剤 ２，０００倍 （５０g） 前日
３回
以内

ハダニ類､リンゴサビダニ、キ
ンモンホソガ コロマイト乳剤 １，０００倍 （１００cc） 前日 １回

モモシンクイガ､キンモンホソ
ガ、ギンモンハモグリガ､ハマ
キムシ類､アブラムシ類、リン
ゴハダニ、ナミハダニ

テルスター水和剤 １，０００倍 （１００g） 前日 １回

ハイテンパワー １０，０００倍 （１０ｃｃ） － －

８ 月 上 旬 オキシラン水和剤 ８００倍 (１２５g） １４日前
４回
以内

（ ８ 月 ５ 日 頃 ） スタークル顆粒水溶剤 ２，０００倍 （５０g） 前日
３回
以内

カネマイトフロアブル １，０００倍 (１００ｃｃ) ７日前 １回

ハイテンパワー １０，０００倍 （１０ｃｃ） － －

オーソサイド水和剤80 ６００倍 （１６６g） 前日
６回
以内

エクシレルＳＥ ５，０００倍 (２０cc) 前日
３回
以内

晩 生 種

早生種収穫後

ハイテンパワー １０，０００倍 （１０ｃｃ） － －

ベルクート水和剤 １，５００倍 （６６ｇ） 前日

6回以内
（但し、開花
期以降散布
は3回以内）

３０倍黒
星
病

（
2
次
感
染

）
斑
点
落
葉
病
・
輪
紋
病
重
点
防
除

７ 月 中 旬

収 穫 前 使 用
日 数

斑点落葉病、輪紋病、褐斑病、黒
星病､すす点病・すす斑病

ハマキムシ類､キンモンホソガ､ギン
モンハモグリガ､シンクイムシ類､ケ
ムシ類、ヨモギエダシャク、ヒメボク
トウ

展着剤

斑点落葉病、すす点病、すす斑病、
褐斑病、炭そ病、黒星病、黒点病

８ 月 中 下 旬

○高温が続くと予想される場合は、ｽﾄﾗｲﾄﾞ顆粒水和剤に代えてｱﾘｴｯﾃｨＣ水和剤800倍（前日/3回以内）を散
布する。
○晩生種のみ：9月中旬以降、天候不順が続く場合はｽﾄﾛﾋﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ3,000倍（前日/3回以内）を散布す
る。

○早生種の収穫期が近いので、収穫前日数を守る。
○ﾊﾀﾞﾆ防除を徹底する。

時期 対象病害虫 薬剤名及び濃度（水100㍑当り薬量）

令和８年度 ＪＡ山形おきたま りんご(ﾎﾞﾙﾄﾞｰ体系) 病 害 虫 防 除 基 準 ②      りんご振興部会

３回
以内

展着剤

１０/中下旬頃
５００
㍑

６００
㍑

６００
㍑

（６６g）

黒星病

この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

－

開花～
収穫前日

６００
㍑

ＩＣボルドー４１２

アブラムシ類、キンモンホソガ、ギ
ンモンハモグリガ、シンクイムシ類､
カメムシ類､コナカイガラムシ類

１０，０００倍 （１０ｃｃ）

月日

－

６００
㍑

⑬

／

⑫

／

⑪

／

６ 月 下 旬

９ 月 中 旬

斑点落葉病、輪紋病､黒点病､黒星
病

ナミハダニ・リンゴハダニ

展着剤

ハイテンパワー

⑭

／

ストライド顆粒水和剤 １，５００倍

○今回の防除を実施できなかった場合は、収穫後に実施する。
〇ﾀﾞｲﾊﾟﾜｰ、ﾍﾞﾙｸｰﾄは同一成分（ｲﾐﾉﾀｸｼﾞﾝ）を含み、ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝを含む農薬の総使用回数は3回以内とする。
○野鼠対策として根雪前にフジワン粒剤1樹当たり200ｇを、樹冠下半径50ｃｍの範囲の土壌と均一に混和す
る。（使用回数2回以内）
【黒星病越冬伝染源対策】
被害落葉は翌年の一次伝染源になるため、以下の方法で菌密度低下を図る。
（１）被害落葉を収集し、適切に処分する。（ﾌﾞﾛｱｰ等を利用すると効率的に収集することができる。）
（２）落葉後から展葉期にかけて、園内の土壌表面に堆肥（1～2t/10a）を散布し（堆肥ﾏﾙﾁ）、被害落葉を被覆
する。

斑点落葉病、輪紋病、褐斑
病、炭そ病、黒星病 －

(３．３kg)

○ｶﾒﾑｼ類に対する効果も期待される｡

○ｺﾛﾏｲﾄ乳剤は使用直前に混用する｡
○ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ防除の効果を高めるため、防除の2～3日前に草刈りを行う。

⑩

／

６００
㍑

⑨

／

－

－

（３．３kg）

－

注   意   事   項

斑点落葉病、輪紋病、褐斑
病、炭そ病、黒星病 ３０倍

散布量
（10ａ）

○ﾊﾀﾞﾆ類の発生が見られる場合は、ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（前日/1回）を単用散布する。

葉面散布
肥料資材

展着剤

総 使 用
回 数

ＩＣボルドー４１２



－ 水　　　　　　　　　　　　　　                （８８㍑）

越冬病害虫､ハダニ類 ●石灰硫黄合剤  　　　　     　　１０倍(１０㍑) 発芽前 －

展着剤 ハイテンパワー           １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

ハマキムシ類 フェニックスフロアブル   ５，０００倍 （２０ｃｃ） 前日
２回
以内

展着剤 ハイテンパワー           １０，０００倍 （１０ｃｃ） － －

赤星病、黒星病 オンリーワンフロアブル　 ４，０００倍（２５ｃｃ） 前日
３回
以内

輪紋病、黒星病、炭疽
病、褐色斑点病、黒斑
細菌病

●オキシラン水和剤　        ５００倍（２００ｇ） 21日前
９回
以内

胴枯病、輪紋病、黒星
病 ★ベンレート水和剤　        ２，０００倍（５０ｇ） 前日

４回
以内

アブラムシ類、シンク
イムシ類､カメムシ類､
クワコナカイガラムシ、
ハマキムシ類

スミチオン水和剤４０  　　　    ８００倍（１２５ｇ）
21日前
(無袋）

６回
以内

輪紋病､黒斑病、黒星
病 ●オキシンドー水和剤８０ １，５００倍（６６ｇ） 21日前

９回
以内

アブラムシ類、シンク
イムシ類､カメムシ類､
ケムシ類､コナカイガラ
ムシ類、チュウゴクナ
シキジラミ

スタークル顆粒水溶剤      ２，０００倍（５０g） 前日
３回
以内

ハダニ類 ダニコングフロアブル      ２，０００倍（５０ｃｃ） 前日 １回

固着性展着剤 アビオン-Ｅ                 １，０００倍 （１００cc） － －

輪紋病、炭そ病、うど
んこ病、黒斑病 ナリアＷＤＧ                    　２，０００倍(５０g) 前日

３回
以内

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類若齢幼
虫、ハマキムシ類、ア
ブラムシ類、ナシグン
バイ、シンクイムシ類

ダイアジノン水和剤３４       １，０００倍(１００g) １４日前
６回
以内

固着性展着剤 アビオン-Ｅ                 １，０００倍（１００cc） － －

黒星病、輪紋病 ●キャプレート水和剤　　  　　６００倍（１６６g） ７日前
４回
以内

アブラムシ類、シンクイ
ムシ類､ハマキムシ類、
カメムシ類､ハダニ類

テルスター水和剤          １，０００倍 (１００g) 前日
２回
以内

固着性展着剤 アビオン-Ｅ                  １，０００倍（１００cc） － －

黒星病、輪紋病、うど
んこ病、心腐れ症（胴
枯病菌）

●スクレアフロアブル      ２，０００倍(５０cc) 前日
３回
以内

ハダニ類、ニセナシサ
ビダニ ダニゲッターフロアブル   ２，０００倍（５０ｃｃ） 前日 １回

６００㍑

６月
下旬

７月
上旬

注   意   事   項

ハーベストオイル    　　　       　５０倍 （２㍑） 発芽前

３００㍑

※水８８ℓにﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ２ℓ＋石灰硫黄合剤１０ℓを希釈
する。（合計100ℓ）

【 6 月 上 旬 ～ 8 月 上 旬 】 は 輪 紋 病 重 点 防 除 期 間 降 雨 が 続 く 場 合 は 追 加 散 布 実 施

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

発芽直前

散布量
（10ａ）

３００㍑開花前

５月
下旬

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

○胴枯病による枯死花そう、枯死枝は徹底して取り除き適切に処分する。
〇胴枯病の時期別の防除対策は８月上中旬備考欄を参考にする。

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

６月
中旬

〇ﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼの発生が多い場合は、本欄の薬剤にｺﾙﾄ顆粒水和剤3,000倍（前日/3回以内）を加用し散布
する。なお、ﾙ･ﾚｸﾁｪには薬害を生じる恐れがあるため注意する。

４５０㍑

満開
10日後

６００㍑

○ｶﾒﾑｼ注意

○訪花昆虫を保護するため、活動時間前（早朝）に散布を行う。
〇黒斑細菌病がみられる場合には、本欄の薬剤に加えてＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412　30倍（-/-）を混用散布する。（その場
合展着剤は不要）また、開花してからＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412がかかるとサビ果の発生の原因となるため、必ず開花前に
散布する。
○ｱﾌﾞﾗﾑｼ類の発生が早い園地では、ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤2,000倍(前日／3回以内)を散布する。
○例年ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲの被害が多い園では、対策として4月20日までにﾅｼﾋﾒｺﾝ100本/10ａを設置する。ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ
やﾊﾏｷﾑｼ類の被害も多い場合は、5月下旬にｺﾝﾌｭｰｻﾞｰＮ200本/10ａを設置する。 （直射日光が当たる場所
や、高温になりやすい金属支柱等への設置は避ける。）

◆注意◆「ｵｷｼﾝﾄﾞｰ水和剤８０」「ｵｷｼﾗﾝ水和剤」が令和8年（2026）春に登録内容が変更される予定です。防
除暦には変更後の内容を反映し記載しております。ご使用、ご注文の際は十分ご注意ください。

○粗皮削りをしっかり行い、休眠期防除を実施する。
○ﾘﾝｺﾞﾊﾀﾞﾆの越冬密度が高い園地では、ﾏｼﾝ油乳剤を必ず散布する。
○ﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙの希釈液に石灰硫黄合剤を10倍になるよう混用する。

一般資材

○殺ﾀﾞﾆ剤は、確実に散布する。
○ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲの被害枝（芯折れ）は、見つけしだいにせん除し、適切に処分する。

月日 対象病害虫
収穫前使用
日 数時期

ハダニ類、カイガラムシ
類

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

【
 

胴
枯
病
重
点
防
除
時
期
 

】

６月
上旬

【注意】
栽培期間（収穫後から次の収穫まで）をとおして、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM剤（ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ）とﾍﾞﾝﾚｰﾄ剤
（ｷｬﾌﾟﾚｰﾄ水和剤、ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤）はいずれか一方のみの使用とする。但し、塗布処理は除く。
○黒斑細菌病の発生がみられる園地では、ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤に代えてｵｷｼﾗﾝ水和剤500倍（21日前/9回以内）を
散布する。
○この回及び次回防除には、ｻﾋﾞ軽減のため展着剤を使用しない。
○胴枯病による枯死花そう、枯死枝は徹底して取り除き適切に処分する。
○ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ対策として、5月下旬以降、園地の草刈を徹底する。

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

４５０㍑

５
月
中
旬
～
７
月
中
旬
胞
子
飛
散
時
期

（
胴
枯
病
に
★
登
録
の
あ
る
薬
剤
　
●
効
果
が
期
待
さ
れ
る
薬
剤

）

６００㍑

令和８年度 ＪＡ山形おきたま 西洋梨（ﾉﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ体系）病 害 虫 防 除 基 準 ①       西洋なし振興部会

①

／

②

／

③

／

④

／

⑤

／

⑥

／

⑦

／

⑧

／

総 使 用
回 数

－

薬剤名及び濃度（水100㍑当り薬量）

６００㍑

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

○今後ﾊﾀﾞﾆの発生が多くなるので、時期が遅れないよう散布する。（防除2～3日前に必ず草刈りを行なう）



固着性展着剤 アビオン-Ｅ                １，０００倍（１００cc） － －

輪紋病､黒斑病、黒星
病 ●オキシンドー水和剤８０ １，５００倍（６６ｇ） 21日前

９回
以内

ハマキムシ類、アブラム
シ類、シンクイムシ類、コ
ナカイガラムシ類若齢幼
虫、ナシグンバイ

ダイアジノン水和剤３４   １，０００倍 (１００g) １４日前
６回
以内

固着性展着剤 アビオン-Ｅ                １，０００倍（１００cc） － －

輪紋病､炭そ病、うど
んこ病、黒斑病 ナリアＷＤＧ                   ２，０００倍（ ５０g） 前日

３回
以内

展着剤 ハイテンパワー            １０，０００倍(１０ｃｃ) － －

黒斑病、黒星病、輪紋
病、うどんこ病 ベルクート水和剤　　　　  １，０００倍(１００g) １４日前

５回
以内

シンクイムシ類、カメ
ムシ類、アブラムシ
類、ハマキムシ類、ア
ブラゼミ

アグロスリン水和剤　  　１，０００倍（１００ｇ） 前日
３回
以内

ハダニ類 コロマイト水和剤 　         ２，０００倍（５０ｇ） 前日 １回

展着剤 ハイテンパワー          １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

輪紋病、黒星病 オーソサイド水和剤８０　　  ６００倍(１６６g) ３日前
９回
以内

カイガラムシ類、アブ
ラムシ類、ケムシ類、
シンクイムシ類、ハマ
キムシ類

オリオン水和剤40　　　　１，０００倍（１００g） ３日前
２回
以内

展着剤 ハイテンパワー           １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

輪紋病、うどんこ病、
黒斑病、褐色班点病、
黒星病

パレード１５フロアブル  ２，０００倍(５０ｃｃ) 前日
２回
以内

シンクイムシ類、ハマ
キムシ類、アザミウマ
類

ディアナＷＤＧ　   　　　    ５，０００倍（２０ｇ） 前日
２回
以内

展着剤 ハイテンパワー           １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

輪紋病、黒星病 オーソサイド水和剤８０　　  ６００倍(１６６g) ３日前
９回
以内

アブラムシ類、シンク
イムシ類､カメムシ類 バリアード顆粒水和剤　　　 ２，０００倍(５０ｇ) 前日

３回
以内

展着剤 ハイテンパワー 　　　   １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

輪紋病 ストライド顆粒水和剤  １，５００倍(６６g) 前日
３回
以内

ハマキムシ類、シンク
イムシ類 エクシレルＳＥ　　　　　　２，５００倍（４０ｃｃ） 前日

３回
以内

固着性展着剤 アビオン-Ｅ                  １，０００倍（１００cc） － －

越冬病害虫 ●石灰硫黄合剤                   １０倍（１０㍑） 発芽前 －
この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

９月中旬

前日

落葉後

７月下旬

８月下旬

８月中旬

８月上旬

６００㍑

７月
中旬

晩生種

９月上旬

スタークル顆粒水溶剤     ２，０００倍（５０g）

対象病害虫
収穫前使用
日 数

散布量
（10ａ）

○オーソサイド水和剤80は収穫前使用日数が3日前のため散布時期に注意する。

〇ｵｷｼﾝﾄﾞｰ水和剤80の収穫前使用日数が21日前のため、極早生品種がある園地では散布時期に注意する。

令和８年度 ＪＡ山形おきたま 西洋梨（ﾉﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ体系）病 害 虫 防 除 基 準 ②       西洋なし振興部会

月日 注   意   事   項

【
　
胴
枯
病
重
点
防

除
時
期
　

】

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

時期

３００㍑

○胴枯病、腐らん病に対する効果も期待される。

６００㍑

〇ベルクート水和剤の収穫前使用日数が14日前のため、早生品種がある園地では散布時期に注意する。

６００㍑

６００㍑

⑭

／

⑮

／

⑯
／

⑨

／

⑩

／

⑪

／

⑫
／

⑬

／

アブラムシ類、シンクイ
ムシ類､カメムシ類､ケム
シ類､コナカイガラムシ
類、チュウゴクナシキジ
ラミ

６００㍑

６００㍑

６００㍑

〇胴枯病の枯死枝等は、徹底して取り除き適正に処分する｡
〇例年、ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲの発生が多くなっている。9月中旬の防除以降、ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲの活動時間帯（18～22時頃）の気温
が15℃以上の日が続く場合は、9月下旬にｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（前日/5回以内）を追加散布する。
【収穫後の黒斑細菌病対策】
〇黒斑細菌病がみられる園地では、収穫後に菌密度の低下を狙いICﾎﾞﾙﾄﾞｰ412　30倍（-/-）を散布する。

総 使 用
回 数

３回
以内

一般資材

○ﾊﾀﾞﾆ類の発生が見られる場合は、ｱｶﾘﾀｯﾁ乳剤2,000倍（前日/―）を単用散布する。また、ｱｶﾘﾀｯﾁ乳剤は殺
卵効果がないため、1週間間隔で2～3回、葉に十分付着するよう丁寧に散布し、展着剤は使用せず単用散布
する。

薬剤名及び濃度（水100㍑当り薬量）

カメムシ類対策
○7月以降はｶﾒﾑｼの発生が多くなるので、定期的に被害の出やすい園地の周辺部や樹上をよく観察する。
○ﾛﾃﾞｨｰ水和剤1,000倍（前日/2回以内））を散布する。
〇ｼﾝｸｲﾑｼの発生が多い園ではﾅｼﾋﾒｺﾝ50～100本/10ａを追加設置する。

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

【胴枯病の時期別の防除対策】

《１～４月》剪定時の発病枝のせん除
①３～５年枝の病斑は、削り取って★ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ（3回以内）か●ﾊﾞｯﾁﾚｰﾄ（3回
以内）を塗布する。病斑が大きく、治療困難な発病枝はせん除する。
②剪定後の切り口には必ず★ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ（3回以内）か●ﾊﾞｯﾁﾚｰﾄ（3回以内）を
塗布する。
③休眠期防除（石灰硫黄合剤）の実施
《５～7月　最重要》
①枯死した枝や果（花）叢のせん除や、病斑の削り取りを実施し、塗布剤を処理す
る。病斑やせん除した枝等は適切に処分する。
②有機銅剤などを間隔をあけずに定期的に散布する。
《８月～秋冬期》
①発病程度の高い枝をせん除し、必ず塗布剤を処理する。
②新梢上の小黒点病斑を確認し、苗木や幼木であれば病斑を削り取り塗布剤を処
理する。

【梅雨期の防除対策】

・降雨が続く場合は、晴れ間を逃さず防除を実施する。

・有機銅水和剤は散布後の積算降水量が100mmを越えると効果がなくなるため、次回の防除を前

倒しで実施し、必要な場合はICボルドー412 30倍（－/－）等の殺菌剤を追加散布をする。

・固着性展着剤ｱﾋﾞｵﾝ－Ｅ1,000倍を必ず加用する。



－ 水　　　　　　　　　　　         　 　　（８８㍑）

①

／

越冬病害虫､ハダニ類 ●石灰硫黄合剤    　　       　１０倍(１０㍑) 発芽前 －

展着剤 ハイテンパワー         １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

ハマキムシ類 フェニックスフロアブル  ５，０００倍（２０ｃｃ） 前日
２回
以内

展着剤 ハイテンパワー         １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

赤星病、黒星病 オンリーワンフロアブル ４，０００倍（２５ｃｃ） 前日
３回
以内

輪紋病、黒星病、炭疽
病、褐色斑点病、黒斑
細菌病

●オキシラン水和剤　        ５００倍（２００ｇ） 21日前
９回
以内

胴枯病、輪紋病、黒星
病 ★ベンレート水和剤　　   ２，０００倍（５０ｇ） 前日

４回
以内

アブラムシ類、シンクイ
ムシ類､カメムシ類､ク
ワコナカイガラムシ、ハ
マキムシ類

スミチオン水和剤４０  　　　    ８００倍（１２５ｇ）
14日前
（有袋）

６回
以内

輪紋病､黒斑病、黒星
病 ●オキシンドー水和剤８０  １，５００倍(６６ｇ) 21日前

９回
以内

アブラムシ類、シンクイ
ムシ類､カメムシ類､ケ
ムシ類､コナカイガラム
シ類、チュウゴクナシキ
ジラミ

スタークル顆粒水溶剤      ２，０００倍（５０g） 前日
３回
以内

ハダニ類 ダニコングフロアブル     ２，０００倍（５０ｃｃ） 前日 １回

固着性展着剤 アビオン-Ｅ                 １，０００倍（１００cc） － －

輪紋病、炭そ病、うど
んこ病、黒斑病 ナリアＷＤＧ                     ２，０００倍(５０g) 前日

３回
以内

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類若齢幼
虫、ﾊﾏｷﾑｼ類、ｱﾌﾞﾗﾑｼ
類、ﾅｼｸﾞﾝﾊﾞｲ、ｼﾝｸｲﾑ
ｼ類

ダイアジノン水和剤３４       １，０００倍(１００g) １４日前
６回
以内

固着性展着剤 アビオン-Ｅ                 １，０００倍（１００cc） － －

黒星病、輪紋病 ●キャプレート水和剤　　  　６００倍（１６６g） ７日前
４回
以内

アブラムシ類、シンクイ
ムシ類､ハマキムシ類、
カメムシ類､ハダニ類

テルスター水和剤          １，０００倍(１００g) 前日
２回
以内

時期

発芽直前

開花前

６月
中旬

【
　
胴
枯
病
重
点
防
除
時
期
　

】

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

６００㍑

○ｶﾒﾑｼ注意
○輪紋病・胴枯病の果実への感染を防ぐため、６月下旬までに袋かけを行う。

〇ﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼの発生が多い場合は、本欄の薬剤にｺﾙﾄ顆粒水和剤3,000倍（前日/3回以内）を加用し散布する。
なお、ﾙ･ﾚｸﾁｪには薬害を生じる恐れがあるため注意する。

６００㍑

令和８年度 ＪＡ山形おきたま 西洋梨（有袋ﾎﾞﾙﾄﾞｰ体系）病 害 虫 防 除 基 準 ①       西洋なし振興部会

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

３００㍑

○胴枯病による枯死花そう、枯死枝は徹底して取り除き適切に処分する。
〇胴枯病の時期別の防除対策は７月中旬備考欄を参考にする。

４５０㍑

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

【注意】
栽培期間（収穫後から次の収穫まで）をとおして、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM剤（ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ）とﾍﾞﾝﾚｰﾄ剤（ｷｬﾌﾟ
ﾚｰﾄ水和剤、ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤）はいずれか一方のみの使用とする。但し、塗布処理は除く。
○黒斑細菌病の発生がみられる園地では、ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤に代えてｵｷｼﾗﾝ水和剤500倍（21日前/9回以内）を散布す
る。
○この回及び次回防除には、ｻﾋﾞ軽減のため展着剤を使用しない。
○ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ対策として、５月下旬以降、園地の草刈を徹底する。
○胴枯病による枯死花そう、枯死枝は徹底して取り除き適切に処分する。

６００㍑

４５０㍑

○訪花昆虫を保護するため、活動時間前（早朝）に散布を行う。
〇黒斑細菌病がみられる場合には、本欄の薬剤に加えてＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412　30倍（-/-）を混用し散布する。（その場合展
着剤は不要）また、開花してからＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412がかかるとサビ果の発生の原因となるため、必ず開花前に散布する。
○ｱﾌﾞﾗﾑｼ類の発生が早い園地では、ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤2,000倍(前日/3回以内)を散布する。
○例年ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲの被害が多い園では、対策として4月20日までにﾅｼﾋﾒｺﾝ100本/10ａを設置する。ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞやﾊﾏｷ
ﾑｼ類の被害も多い場合は、5月下旬にｺﾝﾌｭｰｻﾞｰＮ200本/10ａを設置する。 （直射日光が当たる場所や、高温になり
やすい金属支柱等への設置は避ける。）

【 6 月 上 旬 ～ 8 月 上 旬 】 は 輪 紋 病 重 点 防 除 期 間 降 雨 が 続 く 場 合 は 追 加 散 布 実 施

５月
下旬

ハダニ類、カイガラムシ
類 ハーベストオイル   　　        　５０倍 （２㍑） 発芽前

６月
下旬

袋かけ
終了

５
月
中
旬
～

７
月
中
旬
胞
子
飛
散
時
期

（
胴
枯
病
に
★
登
録
の
あ
る
薬
剤
●
効
果
が
期
待
さ
れ
る
薬
剤

）

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

○殺ﾀﾞﾆ剤は、確実に散布する。
○ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲの被害枝（芯折れ）は、見つけしだいにせん除し、適切に処分する。

月日 対象病害虫
収 穫 前 使 用
日 数

満開
10日後

６月
上旬

◆注意◆「ｵｷｼﾝﾄﾞｰ水和剤８０」「ｵｷｼﾗﾝ水和剤」が令和8年（2026）春に登録内容が変更される予定です。防除暦に
は変更後の内容を反映し記載しております。ご使用、ご注文の際は十分ご注意ください。
○粗皮削りをしっかり行い、休眠期防除を実施する。
○ﾘﾝｺﾞﾊﾀﾞﾆの越冬密度が高い園地では、ﾏｼﾝ油乳剤を必ず散布する。
○ﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙの希釈液に石灰硫黄合剤を10倍になるよう混用する。

※水８８ℓにﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ２ℓ＋石灰硫黄合剤１０ℓを希釈
する。（合計100ℓ）

３００㍑

注   意   事   項
散布量
（10ａ）

一般資材
総 使 用
回 数

－

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍

薬剤名及び濃度（水100㍑当り薬量）

②

／

③

／

④

／

⑤

／

⑥

／

⑦

／



固着性展着剤 アビオン-Ｅ                １，０００倍（１００cc） － －

⑧
黒星病、黒斑細菌病､
輪紋病､炭そ病、黒斑
病

●オキシラン水和剤　        ５００倍（２００ｇ） ２１日前
９回
以内

／

アブラムシ類、シンクイ
ムシ類､カメムシ類､ケム
シ類､コナカイガラムシ
類、チュウゴクナシキジ
ラミ

スタークル顆粒水溶剤     ２，０００倍（５０g） 前日
３回
以内

ハダニ類、ニセナシサ
ビダニ ダニゲッターフロアブル  ２，０００倍（５０ｃｃ） 前日 １回

輪紋病 ●ＩＣボルドー４１２          　   ３０倍(３．３kg) － －

輪紋病 ●ＩＣボルドー４１２               ３０倍(３．３kg) － －

ハマキムシ類、アブラ
ムシ類、シンクイムシ
類、コナカイガラムシ類
若齢幼虫

ダイアジノン水和剤３４ 　１，０００倍(１００g) １４日前
６回
以内

展着剤 ハイテンパワー           １０，０００倍(１０ｃｃ) － －

黒斑病、黒星病、輪紋
病、うどんこ病 ベルクート水和剤　　　　  １，０００倍(１００g) １４日前

５回
以内

シンクイムシ類、カメム
シ類、アブラムシ類、ハ
マキムシ類、アブラゼミ

アグロスリン水和剤　  　１，０００倍（１００ｇ） 前日
３回
以内

ハダニ類 コロマイト水和剤             ２，０００倍（５０ｇ） 前日 １回

展着剤 ハイテンパワー          １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

輪紋病、うどんこ病、黒
斑病、褐色班点病、黒
星病

パレード１５フロアブル  ２，０００倍(５０ｃｃ) 前日
２回
以内

カメムシ類、アブラムシ
類、シンクイムシ類、カ
イガラムシ類

モスピラン顆粒水溶剤      ２，０００倍(５０g) 前日
３回
以内

輪紋病 ●ＩＣボルドー４１２              ３０倍(３．３kg) － －

ハマキムシ類、シンクイ
ムシ類、ケムシ類 サムコルフロアブル10  ５，０００倍 （２０ｃｃ） 前日

３回
以内

⑭ 固着性展着剤 アビオン-Ｅ                １，０００倍（１００cc） － －

／
越冬病害虫 ●石灰硫黄合剤                 １０倍（１０㍑） 発芽前 －

７月下旬

７月
上旬

落葉後

９月上旬

８月上旬

８月中下旬

〇ベルクート水和剤の収穫前使用日数が14日前のため、早生品種がある園地では散布時期に注意する。

６００㍑

○降雨が多い場合は、ｵｷｼﾗﾝ水和剤に代えてｽｸﾚｱﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（前日/3回以内）を散布する｡
○今後ﾊﾀﾞﾆの発生が多くなるので、時期が遅れないよう散布する。（防除2～3日前に必ず草刈りを行う）

６００㍑

注   意   事   項

３００㍑

○胴枯病、腐らん病に対する効果も期待される。

果面保護
ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ

または
バイカルティ

1,000倍
※袋かけを終了
した場合は使用
しなくてもよい。

６００㍑

６００㍑

○早生品種がある場合は、収穫前日数に注意して散布する。

６００㍑

この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

○ﾏﾙｹﾞﾘｯﾄ･ﾏﾘｰﾗ､ｵｰﾛﾗ等の早生種の収穫が終了しない場合は、飛散しないように注意する。
〇胴枯病の枯死枝等は、徹底して取り除き適正に処分する｡
〇例年、ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲの発生が多くなっている。9月中旬の防除以降、ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲの活動時間帯（18～22時頃）の気温
が15℃以上の日が続く場合は、9月下旬にｽｶｳﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（前日/5回以内）を追加散布する。

○早生種については、収穫前日数を厳守し散布する。
○ﾊﾀﾞﾆ類の発生が見られる場合は、ｱｶﾘﾀｯﾁ乳剤2,000倍（前日/-）を単用散布する。また、ｱｶﾘﾀｯﾁ乳剤は殺卵効果
がないため、1週間間隔で2～3回、葉に十分付着するよう丁寧に散布し、展着剤は使用せず単用散布する。

総 使 用
回 数

【
 

胴
枯
病
重
点
防
除
時
期
 

】 ６回
以内

ダイアジノン水和剤３４ 　１，０００倍(１００g) １４日前

収 穫 前 使 用
日 数月日 時期 対象病害虫

ハマキムシ類、アブラ
ムシ類、シンクイムシ
類、コナカイガラムシ類
若齢幼虫

⑨

／

令和８年度 ＪＡ山形おきたま 西洋梨（有袋ﾎﾞﾙﾄﾞｰ体系）病 害 虫 防 除 基 準 ②       西洋なし振興部会

７月
中旬

６００㍑

⑫

／

⑩

／

散布量
（10ａ）

一般資材薬剤名及び濃度（水100㍑当り薬量）

⑬

／

⑪

／

【胴枯病の時期別の防除対策】

《１～４月》剪定時の発病枝のせん除
①３～５年枝の病斑は、削り取って★ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ（3回以内）か●ﾊﾞｯﾁﾚｰﾄ（3回
以内）を塗布する。病斑が大きく、治療困難な発病枝はせん除する。
②剪定後の切り口には必ず★ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ（3回以内）か●ﾊﾞｯﾁﾚｰﾄ（3回以内）を
塗布する。
③休眠期防除（石灰硫黄合剤）の実施
《５～7月　最重要》
①枯死した枝や果（花）叢のせん除や、病斑の削り取りを実施し、塗布剤を処理す
る。病斑やせん除した枝等は適切に処分する。
②有機銅剤などを間隔をあけずに定期的に散布する。
《８月～秋冬期》
①発病程度の高い枝をせん除し、必ず塗布剤を処理する。
②新梢上の小黒点病斑を確認し、苗木や幼木であれば病斑を削り取り塗布剤を処
理する。



－ 水 （８８㍑）

黒斑細菌病 - ＩＣボルドー４１２ 30 倍 （３.３kｇ） - -

ハマキムシ類 2 フェニックスフロアブル 4,000 倍 （２５cc） 前日
2回
以内

～4/20まで
【交信かく乱剤】
(性フェロモン剤）
ナシヒメシンクイ

- ナシヒメコン　 100 本

●フェロモン剤については、ナシヒメコン、コンフューザーＮ及びＲのいづれかを使用する。
ナシヒメコンを使用する場合はコンフューザーより残効が期待されるため、越冬成虫等の対
策として開花前の4月20日までに設置する。コンフューザーは残効が劣るので6月上旬頃に
設置する。

展着剤 - マイリノー 10,000 倍 （１０ｃｃ） - -

輪紋病・うどんこ病・胴枯
病・黒星病

3 ベンレート水和剤 2,000 倍 （５０ｇ） 前日
4回
以内

ハダニ類 4 バロックフロアブル 2,000 倍 （５０cc） 14日前
2回
以内

輪紋病・うどんこ病・胴枯病 5 ベンレート水和剤 2,000 倍 （５０ｇ） 前日
4回
以内

シンクイムシ類・アブラムシ類 6 スカウトフロアブル 2,000 倍 （５０ｃｃ） 前日
5回
以内

-
コンフューザーＮ

200 本
 使用時期→成虫発生初期から終期
 使用方法→ディスペンサーを対象作物の枝に巻きつけ設置する。

-
コンフューザーR

100 本
 ○防風ネットを設置し、園地の中心部より外側を多めに設置する。
 ○傾斜地では、下方より上方部に多めに設置する。

展着剤 - マイリノー 10,000 倍 （１０ｃｃ） - -
○これ以降、新梢伸長期となり枝葉が茂ってくるので、薬液量を厳守する。

輪紋病・黒斑病・心腐れ症
（胴枯病菌）・黒斑細菌病

7 デランフロアブル 1,000 倍 （１００ｃｃ） 60日前
4回
以内

○カイガラムシ類の発生が多く見られる園地では、トランスフォームフロアブル2,000倍（前日
/3回以内）を混用し散布する。

固着性展着剤 - アビオン-E 1,000 倍 （１００ｃｃ） - - 固着性展着剤は確実に加用する。

輪紋病・炭そ病・黒斑病・う
どんこ病

8 アミスター10フロアブル 1,000 倍 (１００ｃｃ) 前日
5回
以内

シンクイムシ類・カメムシ類・
コナカイガラムシ類・アブラ
ムシ類・ケムシ類・チュウゴ
クナシキジラミ

9 ダントツ水溶剤 2,000 倍 （５０ｇ） 前日
3回
以内

ハダニ類 10 ダニコングフロアブル 2,000 倍 （５０cc） 前日 1回

固着性展着剤 - アビオン-E 1,000 倍 （１００ｃｃ） - -

輪紋病 11.12 キャプレート水和剤 600 倍 （１６６ｇ） 7日前
4回
以内

令和８年度　 ＪＡ山形おきたま西洋梨（ｺﾝﾌｭｰｻﾞｰ体系）病 害 虫 防 除 基 準   ①     西洋なし振興部会
収 穫 前 使 用

日 数

7 ６月下旬 500

バイカルティ
1000倍
または

ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ
1000倍

6 ６月中旬

バイカルティ
1000倍
または

ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ
1000倍

バイカルティ
1000倍
または

ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ
1000倍

5 ６月上旬

4
５月下旬
(5/25頃)

3 満開１０日後

㍑

総 使 用
回 数

2 開花前

発芽直前 -

○梅雨期間の防除は、降雨の影響をうけ不定期となりやすいので、十分な薬量と丁寧な散
布に心がける。
【梅雨期のポイント】
・晴れ間を逃さず、雨前散布を徹底する。
・固着性展着剤を加用する。
・降雨が多い場合は殺菌剤を追加散布する。
（有機銅の場合は100㎜の降雨で残効がなくなる。）
・薬液量をしっかりかける。

450 ㍑

一 般 資 材

㍑

350

バイカルティ
1000倍
または

ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ
1000倍

○黒斑細菌病の発生がみられる園地では、ベンレート水和剤に代えてオキシラン水和剤
500倍（21日前/9回以内）を散布する。
○山手などカメムシ類の被害が見られる園地では､ダントツ水溶剤2,000倍（前日/3回以内）
またはスタークル顆粒水溶剤2,000倍（前日/3回以内）を散布する。
○スカウトフロアブルはハマキムシ類に対する効果が期待される。

バイカルティ
1000倍
または

ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ
1000倍

ハダニ類・カイガラムシ類

注　　意　　事　　項
散 布 量
１ ０ ａ

※水８８ℓにﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ２ℓ+石灰硫黄合剤１０ℓを希釈
する（合計１００ℓ）

-

50倍

300㍑

薬 剤 名 及 び 濃 度 （ 水 100 ㍑ 当 り 薬 量 ）

◆注意◆「ｵｷｼﾝﾄﾞｰ水和剤８０」「ｵｷｼﾗﾝ水和剤」が令和8年（2026）春に登録内容が変更さ
れる予定です。防除暦には変更後の内容を反映し記載しております。ご使用、ご注文の際
は十分ご注意ください。
○胴枯病が多いので、十分量を散布する。
○剪定切り口及び傷口の癒合促進に塗布剤を用いる。
○散布が遅れたり、重複散布すると薬害の原因になるので、必ず発芽前に散布する。
○粗皮下等での越冬ダニの密度が非常に高いので、粗皮削りを徹底し、薬液をタップリかけ
る。
○カイガラムシ類の発生が多く見られる園地では発芽10日後にアプロードフロアブル1,000
倍（30日前/2回以内）を追加散布する。

発芽前

-ハーベストオイル

－

（２㍑） 発芽前

○キャプレート水和剤に含まれるキャプタンの総使用回数は９回以内、ベノミルの総使用回
数は６回以内（但し、塗布は2回以内､散布は4回以内）

石灰硫黄合剤 10倍 (１０㍑）

成 分
回 数

500 ㍑

〇開花してからＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412がかかるとサビ果の発生の原因となるため、必ず開花前に散
布する。
○ 春肥料（必要に応じ)
○ 芽かきの時期にアブラムシの発生が懸念される場合はモスピラン顆粒水溶剤2,000倍
（前日/3回以内）を散布する。
○ 胴枯病発病枝等は、徹底し取り除き焼却する。
〇黒斑細菌病の発生が見られない場合は、ＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412　30倍（-/-）に代えてトリフミン水
和剤2,000倍（前日/3回）を混用散布する。（その場合は展着剤はマイリノー加用）

500

1

回 数

1

【対象害虫】モモシンクイガ・ナシヒメシンクイ・リンゴコカクモンハマキ・ミダ
レカクモンハマキ・リンゴモンハマキ

【対象害虫】モモシンクイガ・ナシヒメシンクイ・チャハマキ・チャノコカクモン
ハマキ・リンゴコカクモンハマキ・リンゴモンハマキ

使用時期→成虫発生初期から終期
使用方法→ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰを対象作物の枝に
　　　　　　　 巻きつけ設置する。

【交信かく乱剤】
(性フェロモン剤）６月上旬

時 期 対 象 病 害 虫

越冬病害虫・ハダニ類

㍑

○訪花昆虫には十分注意する。
○黒斑細菌病の発生がみられる園地では、ベンレート水和剤に代えてオキシラン水和剤
500倍（21日前/9回以内）を散布する。
○アブラムシ類の発生が早い園地は、ウララＤＦ2,000倍（14日前/2回以内）またはモスピラ
ン顆粒水溶剤2,000倍（前日/3回以内）を加用散布する。
【注意】
栽培期間（収穫後から次の収穫まで）をとおして、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM剤（ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM水和剤、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM
ﾍﾟｰｽﾄ）とﾍﾞﾝﾚｰﾄ剤（ｷｬﾌﾟﾚｰﾄ水和剤、ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤）はいずれか一方のみの使用とする。
但し、塗布処理は除く。

㍑350

薬液量厳守



固着性展着剤 - アビオン-E 1,000 倍 （１００ｃｃ） - -

輪紋病､黒斑病、黒星病 13 オキシンドー水和剤80 1,500 倍 （６６ｇ） 21日前
9回
以内

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類若齢幼虫・ﾊﾏ
ｷﾑｼ類・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ﾅｼｸﾞﾝﾊﾞ
ｲ・ｼﾝｸｲﾑｼ類

14 ダイアジノン水和剤34 1,000 倍 （１００ｇ） 14日前
6回
以内

固着性展着剤 - アビオン-E 1,000 倍 （１００ｃｃ） - -

輪紋病・黒星病 ・黒斑病 15.16 オキシラン水和剤 600 倍 （１６６ｇ） 21日前
9回
以内

ハダニ類・ニセナシサビダニ 17 ダニゲッターフロアブル 2,000 倍 （５０cc） 前日 １回

固着性展着剤 - アビオン-E 1,000 倍 （１００cc） - -

輪紋病・黒星病 ・黒斑病 18.19 オキシラン水和剤 600 倍 （１６６ｇ） 21日前
9回
以内

シンクイムシ類・アブラムシ
類・カメムシ類・ハマキムシ
類・ハダニ類

20 テルスター水和剤 1,000 倍 (１００g) 前日
2回
以内

○オキシラン水和剤は収穫前使用日数が21日前となっているので、早生種の収穫を考慮し
て、遅れずに散布する。

展着剤 - マイリノー 10,000 倍 （１０ｃｃ） - -

黒斑病、黒星病、輪紋病、う
どんこ病

21 ベルクート水和剤 1,000 倍 （１００ｇ） 14日前
5回
以内

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類若齢幼虫・ﾊﾏ
ｷﾑｼ類・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ﾅｼｸﾞﾝﾊﾞ
ｲ・ｼﾝｸｲﾑｼ類

22 ダイアジノン水和剤34 1,000 倍 （１００ｇ） 14日前
6回
以内

展着剤 - マイリノー 10,000 倍 （１０ｃｃ） - -
輪紋病､炭そ病、うどんこ
病、黒斑病

23.24 ナリアＷＤＧ 2,000 倍 （５０ｇ） 前日
3回
以内

シンクイムシ類・カメムシ類・
コナカイガラムシ類・アブラ
ムシ類・ケムシ類・チュウゴ
クナシキジラミ

25 ダントツ水溶剤 2,000 倍 （５０ｇ） 前日
3回
以内

ハダニ類 - コロマイト水和剤 2,000 倍 （５０ｇ） 前日 １回

展着剤 - マイリノー 10,000 倍 （１０ｃｃ） - -

輪紋病 26 オーソサイド水和剤80 600 倍 （１６６ｇ） 3日前
9回
以内

ハマキムシ類、シンクイムシ
類、ケムシ類

27 フェニックスフロアブル 4,000 倍 （２５ｃｃ） 前日
2回
以内

展着剤 - マイリノー 10,000 倍 （１０ｃｃ） - -

輪紋病・うどんこ病・黒斑
病・褐色斑点病

28 パレード15フロアブル 2,000 倍 （５０ｃｃ） 前日
2回
以内

シンクイムシ類・アブラムシ
類

29 スカウトフロアブル 2,000 倍 （５０ｃｃ） 前日
5回
以内

展着剤 - マイリノー 10,000 倍 （１０ｃｃ） - -

輪紋病 30 ストライド顆粒水和剤 1,500 倍 （６６ｇ） 前日
3回
以内

ハマキムシ類・シンクイムシ
類

31 エクシレルＳＥ 2,500 倍 （４０ｃｃ） 前日
3回
以内

展着剤 - マイリノー 10,000 倍 （１０ｃｃ） - -

アブラムシ類・シンクイムシ
類・カメムシ類

32 バリアード顆粒水和剤 2,000 倍 （５０ｇ） 前日
3回
以内

固着性展着剤 - アビオン-E 1,000 倍 （１００ｃｃ） - -

越冬病害虫 - 石灰硫黄合剤 10 倍 (１０㍑） 発芽前

この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

500 ㍑

バイカルティ
1000倍
または

ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ
1000倍

○７～８月は、カメムシ対策を徹底（飛来を確認したら防除）
○輪紋病防除のポイント時期（散布間隔を空けないこと）

○オキシラン水和剤は収穫前使用日数が21日前となっているので、早生種の収穫を考慮し
て、遅れずに散布する。

一 般 資 材

○早生種は収穫前使用日数を厳守
○ベルクート水和剤の収穫前使用日数が14日前のため、早生品種がある園地では散布時
期に注意する。
○ダイアジノン水和剤34の収穫前使用日数が14日前のため、早生品種がある園地では散
布時期に注意する。

㍑600

16 ９月下旬
（晩生種対応）

600 ㍑

17 落葉後

15

14

㍑

９月上旬
（晩生種対応）

○ﾊﾀﾞﾆ類の発生が見られる場合は、アカリタッチ乳剤2,000倍（前日/―）を単用散布する。ま
た、アカリタッチ乳剤は殺卵効果がないため、1週間間隔で2～3回、葉に十分付着するよう
丁寧に散布し、展着剤は使用せず単用散布する。
○近年、ナシヒメシンクイの発生が多くなっている。9月中旬の防除以降、ナシヒメシンクイ
の活動時間帯（18～22時頃）の気温が15℃以上の日が続く場合は活動に注意する。
〇黒斑細菌病がみられる園地では、収穫後に菌密度の低下を狙いICﾎﾞﾙﾄﾞｰ412　30倍（-
/-）を散布する。

13

○ハダニの発生が遅くまで見られる園地では､8月中旬のコロマイト水和剤を8月下旬に使用
する｡（注意：使用回数1回）
○ナリアＷＤＧはルレクチェ､ピオーネの葉・果実および藤稔､サニールージュ､シャルドネの
葉への薬害に注意する。

12 ８月中旬 600 ㍑

11 ８月上旬 600 ㍑

㍑

○オーソサイド水和剤80は収穫前使用日数が3日前のため散布時期に注意する。

８月下旬 600

10
７月下旬
（7/25頃）

600 ㍑

㍑

令和８年度 ＪＡ山形おきたま 西洋梨（ｺﾝﾌｭｰｻﾞｰ体系）病 害 虫 防 除 基 準  ②      西洋なし振興部会

バイカルティ
1000倍
または

ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ
1000倍

9
７月中旬
（7/15頃）

500

8
７月初旬
（7/5頃）

500

回 数
散 布 量
１ ０ ａ

成 分
回 数対 象 病 害 虫

梅雨期の降雨が多い場合や降雨が続き、散布が前倒しとなった場合は殺菌剤を追加散布
する。ただし、”なし”での有効成分の総使用回数を遵守する。【輪紋病対策】

注　　意　　事　　項

ラ・フランス専用肥料　有機１００％の施用
収穫直後　　７～８袋／１０ａ
雪解け直後　２～３袋／１０ａ

㍑

バイカルティ
1000倍
または

ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ
1000倍

９月中旬
（晩生種対応）

総 使 用
回 数

収 穫 前 使 用
日 数

薬 剤 名 及 び 濃 度 （ 水 100 ㍑ 当 り 薬 量 ）時 期

600

薬液量厳守

★秋雨前線が停滞し降雨が続く場合は、梅雨期同様に防除を徹底する。（特に高
温多湿が続く様な場合には、防除を前倒しするか間に入れる。）
★最後まで薬量を減らさず６００ℓ以上を散布する。

【シンクイムシ類対策】
世代を追って密度が増加することが考えられ、8月以降の防除は重要となる。とくに今
後、気温が高く経過する場合は、殺虫剤の間隔があかないよう、注意する。



発芽前 モモアカアブラムシ、カイ
ガラムシ類 ハーベストオイル       　        ５０倍（ ２㍑） 発芽前 －

発芽するまで
に必ず散布

黒星病､灰星病､せん孔
細菌病、縮葉病 トレノックスフロアブル     ５００倍（２００cc） ７日前 ５回以内

カイガラムシ類幼虫 アプロードフロアブル  １，０００倍（１００cc） １４日前 ３回以内

開花直前
（花弁の見え始めまで）

展着剤 ハイテンパワー         １０，０００倍（１０ｃｃ） － － 　せん孔細菌病

生育適温は、25℃前後で葉や果実の気孔や傷口から侵入する。風当たりの強い園や湿度の高い園では発生が多い。

　対策と耕種的防除

せん孔細菌病 ストマイ液剤２０     　  １，０００倍(１００ｃｃ) ６０日前 ２回以内

ハ マ キ ム シ 類 ､ ケ ムシ
類、シンクイムシ類、モモ
ハモグリガ､コスカシバ

フェニックスフロアブル　 ４，０００倍(２５ｃｃ) 前日 ２回以内

展着剤 ハイテンパワー         １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

黒星病､灰星病､ホモ
プシス腐敗病、せん孔
細菌病

デランフロアブル        　　６００倍（１６６cc） ７日前 ４回以内

展着剤 ハイテンパワー          １０，０００倍(１０ｃｃ) － －

灰星病、ホモプシス腐敗
病、うどんこ病、すすか
び病、果実赤点病

ベルクート水和剤　      　１，５００倍（６６ｇ） 前日 ３回以内

せん孔細菌病 マイコシールド           　１，５００倍（６６cc） ２１日前 ５回以内

アブラムシ類、ハマキム
シ類、シンクイムシ類、カ
イガラムシ類

ダイアジノン水和剤34  １，０００倍（１００ｇ） 前日 ４回以内

展着剤 ハイテンパワー         １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

黒星病､灰星病､ホモ
プシス腐敗病、せん孔
細菌病

デランフロアブル   　     　６００倍（１６６cc） ７日前 ４回以内

ハダニ類 ダニコングフロアブル   ２，０００倍（５０ｃｃ） 前日 １回

展着剤 ハイテンパワー         １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

ハ マ キ ム シ 類 ､ ケ ムシ
類、シンクイムシ類、モモ
ハモグリガ

エクシレルＳＥ　          ５，０００倍（２０ｃｃ） 前日 ３回以内

令和８年度    ＪＡ山形おきたま もも 病 害 虫 防 除 基 準　①    　　もも振興部会

６月中下旬
⑦

／

注   意   事   項

○せん孔細菌病の感染が始まる時期なので､前年発生の多かった園地は必ず散布する。
○ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞやｼﾝｸｲﾑシ類等の対策として、4月下旬にｺﾝﾌｭｰｻﾞｰMM100～120本/10ａを設置する。

一般資材
・備考

薬剤名及び濃度（水100㍑当り薬量）
総 使 用
回 数

散布量
（10ａ）

黒星病､灰星病､せん孔
細菌病

〇ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類の発生が見られる場合は、ﾓﾍﾞﾝﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ2,000倍（7日前/3回以内）を単用散布する｡

月日 散布時期 対象病害虫

３５０㍑
②

／

①

／

収 穫 前 使 用
日 数

－

○カメムシ類の発生には常に注意する｡
〇ナシマルカイガラムシの発生が多い場合は、6月中旬にダイアジノン水和剤34　1,000倍（前日/4回以内）を単用散布する。

４００㍑

○ｼﾝｸｲﾑｼ類やﾊﾏｷﾑｼ類の発生が多くなるので注意する。
○せん孔細菌病の多発生が懸念される場合は、ﾏｲｺｼｰﾙﾄﾞ1,500倍（21日前/5回以内）を散布する。早生品種がある場合は収穫前
日数に注意する。

５回以内７日前トレノックスフロアブル     ５００倍（２００cc）

５回以内前日

⑤

／

せん孔細菌病

６月上旬 モモハモグリガ､シンクイ
ムシ類、アブラムシ類

③

／

⑥

／

④

／

４００㍑

５月中旬
（幼果期）

落花直後
（５月上旬）

モモハモグリガ､シンクイ
ムシ類、アブラムシ類､カ
メムシ類、アザミウマ類

ICボルドー４１２                ３０倍（３．３kg）

５月下旬

黒星病､灰星病、ホモプ
シス腐敗病 オーシャインフロアブル  ２，０００倍（５０ｃｃ）

モスピラン顆粒水溶剤  ２，０００倍 （ ５０g）

スカウトフロアブル       ２，０００倍（５０ｃｃ）

３５０㍑

－

３回以内

４００㍑

４００㍑

前日

前日 ３回以内

３５０㍑

○出来るだけ暖かく風のない日を選んで、枝先から樹元まで丁寧に散布する。
○剪定の切り口には、ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝMﾍﾟｰｽﾄ（3回以内）またはﾊﾞｯﾁﾚｰﾄ（3回以内）を原液で塗布する。
○せん孔細菌病の発生の多かった園地は、ＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ散布前にｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ500倍（開花前まで/3回以内）を散布する。
○ｺｳﾓﾘｶﾞ対策として、周辺も含めた園地の清掃、除草を行いきれいにしておく。（特に幹周辺はきれいにしておく）
○ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類の発生が多い樹では、休眠期に高圧水による洗い流しや、ﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼがけを行なう。
〇前年落葉期にﾄﾗｻｲﾄﾞＡ乳剤を行わなかった場合は、ｺｽｶｼﾊﾞ対策として､ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞＳ 1,5倍液（30日前/1回）を樹幹部および主枝に塗布する｡
（総使用回数のｶｳﾝﾄは収穫後からとなり、ﾄﾗｻｲﾄﾞＡ乳剤とｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞＳは同一成分を含むため、落葉期のﾄﾗｻｲﾄﾞＡ乳剤とｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞＳの併用は不
可）

①防風網を設置する。
②伝染源となる春型病斑は4月下旬から7月上旬頃まで発生するので、園地を見回り早期発見に努める。
③収穫後のﾎﾞﾙﾄﾞｰ液散布。（間隔を空けずに散布する）

縮葉病必須防除
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カイガラムシ対策
強化



展着剤 ハイテンパワー        １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

灰星病、黒星病、ホモプ
シ ス 腐 敗 病 、 う ど ん こ
病、炭そ病、果実赤点
病、すすかび病

ナリアＷＤＧ                 ２，０００倍（５０ｇ） 前日 ２回以内

展着剤 ハイテンパワー        １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

ハダニ類、モモサビダニ ダニゲッターフロアブル   ２，０００倍（５０cc） 前日 １回

灰星病、黒星病、ホモプ
シス腐敗病、炭そ病、う
どんこ病

オンリーワンフロアブル２，０００倍（５０cc） 前日 ３回以内

モモハモグリガ､シンクイ
ムシ類、アブラムシ類 スカウトフロアブル      ２，０００倍（５０ｃｃ） 前日 ５回以内

展着剤 ハイテンパワー        １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

灰星病、黒星病､ホモプ
シ ス 腐 敗 病 、 う ど ん こ
病、炭そ病、果実赤点
病、すすかび病

ナリアＷＤＧ                 ２，０００倍（５０ｇ） 前日 ２回以内

カイガラムシ類、モモハ
モグリガ､シンクイムシ
類、アブラムシ類､カメム
シ類、アザミウマ類

モスピラン顆粒水溶剤 ２，０００倍 （ ５０g） 前日 ３回以内

晩 生 種 展着剤 ハイテンパワー        １０，０００倍（１０ｃｃ） － －

灰星病、黒星病 インダーフロアブル     ５，０００倍（２０ｃｃ） 前日 ４回以内

ハ マ キ ム シ 類 ､ ケ ムシ
類、シンクイムシ類、モモ
ハモグリガ

エクシレルＳＥ　          ５，０００倍（２０ｃｃ） 前日 ３回以内

せん孔細菌病  ICボルドー４１２              ３０倍（３．３kg） － －

固着性展着剤 アビオン-Ｅ              １，０００倍（１００cc） － －

ハマキムシ類､シンクイ
ムシ類､アブラムシ類､モ
モハモグリガ、カメムシ
類

スミチオン水和剤４０   １，０００倍（１００g） ３日前 ６回以内

せん孔細菌病  ICボルドー４１２              ３０倍（３．３kg） － －

固着性展着剤 アビオン―Ｅ            １，０００倍（１００cc） － －

⑮

／
休眠期 コスカシバ ガットキラー乳剤    　　 １００倍(１，０００cc)

　　休眠期
（落葉期～
　　　萌芽前）

１回 ３５０㍑

○縮葉病が多い園地では、12月中旬頃に石灰硫黄合剤10倍（発芽前/-）を散布する。
〇ｽﾐﾁｵﾝ水和剤40、ｶﾞｯﾄｷﾗｰ乳剤、ｶﾞｯﾄｻｲﾄﾞSは、同一成分を含み、総使用回数6回以内（樹幹処理は1回）とする。
※総使用回数のｶｳﾝﾄは収穫後の防除からとなるので、翌年の防除の際は注意する。

　　コスカシバの圧殺　　　○ｺｽｶｼﾊﾞの虫糞が出ているところを 木づち等で軽くたたいて圧殺する｡

この防除基準は、令和８年１月５日現在の適用内容により作成しています。

○ＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412に代えてｺｻｲﾄﾞ3000　2,000倍（収穫後～落葉まで/-）を散布しても良い。
※ｺｻｲﾄﾞ3000を使用する場合は薬害軽減のためｸﾚﾌﾉﾝ100倍（-/-）を加用する。
○せん孔細菌病多発園では10月中旬までにもう一度ＩＣﾎﾞﾙﾄﾞｰ412　30倍（-/-）またはｺｻｲﾄﾞ3000の2,000倍（収穫後～落葉まで/-）
を追加散布する。

○収穫終了後、できるだけ早く散布する。
○収穫中または、収穫前の極晩生種には飛散しないよう注意する。

⑬

／

⑭

／

⑫

／

○この時期までに収穫が終了した園では、せん孔細菌病対策のためｲﾝﾀﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙに代えてﾃﾞﾗﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ600倍（7日前/4回以
内）を散布する。
〇収穫が終了した園地でﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞの発生が多い場合は、ｴｸｼﾚﾙＳＥ5000倍（前日/3回以内）を散布する。

前回散布
10日後

（9月下旬）

⑪

／

展着剤

⑨

／

７月下旬

４００㍑

前日 ３回以内

４００㍑

収穫直後
（９月中旬）

４００㍑

ベルクート水和剤          １，５００倍（６６g）

４００㍑

○この回の散布から収穫期まで、防除間隔が空いたり不順天候が続く場合、または、ｼﾝｸｲﾑｼ類の発生が懸念される場合は、次
回の薬剤を繰上げて散布する。

カルシウム
肥料

バイカルティ
１，０００倍

４００㍑

４００㍑

８月上旬
～

８月中旬

８月下旬
～

９月上旬

前日
灰星病、うどんこ病､ホモ
プシス腐敗病、すすかび
病、果実赤点病

⑩

／

７月中旬

ｶﾒﾑｼの発生が多い園地では、ﾊﾞﾘｱｰド顆粒水和剤に代えてｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤2,000倍（前日/3回以内）を散布する。

３回以内

－ハイテンパワー        １０，０００倍（１０ｃｃ）

アブラムシ類､シンクイム
シ類､モモハモグリガ バリアード顆粒水和剤   ４，０００倍（２５ｇ）

○灰星病の被害果は見つけ次第取り除き適切に処分する。－

対象病害虫
収 穫 前 使 用
日 数

一般資材
・備考

注   意   事   項

６回以内

総 使 用
回 数

散布量
（10ａ）

３日前

⑧

／
７月上旬 ４００㍑

スミチオン水和剤４０   １，０００倍（１００g）

薬剤名及び濃度（水100㍑当り薬量）

令和８年度    ＪＡ山形おきたま もも 病 害 虫 防 除 基 準　②    　　もも振興部会

月日

カルシウム
肥料

バイカルティ
１，０００倍

アブラムシ類、シンクイ
ムシ類､ハマキムシ類、
モモハモグリガ､カメムシ
類

散布時期



薬剤名 摘　要 桜桃 ぶどう りんご 西洋梨 もも

ビビットグリーン 葉色向上・初期生育確保 樹勢強化・初期生育確保 葉色向上・初期生育確保 樹勢強化・初期生育確保 樹勢強化・初期生育確保

　保証成分 満開期　落花期　500倍 生育初期～果実肥大期 生育初期～果実肥大期　3回　500倍

７－６－４苦土１ 2～3回　500倍

ビビットレッドC 果実品質向上 果実品質向上 果実品質向上 果肉の充実・褐変防止 果実品質向上

　保証成分 5月下旬　6月上旬　6月中旬　500倍 顆粒肥大期～着色始期　2～3回　500倍 収穫１ヶ月前から3回　500倍 8月下旬・9月上中旬　2～3回　500倍 収穫１ヶ月前から２～３回　500倍

０－９－７
（樹勢が強い場合は300倍、弱い場合はグリーン

を加用する｡）
※果粉容脱が懸念されるため棚上散布か袋か
け後に散布する｡

（ふじなどの晩生種は9月中旬から散布する）

ベストⅡ ○魚肉抽出物と海草ペーストにＮ,Ｐ,Ｋを配合した肥料｡ 葉の健全化,果実品質向上

　保証成分 ○葉を健全にし、果実品質の向上が期待できる｡ 収穫２～３日前頃と前回散布５日前後

６－１０－２ 500倍

トップスコア・リン ○高濃度亜リン酸液肥で吸収移行が早く、チッソ過多を解消する。 肥大促進 果実品質向上 果実品質向上 果実品質向上・徒長枝抑制

　保証成分 ○リン酸28％､カリ13％､マグネシウム3％ 収穫20日､10日前　2回　1,000倍 落花後～着色始期　2回　1,000倍 葉つみの7～10日前まで　2回　1,000倍 収穫20日､10日前の2回　1,000倍

○果実品質向上に効果が期待できる｡ 花芽充実・貯蔵養分促進 花芽充実・貯蔵養分増進

○翌年の花芽を充実させ貯蔵養分を高める。 収穫後7～10日ごと　2回　1,000倍 7月上・中・下旬の3回　1,000倍

花梗の充実・花芽の充実 花振るい・葉の健全化

開花前後～果粒肥大期～収穫直後 展葉5～7、開花期､落花期　1,000倍

各2～3回程度　2,000倍

生育促進・収量増加・果実品質向上

サンライクＳＫ 生育初期～収穫期　1,000倍

葉　　友 葉の健全化・花芽の充実・果実品質向上

　保証成分 生育初期～落葉期　1,000倍

５－０.１－０.５

ヨーヒＢ５ 花芽の充実・果実品質向上 樹勢回復・花振い防止・貯蔵養分の蓄積

　保証成分 開花期～収穫後　1,000倍 生育初期・ＧＡ処理前・開花直前

２－５－４－Ｍｇ３ 各1,000倍 開花直前～収穫後まで　1,000倍 展葉期～果実肥大期　1000倍 養分転換期～硬核期～果実肥大期　1000倍

ホーソ５－Ｍｎ１

その他微量要素含む

ロイヤルシリカMG 落弁促進・乾燥促進（花カス取り作業軽減） 乾燥促進（花カス取り作業軽減）

ｾﾞｵﾗｲﾄ70％ 落花期　700倍 落花期　700倍

シンキョーゼオ 乾燥促進（花カス取り作業軽減）

ｾﾞｵﾗｲﾄ＋1-7-2 落花期　1,000倍

アイスバリア

ｐ1.5-ｋ1.0-Mg1.5

アミノベスト 果実品質向上

7-1-1-Mn0.07％ 開花期以降　1,000倍

液体ハイカルック 果実品質向上

カルシウム10％ 着色期から（6/上～6/下）2～3回

ホウ素　1％ 各1,000倍

果面保護・薬害軽減 果面保護・薬害軽減

落花直後～7月下旬　1,000倍 満開10日後～7月下旬　1,000倍

カルシウム補給で果実品質向上が期待できる｡ 乾燥促進（花カス取り作業軽減）・Ｃａ補給 Ｃａ補給（日持ち性向上・果皮強化） ﾋﾞﾀｰﾋﾟｯﾄ・油上がり・軟化・徒長抑制・果面保護 石ﾅｼ・尻腐れ・内部褐変防止・果面保護 日持ち性向上・硬度向上・内部褐変防止

バイカルティ ○付着性が良く、カルシウム吸収効果を促進する。 開花後から2回　1,000倍 落花期　1,000倍 落花直後～7月下旬　1,000倍 満開10日後～7月下旬　1,000倍 落花直後から3～4回　1,000倍

ＣａＯ３４％ ○水に溶けやすく、成分の一部が被膜を形成し、白く汚れない。 果実品質向上・日持ち性向上 ※ｴｲﾄﾋﾞｰと混用で相乗効果あり ※亜ﾘﾝ酸資材　ﾄｯﾌﾟｽｺｱﾘﾝとの混用可能 （早生種3回､中・晩生種4回）

○速乾性のため､薬害軽減効果あり 満開25日後から2～3回　1,000倍 （別々に溶かしたものを混用する）

ﾊﾟﾜｰｼｸﾞﾏⅡ
ケイ酸69.4％

○果面保護（薬害軽減）が期待できるため､サビの出やすい薬剤散布時
期に加用する｡
（リフレッシュの代替資材）

○吸収の早い有機酸カルシウムと、ホウ素の相乗効果でさらに吸収が
高まります。
○汚れが少なく、亜リン酸資材トップスコアリンと混用可能です。

　P30％-K13.2％-
Mg2.7％

エイトビー
ホウ素８％

○ゼオライトに窒素・リン酸・カリを加えた葉面散布肥料。乾燥効果によ
る落弁効果が期待される。安価。

○ゼオライト70％にチッソ1.2％、リン酸8.4％、カリ1.4％、苦土3.5％、鉄
0.4％を添加した多孔質乾燥促進剤である。乾燥力が強く、花弁がカサ
カサに乾いて落ちやすくなる。

○キトサン、完熟発酵鶏糞の抽出液、各種有機酸、生珪酸0.8%、マンガ
ン0.1%、ホウ素2.2%を含有した葉面散布用資材である。
○定期的な散布により、厚みのある健全な葉づくりと、収量の増加、果
実品質向上など、果実本来の良さが引き出せることが期待できる。

○植物由来（大豆）のアミノ酸18種類入り。
○ブドウ糖（グルコース）5％配合。微量要素入り。
○品質向上のほか、りんごの摘果促進効果が期待できる。

トレハロース入り液肥で、樹液濃度、樹体内水分の浸透圧を高めること
により耐寒性を高める。霜、低温の前や凍霜害が懸念される期間に数
回散布することにより、被害の軽減が期待される。

霜・低温対策

芽出し10日後から　333倍

生育期　2～3回　500倍

※果粉容脱が懸念されるため棚上散布か袋か
け後に散布する｡

樹勢の強化・光合成促進・
果実品質向上

初期生育の確保・樹勢強化・光合成促進・
果実品質向上・貯蔵養分蓄積

初期生育・新葉の緑化・細胞分裂・
糖の転流の促進・貯蔵養分の蓄積

○苦土やホウ素、その他多くの微量要素を含んだ葉面散布肥料。
○春先の日照不足や、貯蔵養分不足等により葉色が薄い場合等、成葉
化促進に有効である。
○各生理作用を活発にし､光合成を促進する｡
○開花結実の確保、開花促進が期待できる｡
○その他ヨーヒには、栄養、生殖生長用や苦土、カルシウム単肥もあ
る。

ＪＡ山形おきたま取り扱いの主な葉面散布（肥料・一般資材）

○海草エキス、魚肉抽出物にＮ．Ｐ．Ｋ．Ｍｇを配合した液肥｡
○初期生育を良好にして、葉の成葉化や果実の初期肥大を促進させる
効果が期待できる。

○海草エキスにＰ．Ｋを配合した液肥｡
○葉の働きを良くし、果実品質向上効果が期待される｡強樹勢で新梢停
止が遅れるような樹では３００倍で使用し、樹勢が極端に弱い樹ではグ
リーン５００倍を加用する。

生育初期・ＧＡ処理前・開花直前　各500倍

○ チ ッ ソ 2.5 ％ 、 カ リ 5.5 ％ 、 ﾏ ﾝ ｶ ﾞ ﾝ 0.25 ％ 、 ﾎ ｳ 素 8.0 ％
花芽分化・細胞分裂､結実促進が期待できる｡

○約２０種類のアミノ酸を高濃度濃縮した、植物生理活性肥料
○植物の葉や根から素早く吸収され、健全な生育を助ける効果が期待
できる｡
○葉に活力を与え、葉の老化を防ぐとともに、花芽を充実させる働きが
期待されるので、散布時期や混用する農薬を選ばない。（ボルドーや有
機銅剤も可）



　
　　　　　殺菌剤

　殺虫剤

Ｉ

Ｃ

ボ

ル

ド

ー

６

６

Ｄ

Ｚ

ボ

ル

ド

ー

ア

フ

ェ

ッ

ト

フ

ロ

ア

ブ

ル

ア

ミ

ス

タ

ー

１

０

フ

ロ

ア

ブ

ル

ア

ン

ビ

ル

フ

ロ

ア

ブ

ル

イ

ン

ダ

ー

フ

ロ

ア

ブ

ル

オ

ー

シ

ャ

イ

ン

フ

ロ

ア

ブ

ル

オ

ー

シ

ャ

イ

ン

水

和

剤

オ

ー

ソ

サ

イ

ド

水

和

剤

８

０

オ

キ

シ

ラ

ン

水

和

剤

オ

ン

リ

ー

ワ

ン

フ

ロ

ア

ブ

ル

カ

ナ

メ

フ

ロ

ア

ブ

ル

キ

ノ

ン

ド

ー

フ

ロ

ア

ブ

ル

キ

ャ

プ

レ

ー

ト

水

和

剤

コ

サ

イ

ド

３

０

０

０

サ

ン

リ

ッ

ト

水

和

剤

ス

コ

ア

顆

粒

水

和

剤

ス

ミ

レ

ッ

ク

ス

水

和

剤

ダ

イ

パ

ワ

ー

水

和

剤

チ

オ

ノ

ッ

ク

フ

ロ

ア

ブ

ル

ド

キ

リ

ン

フ

ロ

ア

ブ

ル

ト

ッ

プ

ジ

ン

Ｍ

水

和

剤

ト

リ

フ

ミ

ン

水

和

剤

ト

レ

ノ

ッ

ク

ス

フ

ロ

ア

ブ

ル

ナ

リ

ア

Ｗ

Ｄ

Ｇ

パ

ス

ワ

ー

ド

顆

粒

水

和

剤

パ

レ

ー

ド

フ

ロ

ア

ブ

ル

１

５

パ

ン

チ

ョ

Ｔ

Ｆ

顆

粒

水

和

剤

フ

ァ

ン

タ

ジ

ス

タ

顆

粒

水

和

剤

フ

リ

ン

ト

フ

ロ

ア

ブ

ル

２

５

フ

ル

ー

ツ

セ

イ

バ

ー

フ

ロ

ン

サ

イ

ド

Ｓ

Ｃ

ベ

ル

ク

ー

ト

水

和

剤

ベ

ル

ク

ー

ト

フ

ロ

ア

ブ

ル

ベ

ン

レ

ー

ト

水

和

剤

ム

ッ

シ

ュ

ボ

ル

ド

ー

ロ

ブ

ラ

ー

ル

水

和

剤

石

灰

硫

黄

合

剤

アーデントフロアブル ● ● ● ● ● ●

ア カ リ タ ッ チ 乳 剤 ● ● ● ●

ア ク タ ラ 顆 粒 水 溶 剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア グ ロ ス リ ン 水 和 剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●※1

ア タ ブ ロ ン Ｓ Ｃ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アディオンフロアブル ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア デ ィ オ ン 水 和 剤 ● ● ● ★ ● ● ● ● ★

アプロードフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ★ ● ● ●

エ ク シ レ ル SE ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ス ケ ー ド 乳 剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カネマイトフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ● ★ ● ● ● ● ● ● ● ●※1 ● ×

ガ ッ ト キ ラ ー 乳 剤

コ テ ツ フ ロ ア ブ ル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ ロ マ イ ト 乳 剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ ム コ ル フ ロ ア ブ ル １ ０ ● ● ● ● ● ● ●1 ●※１ ● ● ● ● ● ● ● ● ●※１

サ ン マ イ ト 水 和 剤 ● ● ● ● ● ● ● ◎ ●

ス カ ウ ト フ ロ ア ブ ル ● ★ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

スタークル顆粒水溶剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス タ ー マ イ ト フ ロ ア ブ ル ● ● ● ● ● ● ● ★ ● ● ● ●

スミチオン水和剤４０ ● ★ ●

ス ミ チ オ ン 乳 剤 ● ● ●

ゼンターリ顆粒水和剤 ●

ダイアジノン水和剤３４ ★ ● ● ● ● ● ★ ★ ● ● ● ● ● ★ ● ● ● ★ ● ● ● ●

ダニオーテフロアブル × × ● ● ● ● ● × ● ●1 × × ● ● × ● ● ● ● ● × ●

ダ ニ ゲ ッ タ ー フ ロ ア ブ ル × ● ● ● ● ● ● ●

ダニコングフロアブル × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダニサラバフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ン ト ツ 水 溶 剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デ ィ ア ナ WDG ★ ★ ●

テルスターフロアブル ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デルフィン顆粒水和剤 ● ● ● ●

ニ ッ ソ ラ ン 水 和 剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

バ イ オ マ ッ ク ス Ｄ Ｆ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ★ ● ● ● ● ● ● ● ★ ● ●

バ イ ス ロ イ ド Ｅ Ｗ ● ● ● ● ● ● ● ★ ● ● ● ● ● ● ● ●

バリアード顆粒水和剤 ● ★ ● ★ ● ●

バ ロ ッ ク フ ロ ア ブ ル × ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ピ ラ ニ カ Ｅ Ｗ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ●

ピ ラ ニ カ 水 和 剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フェニックスフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マイトコーネフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ●1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マトリックフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マブリック水和剤２０ ● ● ● ● ●

マ ラ ソ ン 乳 剤 ● ● ●

モスピラン顆粒水溶剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ロ デ ィ ー 水 和 剤 ● ● ● ●

ロ ム ダ ン フ ロ ア ブ ル ● ● ● ● ● ● ●

農薬混用一覧表（オウトウ：試験品種は不明）

●※１：葉への薬害は認められなかったが、着色期以降は果実への着色障害が起こる可能性があるため混用散布時期に注意

記号の左となりの数字は例数です（例●1；1例問題なかった）。

●：混用可　　◎：直前混用可　　★：ＪＡの防除暦で混用の事例有　　　×：混用不可　　　　　〔更新日：令和８年２月〕
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アーデントフロアブル ● ● ● ● ●

ア カ リ タ ッ チ 乳 剤 ● ● ●

ア ク タ ラ 顆 粒 水 溶 剤 ● ● ●

ア グ ロ ス リ ン 水 和 剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア タ ブ ロ ン Ｓ Ｃ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア デ ィ オ ン 水 和 剤 ● ● ● ● ● ●

アディオンフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アプロードフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ ク シ レ ル SE ● ● ● ● ● ◎ ★ ● ● ●

カ ス ケ ー ド 乳 剤 ● ● ●

カネマイトフロアブル ● ● ● ● ●1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ガ ッ ト キ ラ ー 乳 剤

コ テ ツ フ ロ ア ブ ル ● ●1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●1 ●1 ●

コ ロ マ イ ト 乳 剤 ● ● ● ● ★ ● ● ● ● ● ● ● ●

サムコルフロアブル１０ ● ● ● ● ● ●

サ ン マ イ ト 水 和 剤 ● ● ● ● ● ●

ス カ ウ ト フ ロ ア ブ ル ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ●

スタークル顆粒水溶剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

スターマイトフロアブル ● ● ● ● ● ● ★ ● ● ●

スミチオン水和剤４０ ● ● ● ●

ス ミ チ オ ン 乳 剤 ● ● ● ●

ゼンターリ顆粒水和剤 ●

ダイアジノン水和剤３４ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダニオーテフロアブル ● ● ◎ ● ● ◎ ● ● ● ● ● ●

ダニゲッターフロアブル ● ● ● ● ●

ダニコングフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ● ★ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダニサラバフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ン ト ツ 水 溶 剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デ ィ ア ナ WDG ● ●

テルスターフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ●

デルフィン顆粒水和剤

ニ ッ ソ ラ ン 水 和 剤 ● ● ● ● ● ●

バ イ オ マ ッ ク ス Ｄ Ｆ ● ● ● ●

バ イ ス ロ イ ド Ｅ Ｗ ★ ● ● ● ● ● ●

バリアード顆粒水和剤 ● ●

バ ロ ッ ク フ ロ ア ブ ル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ピ ラ ニ カ Ｅ Ｗ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ピ ラ ニ カ 水 和 剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フェニックスフロアブル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マイトコーネフロアブル ● ● ● ●1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マトリックフロアブル ● ● ● ●

マブリック水和剤２０ ● ●

マ ラ ソ ン 乳 剤 ●1 ● ● ● ● ● ●

モスピラン顆粒水溶剤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ロ デ ィ ー 水 和 剤 ● ●

ロ ム ダ ン フ ロ ア ブ ル ●

記号の左となりの数字は例数です（例●1；1例問題なかった）。

農薬混用一覧表（オウトウ：試験品種は不明）
●：混用可　　◎：直前混用可　　★：ＪＡの防除暦で混用の事例有　　　×：混用不可　　　　　〔作成日：令和８年２月〕
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石

灰

硫

黄

合

剤

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー ６ ６ Ｄ ×

Ｚ ボ ル ド ー ●

ア フ ェ ッ ト フ ロ ア ブ ル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アミスター１０フロアブル ● ● ● ● ● ●

ア ン ビ ル フ ロ ア ブ ル ● ● ● ●※1

イ ン ダ ー フ ロ ア ブ ル ● ● ● ● ● ● ●

オーシャインフロアブル ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン 水 和 剤 ● ● ● ●

オーソサイド水和剤８０ ● ● ● ● ●※2 ● ★ ★ ● ● ● ● ● ★ ●

オ キ シ ラ ン 水 和 剤 ● ●

オンリーワンフロアブル ● ● ● ● ●

カ ナ メ フ ロ ア ブ ル ●※2 ●１

キ ノ ン ド ー フ ロ ア ブ ル ●

キ ャ プ レ ー ト 水 和 剤 ● ● ●

キ ン セ ッ ト 水 和 剤 ８ ０

コ サ イ ド ３ ０ ０ ０ ●

サ ン リ ッ ト 水 和 剤 ● ● ● ● ● ● ●

ス コ ア 顆 粒 水 和 剤 ● ●

ス ミ レ ッ ク ス 水 和 剤 ● ★ ● ● ●※1

ダ イ パ ワ ー 水 和 剤 ●

チ オ ノ ッ ク フ ロ ア ブ ル ● ● ●１ ● ● ●

ト ッ プ ジ ン Ｍ 水 和 剤 ● ★ ● ● ●

ト リ フ ミ ン 水 和 剤 ● ● ● ●

トレノックスフロアブル ● ● ● ● ●

ド キ リ ン フ ロ ア ブ ル ● ● ● ● ●

ナ リ ア Ｗ Ｄ Ｇ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パ ス ワ ー ド 顆 粒 水 和 剤 ● ★ ● ● ●※1

パレードフロアブル１５ × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パンチョＴＦ顆粒水和剤 ●

フリントフロアブル２５

フ ル ー ツ セ イ バ ー

フ ロ ン サ イ ド Ｓ Ｃ

ベ ル ク ー ト フ ロ ア ブ ル ● ● ● ● ●

ベ ル ク ー ト 水 和 剤 ● ★ ● ●※1

ベ ン レ ー ト 水 和 剤 ● ●※1 ● ● ● ●※1 ● ● ● ●※１ ● ●※1

ム ッ シ ュ ボ ル ド ー

ロ ブ ラ ー ル 水 和 剤 ● ★※１ ● ●

石 灰 硫 黄 合 剤

●※２：開花期散布、幼果散布では問題なかった。ただし、収穫直前散布ではさび果が認められた

農薬混用一覧表（オウトウ：試験品種は不明）

●※１：葉への薬害は認められなかったが、着色期以降は果実への着色障害が起こる可能性があるため混用散布時期に注意

●：混用可　　◎：直前混用可　　★：ＪＡの防除暦で混用の事例有　　　×：混用不可　　　　　〔更新日：令和８年２月〕
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殺虫・殺ダニ剤
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(水) (FL) (SG) (水) (FL) (水) (FL) (水) (FL) (WG) (FL) (FL) (FL) (WG) (DF) (FL) (水) (水) (液) (FL) (FL) (FL) (WG) (水) (水) (FL) (水) (FL) (SG) (FL) (乳) (水) (WG) (水) (FL) (FL) (FL) (FL) (溶) (WG) (液) (水) (FL) (水) (水) (FL) (水) (EW) (溶) (WG) (FL) (水) (WG) (FL) (FL) (WG) (溶) (FL) (乳) (SG) (FL) (FL) (水) (FL)

ア ス パ イ ア (水) ●

ア フ ェ ッ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ミ ス タ ー １ ０ (FL) ◎ ● ● ◎ ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ◎ ● ● ● ●

※4 ア リ エ ッ テ ィ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※4 アリエッティＣ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ○ ● ● ● ● ● ● × ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イ ン ダ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ コ シ ョ ッ ト (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ ト フ ィ ン (FL) ● ● ● ●

園 芸 ボ ル ド ー (水) ● ● ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※2 、8　オーソサイド (水) ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ラ ク ル (WG) ● ●

オロンディスウルトラＳＣ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ン リ ー ワ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ー ゼ ー ト Ｐ Ｚ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ●

カ ナ メ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ リ グ リ ー ン (溶) ● ● ● ●

※1 カ ン タ ス (DF) ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ン パ ネ ラ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ノ ン ド ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ノ ン ド ー (WG) ● ● ●

キ ノ ン ド ー ４ ０ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ノ ン ド ー ８ ０ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ク ミ ガ ー ド Ｓ Ｃ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ゲ ッ タ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ケ ン ジ ャ (FL) ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ サ イ ド ３ ０ ０ ０ (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ザ ン プ ロ Ｄ Ｍ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ ン ボ ル ド ー (水) ● ● ●

ジ マ ン ダ イ セ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ジ マ ン ダ イ セ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ●

ジ ャ ス ト フ ィ ッ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス イ ッ チ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ク レ ア (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ト ロ ビ ー (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ●

セ イ ビ ア ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

石 灰 硫 黄 合 剤 (液) ×

ダ イ ナ モ (WG) ● ●

ダ イ パ ワ ー (水) ● ● ● ●

チオノック・トレノックス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

テ ー ク (水) ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：アディオン（FL）、カンタス（DF）、ナリア（WG）、パダンSG（溶）のぶどうにおける登録は「大粒種ぶどう」のみ。
※2：アーデント（水）をオーソサイド（水）と混用する場合、開花期までの使用とし、落花期以降は使用しない。
※3：アグロスリン（水）とボルドー（液）を混用する場合、必ず使用直前に混用する。

※4：アリエッティ（水）、同C（水）とフロアブル剤を混用する場合、必ずフロアブル剤を最初に所定濃度に希釈してから、アリエッティ（水）、同C（水）を最後に加える。
※5：バリアード（WG）とICボルドー66D（FL）を混用する場合、必ずバリアード（WG）を最初に所定濃度に希釈してから、ICボルドー66D（FL）を最後に加える。
※6：ダイアジノン（水）とベンレート（水）を混用する場合、時間の経過とともに凝集物が発生した事例があるので、事前に製造メーカー等に確認する。
※7：ランマン（FL）とアプロード（FL）を混用する場合、果粉溶脱の問題になる時期での使用はさける。
※8：オーソサイド（水）とアベンジャー（FL）、ファインセーブ（FL）との混用においては、袋掛け後の散布に限る（果粉溶脱）。
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(水) (FL) (SG) (水) (FL) (水) (FL) (水) (FL) (WG) (FL) (FL) (FL) (WG) (DF) (FL) (水) (水) (液) (FL) (FL) (FL) (WG) (水) (水) (FL) (水) (FL) (SG) (FL) (乳) (水) (WG) (水) (FL) (FL) (FL) (FL) (溶) (WG) (液) (水) (FL) (水) (水) (FL) (水) (EW) (溶) (WG) (FL) (水) (WG) (FL) (FL) (WG) (溶) (FL) (乳) (SG) (FL) (FL) (水) (FL)

デ ラ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ド ー シ ャ ス (FL) ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ド キ リ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ッ プ ジ ン Ｍ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ッ プ ジ ン Ｍ ゾ ル (FL) ●

ト リ フ ミ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※1 ナ リ ア (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ネ ク ス タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

バ シ タ ッ ク (水) ● ● ● ● ● ● ● ●

パ ス ワ ー ド (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パ レ ー ド １ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ピ ク シ オ (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ァ ン タ ジ ス タ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ェ ス テ ィ バ ル (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ェ ス テ ィ バ ル Ｃ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ォ リ オ ゴ ー ル ド (FL) ● ●

フ リ ン ト ２ ５ (FL) ●

フ ル ー ツ セ イ バ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ル ピ カ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ロ ン サ イ ド Ｓ Ｃ (FL) ● ● ●

ベ ト フ ァ イ タ ー (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ペ ン コ ゼ ブ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ペ ン コ ゼ ブ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※6 ベ ン レ ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ボ ト キ ラ ー (水) ● ● ● ● ● ●

ホ ラ イ ズ ン (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ●

ポ リ オ キ シ ン Ａ Ｌ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※3 ボ ル ド ー (液) ◎ ◎ ● × ● ◎ ◎ ◎ ● ● ● ◎ × × ●

マ ネ ー ジ (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ミ ギ ワ ２ ０ (FL) ● ● ● ● ●

ム ッ シ ュ ボ ル ド ー (DF) ● ● ● ● ● ● ●

ヨ ネ ポ ン (水) ●

ラ イ メ イ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ラ ビ ラ イ ト (水) ● ● ● ● ● ● ●

※7 ラ ン マ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

リドミルゴールドＭＺ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

レ ー バ ス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ロ ブ ラ ー ル (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ＩＣボルドー４８Ｑ (FL) ● ●

※5 ＩＣボルドー６６Ｄ (FL) ● × ● ● ◎ ● ● ● ● × ● ● ● ● ◎ ● ●

Ｚ ボ ル ド ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：アディオン（FL）、カンタス（DF）、ナリア（WG）、パダンSG（溶）のぶどうにおける登録は「大粒種ぶどう」のみ。
※2：アーデント（水）をオーソサイド（水）と混用する場合、開花期までの使用とし、落花期以降は使用しない。
※3：アグロスリン（水）とボルドー（液）を混用する場合、必ず使用直前に混用する。

※4：アリエッティ（水）、同C（水）とフロアブル剤を混用する場合、必ずフロアブル剤を最初に所定濃度に希釈してから、アリエッティ（水）、同C（水）を最後に加える。
※5：バリアード（WG）とICボルドー66D（FL）を混用する場合、必ずバリアード（WG）を最初に所定濃度に希釈してから、ICボルドー66D（FL）を最後に加える。
※6：ダイアジノン（水）とベンレート（水）を混用する場合、時間の経過とともに凝集物が発生した事例があるので、事前に製造メーカー等に確認する。
※7：ランマン（FL）とアプロード（FL）を混用する場合、果粉溶脱の問題になる時期での使用はさける。
※8：オーソサイド（水）とアベンジャー（FL）、ファインセーブ（FL）との混用においては、袋掛け後の散布に限る（果粉溶脱）。
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(FL) (FL) (水) (水) (FL) (WG) (水) (水) (WG) (FL) (FL) (FL) (DF) (水) (水) (FL) (水) (FL) (FL) (水) (FL) (FL) (WG) (FL) (DF) (FL) (液) (水) (FL) (FL) (FL) (FL) (水) (水) (FL) (水) (WG) (FL) (DF) (WG) (水) (FL) (FL) (FL) (WG) (水) (水) (FL) (水) (水) (水) (DF) (DF) (DF) (水) (FL) (水) (FL) (WG) (FL) (水)

ア ミ ス タ ー １ ０ (FL) ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※1 ア リ エ ッ テ ィ (水) － ● ● ● △ ● ● × ● ● ● ● ● ● ○ ●

※1 アリエッティＣ (水) － × ● △ ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ◎ ◎ ● ● ● △ ●

イ ン ダ ー (FL) － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ コ シ ョ ッ ト (WG) × － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ ト フ ィ ン (FL) ● ●

園 芸 ボ ル ド ー (水) ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン (水) ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ー ソ サ イ ド (水) ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ン リ ー ワ ン (FL) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ー ゼ ー ト Ｐ Ｚ (水) ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ナ メ (FL) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ リ グ リ ー ン (溶) ●

※2 カ ン タ ス (DF) ● △ △ ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ン パ ネ ラ (水) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ノ ン ド ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ノ ン ド ー ８ ０ (水) ● ● ● ● ●

ク ム ラ ス (水) ●

ケ ン ジ ャ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ サ イ ド ３ ０ ０ ０ (DF) ● ● ● ●

ザ ン プ ロ Ｄ Ｍ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ジ マ ン ダ イ セ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ジ マ ン ダ イ セ ン (FL) ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ●

ジ ャ ス ト フ ィ ッ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス イ ッ チ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ト ロ ビ ー (DF) ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

セ イ ビ ア ー (FL) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ イ ナ モ (WG) ● ● ●

テ ー ク (水) ● ● ● ● ●

デ ラ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● × － ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ド ー シ ャ ス (FL) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ッ プ ジ ン Ｍ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ッ プ ジ ン Ｍ ゾ ル (FL) ●

ト リ フ ミ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※2 ナ リ ア (WG) △ △ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パ ス ワ ー ド (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パ レ ー ド １ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ピ ク シ オ (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ●

フ ァ ン タ ジ ス タ (WG) ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ェ ス テ ィ バ ル (水) ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ●

フ ェ ス テ ィ バ ル Ｃ (水) ● ●

フルーツガードＷＤＧ (WG) ●

フ ル ー ツ セ イ バ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ル ピ カ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ●

フ ロ ン サ イ ド Ｓ Ｃ (FL) ● ● ●

ベ ト フ ァ イ タ ー (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ●

ペ ン コ ゼ ブ (FL) ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● － ●

ベ ン レ ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ●

ホ ラ イ ズ ン (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ●

ポ リ オ キ シ ン Ａ Ｌ (水) ● ● × ● ● ● ●

ポ リ オ キ シ ン Ａ Ｌ (溶) ●

ボ ル ド ー (液) × × × × ● △

ラ イ メ イ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

ラ ン マ ン (FL) ● ● ○ △ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

レ ー バ ス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

ロ ブ ラ ー ル (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

ＩＣボルドー４８Ｑ (FL) ● ○

ＩＣボルドー６６Ｄ (FL) △ ● ● ○ ●

Ｚ ボ ル ド ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ●

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：アリエッティ（水）、同C（水）とフロアブル剤を混用する場合、必ずフロアブル剤を最初に所定濃度に希釈してから、アリエッティ（水）、同C（水）を最後に加える。

※2：カンタス（DF）、ナリア（WG）のぶどうでの登録は「大粒種ぶどう」のみ。
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(水) (SG) (FL) (水) (WG) (FL) (WG) (DF) (FL) (水) (水) (液) (FL) (FL) (WG) (水) (水) (FL) (水) (FL) (SG) (FL) (水) (FL) (FL) (FL) (FL) (液) (水) (FL) (FL) (水) (WG) (FL) (水) (FL) (FL) (WG) (溶) (FL) (乳) (SG) (FL)

ア ー デ ン ト (水) － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ー デ ン ト (FL) ● ● ● ● ● ●

ア グ ロ ス リ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア デ ィ オ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※1 ア ディオン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ド マ イ ヤ ー (水) ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ド マ イ ヤ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※2 ア プロード (FL) ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※2 アベンジャー (FL) ●

エクシレルＳＥ (FL) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ネ マ イ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ●

グ レ ー シ ア (FL) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ テ ツ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ ル ト (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ ロ マ イ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ ム コ ル (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ ン マ イ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス カ ウ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス タ ー ク ル (SG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ミ チ オ ン (乳) ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

ゼ ン タ ー リ (WG) ●

ダ イ ア ジ ノ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ニ コ ン グ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ニ サ ラ バ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ●

ダ ニ ト ロ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ン ト ツ (溶) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デ ィ ア ナ (WG) ● ● ● ● ● ●

テ ッ パ ン (液) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ク チ オ ン (水) ● ● ● ●

ニ ッ ソ ラ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ●

バ イ ス ロ イ ド (EW) ● ● ● ● ● ● ● ●

※1 パ ダンＳＧ (溶) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

バ ロ ッ ク (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● － ● ● ●

ピ ラ ニ カ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ●

フ ェ ニ ッ ク ス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ●

フ ェ ニ ッ ク ス (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ●

マ イ ト コ ー ネ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

モ ス ピ ラ ン (SG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

モ ベ ン ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

ロ デ ィ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：アディオン（FL）、パダンSG（溶）のぶどうでの登録は「大粒種ぶどう」のみ。
※2：アプロード（FL）とアベンジャー（FL）、ファインセーブ（FL）を混用する場合は、袋掛け後の散布に限る（果粉溶脱）。
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(水) (水) (FL) (SG) (水) (FL) (水) (FL) (水) (WG) (FL) (WG) (DF) (FL) (液) (DF) (水) (水) (水) (液) (乳) (FL) (FL) (乳) (FL) (WG) (乳) (水) (水) (水) (FL) (乳) (水) (FL) (SG) (FL) (FL) (乳) (乳) (水) (WG) (水) (MC) (FL) (FL) (FL) (FL) (溶) (WG) (液) (水) (水) (FL) (水) (乳) (乳) (FL) (水) (液) (乳) (乳) (水) (DF) (EW) (水) (WG) (FL) (水) (水) (WG) (FL) (FL) (WG) (溶) (FL) (乳) (FL) (水) (EW) (乳) (FL) (SG) (FL) (FL) (WG) (水) (FL)

ア ク サ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アグリマイシン１００ (水) ○ ● ●

ア グ レ プ ト (水) ●

ア ス パ イ ア (水) ● ● ● ● ● ● ● ●

ア フ ェ ッ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アミスター１０ (FL) ● ● ● ● ● ● ●

※2 アリエッティ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ●

※2 アリエッティＣ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アントラコール (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ン ビ ル (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イ オ ウ (FL) × ● ● ●

イ ン ダ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エムダイファー (水) ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン (水) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ー ソ サ イ ド (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ キ シ ラ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オキシンドー８０ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ン リ ー ワ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ッ シ ー ニ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ●

カ ナ メ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ リ グ リ ー ン (溶) ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ◎ ● ●

キ ノ ン ド ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ノ ン ド ー (WG) ● ● ● ● ● ●

キノンドー４０ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キノンドー８０ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

クミガードＳＣ (FL) ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ●

コサイド３０００ (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ ナ ケ シ (WG) ● ●

サルバトーレＭＥ (液) ● ● ● ● ● ● ●

サ ン リ ッ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ジマンダイセン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ク レ ア (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス コ ア (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ト ラ イ ド (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ト ロ ビ ー (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ミ レ ッ ク ス (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：ダイアジノン（MC）とICボルドー412（FL）を混用する場合、必ずダイアジノン（MC）、ICボルドー412（FL）の順で混用する。逆は不可。
※2：アリエッティ（水）、同C（水）とフロアブル剤を混用する場合、必ずフロアブル剤を最初に所定濃度に希釈してから、アリエッティ（水）、同C（水）を最後に加える。

※3：ベンレート（水）とダイアジノン（水）とを混用する場合、製品によっては時間の経過とともに凝集物が発生した事例があるので、事前に製造メーカー等に確認する。
※4：アグロスリン（水）は、ボルドー（液）と混用する場合は使用直前に混合する。
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(水) (水) (FL) (SG) (水) (FL) (水) (FL) (水) (WG) (FL) (WG) (DF) (FL) (液) (DF) (水) (水) (水) (液) (乳) (FL) (FL) (乳) (FL) (WG) (乳) (水) (水) (水) (FL) (乳) (水) (FL) (SG) (FL) (FL) (乳) (乳) (水) (WG) (水) (MC) (FL) (FL) (FL) (FL) (溶) (WG) (液) (水) (水) (FL) (水) (乳) (乳) (FL) (水) (液) (乳) (乳) (水) (DF) (EW) (水) (WG) (FL) (水) (水) (WG) (FL) (FL) (WG) (溶) (FL) (乳) (FL) (水) (EW) (乳) (FL) (SG) (FL) (FL) (WG) (水) (FL)

石 灰 硫 黄 合 剤 (液) ● × × × ● × × × × × × × × △ × × × × ● ● × ×

セルカディスＤ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ イ パ ワ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダコニール１０００ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

チオノック・トレノックス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ツインバリアー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

テ ー ク (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デ ラ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ド キ リ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ッ プ ジ ン Ｍ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト リ フ ミ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ナ リ ア (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ネ ク ス タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パ ス ポ ー ト (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パ レ ー ド １ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パ ン チ ョ Ｔ Ｆ (WG) ● ●

ファンタジスタ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ リ ン ト ２ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フルーツガードＷＤＧ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フルーツセイバー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ル ピ カ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ブ ロ ー ダ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フロンサイドＳＣ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ベ ル ク ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ベ ル ク ー ト (FL) ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ペ ン コ ゼ ブ (水) ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※3  ベンレート (水) ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ポリオキシンＡＬ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※4 ボ ル ド ー (液) ● ◎ ◎ ● ● ● × × × × × ◎ ◎ ◎ ● ◎ × × ◎ ◎ ● ● ● × ● ● × ◎ × × ● ● ● ● × × × ● ●

マ ネ ー ジ (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ミ ギ ワ ２ ０ (FL) ● ● ● ● ●

ユ ニ ッ ク ス (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ヨ ネ ポ ン (水) ● ● ○ ● ●

ラ ビ ラ イ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ラ リ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※1 ＩＣボルドー４１２ (FL) ● × ● ◎ ● ◎ ● ○ × ● ● ● ● ◎ × △ ● ● ● ●

Ｚ ボ ル ド ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：ダイアジノン（MC）とICボルドー412（FL）を混用する場合、必ずダイアジノン（MC）、ICボルドー412（FL）の順で混用する。逆は不可。
※2：アリエッティ（水）、同C（水）とフロアブル剤を混用する場合、必ずフロアブル剤を最初に所定濃度に希釈してから、アリエッティ（水）、同C（水）を最後に加える。

※3：ベンレート（水）とダイアジノン（水）とを混用する場合、製品によっては時間の経過とともに凝集物が発生した事例があるので、事前に製造メーカー等に確認する。
※4：アグロスリン（水）は、ボルドー（液）と混用する場合は使用直前に混合する。
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(水) (SG) (FL) (水) (水) (WG) (FL) (DF) (FL) (水) (水) (水) (液) (乳) (FL) (FL) (乳) (FL) (WG) (乳) (水) (水) (FL) (乳) (水) (FL) (SG) (FL) (乳) (乳) (水) (水) (MC) (FL) (FL) (FL) (FL) (溶) (WG) (液) (水) (FL) (水) (乳) (FL) (水) (乳) (乳) (水) (水) (WG) (FL) (水) (WG) (FL) (FL) (WG) (溶) (FL) (乳) (FL) (水) (FL) (SG) (FL) (WG) (FL)

ア ー デ ン ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ア ー デ ン ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ア ク タ ラ (SG) － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ア グ ロ ス リ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ア タ ブ ロ ン Ｓ Ｃ (FL) ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ア デ ィ オ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ●
ア プ ロ ー ド (FL) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
イ カ ズ チ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ウ ラ ラ (DF) ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
エ ク シ レ ル Ｓ Ｅ (FL) ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
エ ス マ ル ク (DF) ●
エ ル サ ン (水) ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オ マ イ ト (水) ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オ リ オ ン (水) ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
カ ス ケ ー ド (乳) ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
カ ネ マ イ ト (FL) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
キ ラ ッ プ (FL) ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
コ テ ツ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
コ ル ト (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
コ ロ マ イ ト (乳) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
コ ロ マ イ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
サ イ ア ノ ッ ク ス (水) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
サ イ ハ ロ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
サ ム コ ル (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
サ ン マ イ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ス タ ー ク ル (SG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ス タ ー マ イ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ス ピ ノ エ ー ス (FL) ● ●
ス ミ チ オ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ●
ゼ ン タ ー リ (WG) ● ● ● ●
ダ イ ア ジ ノ ン (水) ● ● ● ◎ × ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ダ ニ オ ー テ (FL) ● ● ● ● ● ●
ダ ニ ゲ ッ タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ダ ニ コ ン グ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ダ ニ サ ラ バ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ●
ダ ニ ト ロ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ダ ン ト ツ (溶) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
デ ィ ア ナ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ●
テ ッ パ ン (液) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ●
デ ミ リ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
テ ル ス タ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
テ ル ス タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
※1 トランスフォーム (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ト レ ボ ン (水) ●
ニ ッ ソ ラ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ノ ー モ ル ト (乳) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ●
バ イ オ マ ッ ク ス (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
バ イ ス ロ イ ド (EW) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
バ リ ア ー ド (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ●
バ ロ ッ ク (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ピ ラ ニ カ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ●
フ ァ ル コ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ●
フ ェ ニ ッ ク ス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ●
フ ェ ニ ッ ク ス (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ●
マ イ ト コ ー ネ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ●
マ ッ チ (乳) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ●
マ ト リ ッ ク (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －
マ ブ リ ッ ク (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －
マ ブ リ ッ ク (EW) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ●
マ ラ ソ ン (乳) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
モ ス ピ ラ ン (SG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ●
ラ ビ ラ イ ト (水) ●
ロ デ ィ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ロ ム ダ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －
ニ ー ズ（展 着 剤） × ● ● ● ● ● ●

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：トランスフォーム（FL）とハーベストオイル（乳）を混用する場合、展葉期のみ使用する。
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ア ク サ ー (FL) － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ス パ イ ア (水) ● ●

ア フ ェ ッ ト (FL) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※1 ア リ エ ッ テ ィ (水) ● ● ● ●

※1 ア リ エ ッ テ ィ Ｃ (水) ● － ● ● ● ● ● × ● ● ● ● △ ● ● ◎ ● ● × ● ●

ア ン ト ラ コ ー ル (WG) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イ オ ウ (FL) ●

イ ン ダ ー (FL) ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ ム ダ イ フ ァ ー (水) ● × ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン (水) ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● △

オ ー シ ャ イ ン (FL) ● ● ●

オ ー ソ サ イ ド (水) ● ● ● ● － ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ●

オ キ シ ラ ン (水) ● ● ● － ● ● × ● ● ● ● ● ● × ●

オ キ シ ン ド ー ８ ０ (水) ● － ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ン リ ー ワ ン (FL) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ッ シ ー ニ (FL) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ナ メ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ リ グ リ ー ン (溶) ● ○ ● ● ● － ● ● ◎ ● ●

キ ノ ン ド ー ４ ０ (水) ● ●

ジ マ ン ダ イ セ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ●

ス ク レ ア (FL) ● ● ● ●

ス ト ラ イ ド (WG) ● ● ● ● ● ● ●

ス ト ロ ビ ー (DF) ● ● ● ○ ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● × ●

ス ミ レ ッ ク ス (水) ● × ● ●

セ ル カ デ ィ ス Ｄ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ●

ダ コ ニ ー ル １ ０ ０ ０ (FL) ● ● ● ●

チ ウ ラ ム ８ ０ (水) ●

チオノック・トレノックス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ツ イ ン バ リ ア ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● △ ●

デ ラ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ド キ リ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ッ プ ジ ン Ｍ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● × ● ●

ナ リ ア (WG) ● △ × ● △ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ●

ネ ク ス タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ●

パ ス ポ ー ト (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パ レ ー ド １ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ァ ン タ ジ ス タ (WG) ● ◎ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● － ● ●

フ リ ン ト ２ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ル ピ カ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ●

ブ ロ ー ダ (水) ● ◎ ●

ベ ル ク ー ト (水) ● ● ● ● ● ●

ベ ル ク ー ト (FL) ● ● ● ● ● ●

ペ ン コ ゼ ブ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ●

ポ リ オ キ シ ン Ａ Ｌ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● － × ●

ボ ル ド ー (液) × ● × × × × × × × × × －

マ ネ ー ジ (DF) ● ● ● ● ● ●

ユ ニ ッ ク ス (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

ヨ ネ ポ ン (水) ● ● ● ●

ラ ビ ラ イ ト (水) ● ● × ● ●

ニ ー ズ （ 展 着 剤 ） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：アリエッティ（水）、同C（水）とフロアブル剤を混用する場合、必ずフロアブル剤を最初に所定濃度に希釈してから、アリエッティ（水）、同C（水）を最後に加える。
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(水) (水) (FL) (SG) (水) (FL) (乳) (水) (FL) (水) (FL) (WG) (水) (FL) (WG) (DF) (FL) (DF) (水) (水) (液) (乳) (FL) (FL) (WG) (乳) (水) (水) (水) (FL) (水) (FL) (SG) (FL) (乳) (乳) (水) (WG) (水) (MC) (FL) (FL) (FL) (FL) (FL) (FL) (溶) (WG) (WG) (液) (水) (水) (水) (FL) (水) (乳) (水) (FL) (水) (水) (乳) (乳) (水) (DF) (EW) (FL) (WG) (FL) (水) (水) (WG) (FL) (FL) (WG) (溶) (FL) (FL) (水) (EW) (乳) (FL) (SG) (FL) (FL) (水) (FL)

ア ク サ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アグリマイシン１００ (水) ● ●

ア グ レ プ ト (水) ● ◎

ア ス パ イ ア (水) ●

ア フ ェ ッ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ミ ス タ ー １ ０ (FL) ◎ ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● × ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ●

※2 アリエッティ (水) ● ● ● △ ● × ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※2 アリエッティＣ (水) ● ● ● ● ● ● ○ ● ▲ × ○ ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ◎ ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ン ト ラ コ ー ル (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ン ビ ル (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イ ン ダ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ コ シ ョ ッ ト (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ ム ダ イ フ ァ ー (水) ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

園 芸 ボ ル ド ー (水) ●

オ ー シ ャ イ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● △ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

オ ー ソ サ イ ド (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ キ シ ラ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オキシンドー８０ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ン リ ー ワ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カスミンボルドー (水) ● ● ● ●

カ ナ メ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ノ ン ド ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ノ ン ド ー (WG) ●

キ ノ ン ド ー ４ ０ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ノ ン ド ー ８ ０ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キ ャ プ レ ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サルバトーレＭＥ (液) ● ●

サ ン キ ノ リ ン (水) ●

サ ン リ ッ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ジ マ ン ダ イ セ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ク レ ア (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス コ ア (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス タ ー ナ (水) ● ● ●

※4 ス ト ラ イ ド (WG) ●

ス ト ロ ビ ー (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

石 灰 硫 黄 合 剤 (液) ● × × × × × × × × △ × × ● × ×

セ ル カ デ ィ ス Ｄ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ イ パ ワ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダコニール１０００ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

チオノック・トレノックス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デ ラ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：ダイアジノン（MC）とICボルドー412（FL）を混用する場合、必ずダイアジノン（MC）、ICボルドー412（FL）の順で混用する。逆は混用不可。
※2：アリエッティ（水）、同C（水）とフロアブル剤を混用する場合、必ずフロアブル剤を最初に所定濃度に希釈してから、アリエッティ（水）、同C（水）を最後に加える。

※3：ストライド（WG）の作物登録は「西洋なし」のみ。
※4：ベンレート（水）とダイアジノン（水）とを混用する場合、製品によっては時間の経過とともに凝集物が発生した事例があるので、事前に製造メーカー等に確認する。
※5：アグロスリン（水）は、ボルドー（液）と混用する場合は使用直前に混合する。
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ン
(水) (水) (FL) (SG) (水) (FL) (乳) (水) (FL) (水) (FL) (WG) (水) (FL) (WG) (DF) (FL) (DF) (水) (水) (液) (乳) (FL) (FL) (WG) (乳) (水) (水) (水) (FL) (水) (FL) (SG) (FL) (乳) (乳) (水) (WG) (水) (MC) (FL) (FL) (FL) (FL) (FL) (FL) (溶) (WG) (WG) (液) (水) (水) (水) (FL) (水) (乳) (水) (FL) (水) (水) (乳) (乳) (水) (DF) (EW) (FL) (WG) (FL) (水) (水) (WG) (FL) (FL) (WG) (溶) (FL) (FL) (水) (EW) (乳) (FL) (SG) (FL) (FL) (水) (FL)

ド キ リ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ッ プ ジ ン Ｍ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト リ フ ミ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ナ リ ア (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ネ ク ス タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

バ シ タ ッ ク (水) ● ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パ レ ー ド １ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ァ ン タ ジ ス タ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ リ ン ト ２ ５ (FL) ● ● ● ● ●

フルーツガードＷＤＧ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フルーツセイバー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ル ピ カ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フロンサイドＳＣ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ベ ル ク ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ベ ル ク ー ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ベ ル ク ガ ー ド (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ペ ン コ ゼ ブ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ●

※4 ベ ン レ ー ト (水) ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ボ ト キ ラ ー (水) ●

ポリオキシンＡＬ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※5 ボ ル ド ー (液) ● ◎ ◎ × × ◎ ● ◎ × ◎ △ ◎ △ ● × ● ● ◎ × ● ● × ×

マ イ ト コ ー ネ (FL) ● －

マ ネ ー ジ (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ミ ギ ワ ２ ０ (FL) ● ●

ユ ニ ッ ク ス (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ヨ ネ ポ ン (水) ● ●

ラ ビ ラ イ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ラ リ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ロ ブ ラ ー ル (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※1 ＩＣボルドー４１２ (FL) ● ○ × ● ● × ● ●

※1 ＩＣボルドー４８Ｑ (FL) ○ ×

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：ダイアジノン（MC）とICボルドー412（FL）、ICボルドー48Q（FL）を混用する場合、必ずダイアジノン（MC）、ICボルドー412（FL）またはICボルドー48Q（FL）の順で混用

する。逆は混用不可。
※2：アリエッティ（水）、同C（水）とフロアブル剤を混用する場合、必ずフロアブル剤を最初に所定濃度に希釈してから、アリエッティ（水）、同C（水）を最後に加える。

※3：ストライド（WG）の作物登録は「西洋なし」のみ。
※4：ベンレート（水）とダイアジノン（水）とを混用する場合、製品によっては時間の経過とともに凝集物が発生した事例があるので、事前に製造メーカー等に確認する。
※5：アグロスリン（水）は、ボルドー（液）と混用する場合は使用直前に混合する。
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(水) (SG) (水) (FL) (乳) (FL) (水) (WG) (水) (FL) (DF) (FL) (水) (水) (液) (乳) (FL) (FL) (WG) (乳) (水) (水) (水) (FL) (水) (FL) (SG) (FL) (乳) (水) (水) (MC) (FL) (FL) (FL) (FL) (FL) (溶) (WG) (液) (水) (水) (FL) (FL) (水) (乳) (水) (DF) (EW) (FL) (WG) (FL) (水) (水) (WG) (FL) (WG) (溶) (FL) (水) (EW) (乳) (FL) (SG) (水) (FL)

ア ー デ ン ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ー デ ン ト (FL) ● ● ● ● ●

ア ク タ ラ (SG) ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア グ ロ ス リ ン (水) ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア タ ブ ロ ン Ｓ Ｃ (FL) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア デ ィ オ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ド マ イ ヤ ー (水) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ド マ イ ヤ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ●

ア プ ロ ー ド (水) ● ● － ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア プ ロ ー ド (FL) ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イ カ ズ チ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ウ ラ ラ (DF) ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ ク シ レ ル Ｓ Ｅ (FL) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ リ オ ン (水) ● ● ● － ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ス ケ ー ド (乳) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ネ マ イ ト (FL) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ テ ツ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ ル ト (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ ロ マ イ ト (乳) ● ● ● × ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ ロ マ イ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ イ ア ノ ッ ク ス (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ イ ハ ロ ン (水) ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ ム コ ル (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ ン マ イ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス タ ー ク ル (SG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス タ ー マ イ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ミ チ オ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ▲ ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ●

ゼ ン タ ー リ (WG) ● ●

ダ イ ア ジ ノ ン (水) ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● － ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ニ オ ー テ (FL) ● ● ●

ダ ニ ゲ ッ タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ▲ ▲ ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ニ コ ン グ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ニ サ ラ バ (FL) ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ◎ ● ● ● ●

ダ ニ ト ロ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

チ ェ ス (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

テ ッ パ ン (液) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ●

デ ナ ポ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デ ミ リ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

テ ル ス タ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ●

テ ル ス タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ク チ オ ン (乳) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ク チ オ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ラ ン ス フ ォ ー ム (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ニ ッ ソ ラ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ノ ー モ ル ト (乳) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ハ ー ベ ス ト オ イ ル (乳) ●

ハ チ ハ チ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

バ ロ ッ ク (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ピ ラ ニ カ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ァ ル コ ン (FL) ● ●

フ ェ ニ ッ ク ス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ェ ニ ッ ク ス (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ●

マ イ ト コ ー ネ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ●

マ ト リ ッ ク (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

モ ス ピ ラ ン (SG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ●

モ ベ ン ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ロ ム ダ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
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(FL)(FL) (水)(FL)(FL) (WG)(水)(水)(水)(FL) (水)(水)(FL) (FL)(液) (水)(水)(FL) (DF)(液) (FL)(水)(FL) (FL)(水) (水)(WG) (FL) (水)(FL) (WG)(FL) (FL) (FL)(FL) (水)(FL) (水)(水)(DF) (水)(水)(水)(水)(FL)

ア ク サ ー (FL) － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アグリマイシン１００ (水) ● △ ●

ア グ レ プ ト (水) ● ×

ア ス パ イ ア (水) ●

ア フ ェ ッ ト (FL) ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アミスター１０ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ●

※1 アリエッティ (水) ● ● ● ● △ ● ● ● ● ●

※1 アリエッティＣ (水) ● － ● ● ● ● × ● ● ● ● ● △ ● ● ● ●

アントラコール (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ン ビ ル (FL) ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イ ン ダ ー (FL) ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ コ シ ョ ッ ト (WG) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン (水) ● ● － ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ー ソ サ イ ド (水) ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ キ シ ラ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ●

オキシンドー８０ (水) ● － ● × ● ● ● ● ● ●

オ ン リ ー ワ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カスミンボルドー (水) ●

キ ノ ン ド ー (FL) ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

キノンドー４０ (水) ● ● ● ● ● ●

キノンドー８０ (水) ● ● ● ● ● ●

キ ャ プ レ ー ト (水) ● ● ● ●

ジマンダイセン (水) ● ● ● ● － ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ク レ ア (FL) ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス コ ア (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス タ ー ナ (水) ● ● ● ●

ス ト ロ ビ ー (DF) ● ● ○ ● ● ● － ● ● ● ● ●

ダコニール１０００ (FL) ● ● ●

チオノック・トレノックス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デ ラ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × － ● ● ● ● ● ● ● ●

ド キ リ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ッ プ ジ ン Ｍ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

ト リ フ ミ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ●

ネ ク ス タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ●

パ レ ー ド １ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ファンタジスタ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ●

フロンサイドＳＣ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ●

ベ ル ク ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

ベ ル ク ー ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

ベ ル ク ガ ー ド (水) ● ●

ペ ン コ ゼ ブ (水) ● ● ● × ● ● ● －

ベ ン レ ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

ポリオキシンＡＬ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ボ ル ド ー (液) ×

ユ ニ ッ ク ス (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：アリエッティ（水）、同C（水）とフロアブル剤を混用する場合、必ずフロアブル剤を最初に所定濃度に希釈してから、アリエッティ（水）、同C（水）を最後に加える。
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(水) (水) (FL) (SG) (水) (FL) (乳) (水) (FL) (水) (FL) (WG) (水) (FL) (FL) (FL) (WG) (DF) (FL) (DF) (水) (水) (液) (乳) (FL) (WG) (FL) (FL) (WG) (乳) (水) (水) (FL) (水) (FL) (SG) (FL) (FL) (乳) (乳) (水) (乳) (WG) (水) (MC) (FL) (FL) (FL) (FL) (溶) (WG) (WG) (液) (水) (水) (FL) (水) (FL) (水) (液) (乳) (水) (DF) (EW) (FL) (WG) (FL) (水) (EW) (WG) (FL) (FL) (FL) (WG) (溶) (FL) (FL) (水) (EW) (乳) (SG) (FL) (FL) (乳) (水) (FL)

ア ク サ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
アグリマイシン１００ (水) ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ア グ レ プ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ア グ レ プ ト (液) ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ●
ア タ ッ キ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ●
ア フ ェ ッ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
アミスター１０ (FL) ◎ ◎ ● ● ● ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ◎ ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ●
ア ン ビ ル (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
イ オ ウ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
イ ン ダ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オ ー シ ャ イ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オ ー シ ャ イ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オ ー ソ サ イ ド (水) ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オ キ シ ラ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
オキシンドー８０ (水) ● × ● ● ● ● ● ● ●
オ ン リ ー ワ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
カスミンボルドー (水) ● ● ● ●
カ ナ メ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
カ リ グ リ ー ン (溶) ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ●
キノンドー４０ (水) ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ●
クプロシールド (FL) ●
ケ ン ジ ャ (FL) ● ● ● ●
コサイド３０００ (DF) ● ● ●
コ ナ ケ シ (WG) ● ● ● ●
サプロール・セーフガード (乳) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
サルバトーレＭＥ (液) ● ●
サルファーゾル (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
サ ン リ ッ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ジマンダイセン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ス ク レ ア (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ス コ ア (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ス タ ー ナ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ス ト マ イ ２ ０ (液) ● ● ● ● ● ● ▲ ○ ● ◎
ス ト ロ ビ ー (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ス ミ レ ッ ク ス (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
※5 石灰硫黄合剤 (液) ● ● × × × × × × △ ● × ● × ×
セルカディスＤ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ダ イ パ ワ ー (水) ●
ダ イ マ ジ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ダコニール１０００ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ●
ダ コ レ ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
チオノック・トレノックス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
デ ラ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ド キ リ ン (FL) ● ● ● ● ●
ト ッ プ ジ ン Ｍ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
トップジンＭゾル (FL) ● ●
ト リ フ ミ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ナ テ ィ ー ボ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ●
ナ リ ア (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ネ ク ス タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
パ ス ポ ー ト (WG) ●
パ ス ワ ー ド (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
バ リ ダ シ ン ５ (液) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
パ レ ー ド １ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ファンタジスタ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ●
フ リ ン ト ２ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
フルーツセイバー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
フ ル ピ カ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
※3 フロンサイドＳＣ (FL) ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ●
ベ ル ク ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ベ ル ク ー ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ペ ン コ ゼ ブ (水) ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
※4 ベ ンレート (水) ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
※1、5 ボルドー (液) ◎ × × ◎ ◎ × ◎ ● ● ◎ × ● ● × × × ◎
マイコシールド (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
マ イ シ ン ２ ０ (水) ● ● ○ ● ▲ ● ○
マ ネ ー ジ (DF) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ミ ギ ワ ２ ０ (FL) ● ●
ムッシュボルドー (DF) ● ● ●
ラ リ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ロ ブ ラ ー ル (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ロブラール５００アクア (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ＩＣボルドー４１２ (FL) ● × ● ● ● ● ● ● ● ● × ● ● ○ ● ◎ × ● ●
ＩＣボルドー６６Ｄ (FL) ◎ × × ●
Ｚ ボ ル ド ー (水) ● ● ● ●

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。
※1：アグロスリン（水）、サイアノックス（水）、ロディー（乳）をボルドー（液）と混用する場合は、使用直前に混合し、直ちに散布する。

※2：スミチオン（水）は、散布液調整後はそのまま放置せず、できるだけ速やかに散布する。
※3：フロンサイドSC（FL）とアディオン（乳）、スミチオン（乳）との混用は、薬害を生じやすいので特に、ももでは注意する。
※4：ベンレート（水）とダイアジノン（水）を混用する場合、時間の経過とともに凝集物が発生した事例があるので、事前に製造メーカー等に確認する。
※5：マブリック（水）、同（EW）は、石灰硫黄合剤（液）およびボルドー（液）との混用はさける。



もも農薬混用事例（殺虫･殺ダニ剤－殺虫･殺ダニ剤）
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(水) (FL) (SG) (水) (FL) (乳) (FL) (水) (FL) (WG) (水) (FL) (FL) (DF) (FL) (水) (水) (液) (乳) (FL) (FL) (WG) (乳) (水) (水) (FL) (水) (FL) (SG) (FL) (FL) (乳) (水) (乳) (水) (MC) (FL) (FL) (FL) (FL) (FL) (溶) (WG) (WG) (液) (FL) (FL) (水) (液) (乳) (EW) (FL) (WG) (FL) (水) (EW) (FL) (FL) (WG) (溶) (FL) (FL) (水) (EW) (乳) (SG) (乳) (水) (FL)

ア ー ク リ ン (水) ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ●

ア ー デ ン ト (水) － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ク タ ラ (SG) ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア タ ブ ロ ン Ｓ Ｃ (FL) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア デ ィ オ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア プ ロ ー ド (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア プ ロ ー ド (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ア ベ ン ジ ャ ー (FL) ●

イ カ ズ チ (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ウ ラ ラ (DF) ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エ ク シ レ ル Ｓ Ｅ (FL) ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ リ オ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ス ケ ー ド (乳) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カ ネ マ イ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

グ レ ー シ ア (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ テ ツ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ ル ト (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ ロ マ イ ト (乳) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ イ ア ノ ッ ク ス (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ ム コ ル (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

サ ン マ イ ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス タ ー ク ル (SG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス タ ー マ イ ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ミ チ オ ン (乳) △ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ミ チ オ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ●

ゼ ン タ ー リ (WG) ●

ダ イ ア ジ ノ ン (水) ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ イ ア ジ ノ ン (MC) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ニ ゲ ッ タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ニ コ ン グ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ダ ニ サ ラ バ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ◎ ● ● ● ● ●

ダ ニ ト ロ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

テ ッ パ ン (液) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デ ミ リ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

テ ル ス タ ー (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

テ ル ス タ ー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

ト ラ ン ス フ ォ ー ム (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

ニ ッ ソ ラ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ノ ー モ ル ト (乳) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

パ ー マ チ オ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

バ イ オ マ ッ ク ス (DF) ● ●

ハ チ ハ チ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

バ ロ ッ ク (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

ピ ラ ニ カ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

ピ ラ ニ カ (EW) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ●

フ ァ イ ブ ス タ ー (WG) ● ● ● ● ●

フ ァ ル コ ン (FL) ●

フ ェ ニ ッ ク ス (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フ ェ ニ ッ ク ス (WG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ●

マ イ ト コ ー ネ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

マ ブ リ ッ ク (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

マ ブ リ ッ ク (EW) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

モ ス ピ ラ ン (SG) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

モ ベ ン ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ロ ム ダ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。



もも農薬混用事例（殺菌剤－殺菌剤）
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(FL) (水)(水)(FL)(FL) (FL)(FL)(FL)(水)(FL) (FL)(FL)(溶)(DF)(乳) (水)(水)(FL)(WG)(水) (DF)(FL)(水)(FL)(水) (FL)(FL)(水)(FL)(水) (FL)(WG)(FL)(液)(FL) (WG)(FL)(FL)(水)(FL) (水)(水)(DF)(水)(FL) (水)

ア ク サ ー (FL) － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アグリマイシン１００ (水) ● － ● ● ● ● ○ ● ● ● △ ● ● ● ● ●

ア グ レ プ ト (水) ● － ● ● ○ ● ● ● ● ● ● △ ●

ア グ レ プ ト (液) ● ● ● ● ◎ ●

ア タ ッ キ ン (水) ● ● ● ● △ ● ● ●

ア フ ェ ッ ト (FL) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アミスター１０ (FL) ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

イ オ ウ (FL) ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イ ン ダ ー (FL) ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ー シ ャ イ ン (水) ● ○ ● ● ● － ○ ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

オ ー ソ サ イ ド (水) ● ●

オ キ シ ラ ン (水) ●

オ ン リ ー ワ ン (FL) ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

ケ ン ジ ャ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コ ナ ケ シ (WG) ●

サルバトーレＭＥ (液) ●

サルファーゾル (FL) ● ● ● ● ● ●

ス タ ー ナ (水) ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ト マ イ ２ ０ (液) ● ● ○ ●

ス ト ロ ビ ー (DF) ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ス ミ レ ッ ク ス (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

セルカディスＤ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

チオノック・トレノックス (FL) ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デ ラ ン (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ド キ リ ン (FL) ● ●

ト ッ プ ジ ン Ｍ (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ●

ト リ フ ミ ン (水) ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ●

ナ リ ア (WG) ● △ △ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

パ ス ワ ー ド (WG) ● ● ● ● ●

バ リ ダ シ ン ５ (液) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ●

パ レ ー ド １ ５ (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ヒトマイシンＳ (液) ● ●

フ リ ン ト ２ ５ (FL) ● ● ●

フルーツセイバー (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

フロンサイドＳＣ (FL) ● ● ●

ベ ル ク ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ●

ベ ル ク ー ト (FL) ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

ペ ン コ ゼ ブ (水) ● ● ● ● ● ● ● ●

ベ ン レ ー ト (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

ボ ル ド ー (液) × ×

マイコシールド (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

マ イ シ ン ２ ０ (水) ● ● ● ●

ラ リ ー (水) ● ● ● ● ●

ロ ブ ラ ー ル (水) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ●

ＩＣボルドー４１２ (FL) ●

ニ ー ズ（展 着 剤）● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

（注）混用に当たっては「混用事例集についての注意事項」と各薬剤のラベルをよく読んで使用する。



農薬の作用機構分類（ＲＡＣコード）

№ 農薬名 系統名 有効成分① ＩＲＡＣ① 有効成分② ＩＲＡＣ② № 農薬名 系統名 有効成分-1 ＦＲＡＣ① 有効成分-2 ＦＲＡＣ②
1 ｵﾘｵﾝ ｱﾗﾆｶﾙﾌﾞ 1A 1 ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 1

2 ｵﾝｺﾙ ﾍﾞﾝﾌﾗｶﾙﾌﾞ 1A 2 ﾍﾞﾝﾚｰﾄ ﾍﾞﾉﾐﾙ 1

3 ｶﾞｾﾞｯﾄ ｶﾙﾎﾞｽﾙﾌｧﾝ 1A 3 ｽﾐﾚｯｸｽ ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 2

4 ﾐｸﾛﾃﾞﾅﾎﾟﾝ NAC 1A 4 ﾛﾌﾞﾗｰﾙ ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 2

5 ﾗﾝﾈｰﾄ ﾒｿﾐﾙ 1A 5 ｱﾝﾋﾞﾙ ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ 3

6 ｼﾞｪｲｴｰｽ 6 ｲﾝﾀﾞｰ ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 3

7 ｵﾙﾄﾗﾝ 7 ｵｰｼｬｲﾝ ｵｷｽﾎﾟｺﾅｿﾞｰﾙﾌﾏﾙ酸塩 3

8 ｽﾐﾁｵﾝ MEP 1B 8 ｵﾝﾘｰﾜﾝ ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 3

9 ｶﾞｯﾄｷﾗｰ MEP 1B 9 ｽｺｱ ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 3

10 ｴﾙｻﾝ PAP 1B 10 ﾄﾘﾌﾐﾝ ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 3

11 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 1B 11 ﾏﾈｰｼﾞ ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 3

12 ﾏﾗｿﾝ ﾏﾗｿﾝ 1B 12 ﾗﾘｰ ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 3

13 ｷﾗｯﾌﾟ ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 2B 13 ﾙﾋﾞｹﾞﾝ ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 3

14 ﾌﾟﾘﾝｽ ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 2B 14 ｻﾝﾘｯﾄ ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ 3

15 ｱｰﾃﾞﾝﾄ ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ 3A 15 ﾃｰｸ ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ 3 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ M3

16 ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 3A 16 ｱｽﾊﾟｲｱ ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 3 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ M3

17 ｱﾃﾞｨｵﾝ ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 3A 17 ﾘﾄﾞﾐﾙｺﾞｰﾙﾄﾞMZ フェニルアミドﾞ系 ﾒﾀﾗｷｼﾙM 4 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ M3

18 ｻｲﾊﾛﾝ ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 3A 18 ﾌｼﾞﾜﾝ ｼﾞﾁｵﾗﾝ ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 6

19 ｽｶｳﾄ ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ 3A 19 ｱﾌｪｯﾄ

20 ﾃﾙｽﾀｰ ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ 3A 20 ﾌﾙｰﾂｾｲﾊﾞｰ

21 ﾄﾚﾎﾞﾝ ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 3A 21 ﾊﾟﾚｰﾄﾞ ﾋﾟﾗｼﾞﾌﾙﾐﾄﾞ 7

22 ﾊﾞｲｽﾛｲﾄﾞ ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 3A 22 ｶﾅﾒ ｲﾝﾋﾟﾙﾌﾙｷｻﾑ 7

23 ﾊﾟｰﾏﾁｵﾝ ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 3A MEP 1B 23 ﾊﾞｼﾀｯｸ ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 7

24 ﾏﾌﾞﾘｯｸ ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 3A 24 ﾈｸｽﾀｰ ｲｿﾋﾟﾗｻﾞﾑ 7

25 ﾛﾃﾞｨｰ 25 ｵﾙﾌｨﾝﾌﾟﾗｽ ﾌﾙｵﾋﾟﾗﾑ 7 ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 3

26 ﾛﾋﾞﾝﾌｯﾄﾞ 26 ｶﾝﾀｽ ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ 7

27 ｱｸﾀﾗ ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 4A 27 ﾈｸｽﾀｰ ｲｿﾋﾟﾗｻﾞﾑ 7

28 ｱﾄﾞﾏｲﾔｰ ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 4A 28 ｹﾝｼﾞｬ ｲｿﾌｪﾀﾐﾄﾞ 7

29 ｱﾙﾊﾞﾘﾝ 29 ﾌﾙﾋﾟｶ ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ 9

30 ｽﾀｰｸﾙ 30 ﾕﾆｯｸｽ ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ 9

31 ﾀﾞﾝﾄﾂ ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 4A 31 ｽｲｯﾁ ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ 9 ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ 12

32 ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 4A 32 ﾆﾏｲﾊﾞｰ ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 10 ﾍﾞﾉﾐﾙ 1

33 ﾍﾞｽﾄｶﾞｰﾄﾞ ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 4A 33 ｹﾞｯﾀｰ ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 10 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ 1

34 ﾓｽﾋﾟﾗﾝ ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 4A 34 ｽﾐﾌﾞﾚﾝﾄﾞ ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 10 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 2

35 ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾑ ｽﾙﾎｷｼｲﾐﾝ系 ｽﾙﾎｷｻﾌﾛﾙ 4C 35 ｱﾐｽﾀｰ ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 11

36 ｽﾋﾟﾉｴｰｽ ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ 5 36 ｽﾄﾛﾋﾞｰ ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 11

37 ﾃﾞｨｱﾅ 5 37 ﾌﾘﾝﾄ ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 11

38 ﾃﾞﾘｹﾞｰﾄ 5 38 ｽｸﾚｱ ﾏﾝﾃﾞｽﾄﾛﾋﾞﾝ 11

39 ｱﾆｷ ﾚﾋﾟﾒｸﾁﾝ 6 39 ﾅﾘｱ ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ 11 ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ 7

40 ｱﾌｧｰﾑ ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩 6 40 ﾎﾗｲｽﾞﾝ QoI剤ｵｷｻｿﾞﾘｼﾞﾝｼﾞｵﾝ類 ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ 11 ｼﾓｷｻﾆﾙ 27

41 ｺﾛﾏｲﾄ ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ 6 41 ﾌｧﾝﾀｼﾞｽﾀ QoI剤ﾍﾞﾝｼﾞﾙｶｰﾊﾞﾒｰﾄ類 ﾋﾟﾘﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 11

42 ﾁｪｽ ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ 9B 42 ﾑｹﾂ QoI剤ﾃﾄﾗｿﾞﾘﾉﾝ類 ﾒﾁﾙﾃﾄﾗﾌﾟﾛｰﾙ 11A

43 ｺﾙﾄ ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ 9B 43 ｾｲﾋﾞｱｰ ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾛｰﾙ系 ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ 12

44 ﾆｯｿﾗﾝ ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ 10A 44 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ ﾌｪﾝﾍｷｻﾐﾄﾞ 17

45 ﾊﾞﾛｯｸ ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 10B 45 ﾋﾟｸｼｵ ﾌｪﾝﾋﾟﾗｻﾞﾐﾝ 17

46 ﾊﾞｲｵﾏｯｸｽ 11A 46 ﾎﾟﾘｵｷｼﾝAL 抗生物質（キチン合成酵素阻害） ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ複合体 19

47 ｴｽﾏﾙｸ 11A 47 ﾗｲﾒｲ ｱﾐｽﾙﾌﾟﾛﾑ 21

48 ﾁｭｰﾝｱｯﾌﾟ 11A 48 ﾗﾝﾏﾝ ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 21

49 ﾃﾞﾙﾌｨﾝ 11A 49 ﾄﾞｰｼｬｽ ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ 21 TPN M5

50 ﾌｧｲﾌﾞｽﾀｰ 11A 50 ｴﾄﾌｨﾝ 有糸核分裂阻害 ｴﾀﾎﾞｷｻﾑ 22

51 ﾄｱﾛｰ 死菌剤 BT(死菌) 11A 51 ｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ 24 塩基性塩化銅 M1

52 ｵﾏｲﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ BPPS 12C 52 ｱｸﾞﾚﾌﾟﾄ

53 ﾃﾃﾞｵﾝ ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ 12D 53 ｽﾄﾏｲ

54 ｺﾃﾂ 呼吸系阻害剤 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 13 54 ﾎﾗｲｽﾞﾝ 27 ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ 11

55 ﾊﾟﾀﾞﾝ ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ系 ｶﾙﾀｯﾌﾟ 14 55 ﾍﾞﾄﾌｧｲﾀｰ 27 ﾍﾞﾝﾁｱﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 40

56 ｱﾀﾌﾞﾛﾝ ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝ 15 56 ｶｰｾﾞｰﾄ 27 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ M３

57 ｶｳﾝﾀｰ ﾉﾊﾞﾙﾛﾝ 15 57 ﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ 2,6-ｼﾞﾆﾄﾛｱﾆﾘﾝ ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ 29

58 ｶｽｹｰﾄﾞ ﾌﾙﾌｪﾉｸｽﾛﾝ 15 58 ｽﾀｰﾅ ｶﾙﾎﾞﾝ酸 ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸 31

59 ﾃﾞﾐﾘﾝ ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ 15 59 ｶﾝﾊﾟﾈﾗ ﾍﾞﾝﾁｱﾊﾞﾘｶﾙﾌﾞｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 40 ﾏﾝｾﾞﾌﾞ M3

60 ﾉｰﾓﾙﾄ ﾃﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ 15 60 ﾚｰﾊﾞｽ ﾏﾝｼﾞﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 40

61 ﾏｯﾁ ﾙﾌｪﾇﾛﾝ 15 61 ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ 40

62 ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞ ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 16 62 ﾏｲｺｼｰﾙﾄﾞ 抗生物質
（ﾀﾝﾊﾟｸ質合成開始阻害）

ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ 41

63 ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞｴｰｽ ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 16 ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ 21A 63 ｻﾞﾝﾌﾟﾛ 呼吸阻害（QoSI阻害） ｱﾒﾄｸﾄﾗｼﾞﾝ 45 ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ 40

64 ﾌｧﾙｺﾝ ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 18 64 ｵﾛﾝﾃﾞｨｽｳﾙﾄﾗ ｵｷｻﾁｱﾋﾟﾌﾟﾛﾘﾝ 49 ﾏﾝｼﾞﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 40

65 ﾏﾄﾘｯｸ ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 18 65 ｿﾞｰﾍﾞｯｸ ｴﾆｹｰﾄﾞ ｵｷｻﾁｱﾋﾟﾌﾟﾛﾘﾝ 49

66 ﾛﾑﾀﾞﾝ ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ 18 66 ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ｱﾘﾙﾌｪﾆﾙｹﾄﾝ ﾋﾟﾘｵﾌｪﾉﾝ 50

67 ﾀﾞﾆｶｯﾄ ｱﾐﾄﾗｽﾞ ｱﾐﾄﾗｽﾞ 19 67 ﾐｷﾞﾜ DHODHI殺菌剤 ｲﾌﾟﾌﾙﾌｪｷﾉﾝ 52

68 ｶﾈﾏｲﾄ ｱｾｷﾉｼﾙ 20B 68 ICﾎﾞﾙﾄﾞｰ M1

69 ﾏｲﾄｺｰﾈ ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ 20D 69 Zﾎﾞﾙﾄﾞｰ M1

70 ｻﾝﾏｲﾄ ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 21A 70 ｺｻｲﾄﾞ 水酸化第二銅 M1

71 ﾀﾞﾆﾄﾛﾝ ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ 21A 71 ﾎﾞﾙﾄﾞｰ 塩基性塩化銅 M1

72 ﾋﾟﾗﾆｶ ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 21A 72 ｵｷｼﾝﾄﾞｰ M1

73 ﾏｲﾄｸﾘｰﾝ ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾌｪﾝ 21A 73 ｷﾉﾝﾄﾞｰ M1

74 ﾀﾞﾆｹﾞｯﾀｰ ｽﾋﾟﾛﾒｼﾌｪﾝ 23 74 ﾄﾞｷﾘﾝ M1

75 ﾓﾍﾞﾝﾄ ｽﾋﾟﾛﾃﾄﾗﾏﾄ 23 75 石灰硫黄合剤 硫黄 石灰硫黄合剤 Ⅿ2

76 ｽﾀｰﾏｲﾄ ｼｴﾉﾋﾟﾗﾌｪﾝ 25A 76 ﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ

77 ﾀﾞﾆｻﾗﾊﾞ ｼﾌﾙﾒﾄﾌｪﾝ 25A 77 ｼﾞﾏﾝﾀﾞｲｾﾝ

78 ﾀﾞﾆｺﾝｸﾞ ﾋﾟﾌﾙﾌﾞﾐﾄﾞ 25B 78 ﾁｵﾉｯｸ

79 ｴｸｼﾚﾙse ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ 28 79 ﾄﾚﾉｯｸｽ

80 ｻﾑｺﾙ ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ 28 80 ｱﾝﾄﾗｺｰﾙ ﾌﾟﾛﾋﾟﾈﾌﾞ M3

81 ﾃｯﾊﾟﾝ ｼｸﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ 28 81 ｵｷｼﾗﾝ ｷｬﾌﾟﾀﾝ M4 有機銅 M1

82 ﾌﾟﾚﾊﾞｿﾝ ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ 28 82 ｵｰｿｻｲﾄﾞ ｷｬﾌﾟﾀﾝ M4

83 ﾌｪﾆｯｸｽ ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ 28 83 ｷｬﾌﾟﾚｰﾄ ｷｬﾌﾟﾀﾝ M4 ﾍﾞﾉﾐﾙ 1

84 ﾖｰﾊﾞﾙ ﾃﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ 28 84 ﾌﾙｰﾂｶﾞｰﾄﾞ ｷｬﾌﾟﾀﾝ M4 ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ 7

85 ｳﾗﾗ 摂食阻害剤 ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ 29 85 ﾀﾞｺﾆｰﾙ M5

86 ｸﾞﾚｰｼｱ ｲｿｵｷｻｿﾞﾘﾝ系 ﾌﾙｷｻﾒﾀﾐﾄﾞ 30 86 ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ M5

87 ﾀﾞﾆｵｰﾃ 殺ダニ剤 ｱｼﾉﾅﾋﾟﾙ 33 87 ﾀﾞｲﾊﾟﾜｰ ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩 M7 ｷｬﾌﾟﾀﾝ M4

88 粘着くん ﾋﾄﾞﾛｷｼﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾃﾞﾝﾌﾟﾝ 「-」 88 ﾍﾞﾙｸｰﾄ ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩 M7

89 ｴｺﾋﾟﾀ 還元澱粉糖化物 「-」 89 ﾃﾞﾗﾝ キノン系 ｼﾞﾁｱﾉﾝ M9

90 ﾄﾓﾉｰﾙ 「-」 90 ｽﾄﾗｲﾄﾞ ﾏﾚｲﾐﾄﾞ系 ﾌﾙｵﾙｲﾐﾄﾞ M11

91 ｽﾌﾟﾚｰｵｲﾙ 「-」 91 ｱﾘｴｯﾃｨC 抵抗性誘導剤 ﾎｾﾁﾙ P7 ｷｬﾌﾟﾀﾝ M4

92 ﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙ 「-」 92 ｲﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝｸﾘｱ ﾊﾞﾁﾙｽ ｱﾐﾛﾘｸｴﾌｧｼｴﾝｽ BM2

93 ﾏｼﾝ油 「-」 93 ｴｺｼｮｯﾄ ﾊﾞﾁﾙｽ ｽﾞﾌﾞﾁﾘｽD747 BM2

94 ｱｶﾘﾀｯﾁ ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉ脂肪酸ｴｽﾃﾙ UNE 94 ﾎﾞﾄｷﾗｰ ﾊﾞﾁﾙｽ ｽﾞﾌﾞﾁﾘｽMBI600株 BM2

95 ｺﾝﾌｭｰｻﾞｰN ｵﾘﾌﾙｱ 「-」 ﾄｰﾄﾘﾙｱ 「-」

96 ｺﾝﾌｭｰｻﾞｰR ｵﾘﾌﾙｱ 「-」 ﾄｰﾄﾘﾙｱ 「-」 № 農薬名 系統名 有効成分-1 HＲＡＣ① 有効成分-2 ＨＲＡＣ②

97 ｽｶｼﾊﾞｺﾝL ｼﾅﾝｾﾙｱ 「-」 1 ﾀﾞｲﾛﾝ 除草剤 DCMU 5
98 ﾊﾏｷｺﾝ-N ﾄｰﾄﾘﾙｱ 「-」 2 ﾀｯﾁﾀﾞｳﾝIQ 除草剤
99 ｼﾝｸｲｺﾝ-L ﾋﾟｰﾁﾌﾙｱ 「-」 3 ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ 除草剤

4 ｶﾙﾅｸｽ 除草剤
5 草枯らし 除草剤
6 ﾊﾞｽﾀ 除草剤 ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ 10
7 ｻﾞｸｻ 除草剤 ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄPﾅﾄﾘｳﾑ塩 10
8 ﾚｸﾞﾛｯｸｽ 除草剤 ｼﾞｸﾜｯﾄ 22
9 ｶｿﾛﾝ 除草剤 DBN 29

４.ただし、殺虫剤については、ＩＲＡＣコードの数字が同じ薬剤は、なるべく連用を避けます。しかし、他に有効な農薬がない場合はアルファベットの異なる薬剤を次回に使用する。

ＭＢＣ剤

殺菌剤

ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ系

有機リン系

　コード名（殺虫剤はＩＲＡＣ、殺菌剤はＦＲＡＣ、除草剤はＨＲＡＣコード）が同じ場合は有効成分が同一系統に属する。

ＡＰ剤

7ﾍﾟﾝﾁｵﾋﾟﾗﾄﾞ

SDHI剤

ＥＢＩ剤
（ＤＭＩ剤）

ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ系

OSBPI

抗生物質
（ﾀﾝﾊﾟｸ質合成開始阻害）

QiI剤

KRI殺菌剤

ＱＯＩ剤
ｽﾄﾛﾋﾞﾙﾘﾝ系

N-ﾌｪﾆﾙｶｰﾊﾞﾒｰﾄ系

ﾏﾝｾﾞﾌﾞ

ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ系

有機銅有機銅

塩基性硫酸銅

無機胴

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩 9

※果樹に適用のない薬剤も記載されていることから、使用に際しては登録内容を確認する。

２.薬剤抵抗性の発達を抑えるため、同じ系統剤の連用を避け、異なる系統の薬剤とのローテーション使用を行う。

３.農薬を適切に選択するためには、有効成分がどの系統に属しているかを確認する必要がある。

物理的阻害
（気門封鎖） ﾏｼﾝ油

微生物剤

フェロモン剤

除草剤

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩 9

M3殺ダニ剤
（複合体Ⅱ阻害剤）

ﾁｳﾗﾑ M3

ｼﾞｱﾐﾄﾞ系

ﾌﾀﾙｲﾐﾄﾞ系

ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ TPN

殺ダニ剤
（複合体Ⅰ阻害剤）

脂質生合成阻害

ﾌﾞﾌﾟﾞﾛﾌｪﾝ(IGR剤)

ｼﾞｱｼﾙ－ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ系
（ＩＧＲ剤）

殺ダニ剤
（複合体Ⅲ阻害剤）

ｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ硫酸塩 25

ｼｱﾉｱｾﾄｱﾐﾄﾞ系 ｼﾓｷｻﾆﾙ

ﾍﾞﾝｿﾞｲﾙ尿素系
（ＩＧＲ剤）

CAA殺菌剤

ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系

摂食阻害剤

ﾊﾀﾞﾆ類生育阻害剤

生菌剤 BT(生菌)

ネオニコチノイド系

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 4A

ｽﾋﾟﾉｼﾝ系
ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ

合成ピレスロイド系

ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 3A

殺虫剤

カーバメート系

ｱｾﾌｪｰﾄ 1B

ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ系



（2026年用） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＡ全農山形　資材エネルギー部　肥料農薬課　

卵 幼虫 成虫 卵 幼虫 成虫 りんご おうとう も　も ぶどう な　し きゅうり トマト な　す すいか いちご メロン かき
菊

(花き)
食用
ぎく

ば　ら

ダニサラバフロアブル ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 有り （○） × × × 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 － 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

・ハダニの全ての生育ステージに対して効果を示し、特に幼虫から若虫に対して効果がある。
・天敵その他有用動物に対して影響が少ない。
・ボルドー液との混用は避け、近接散布は前後１４日以上あける。
・アリエッティＣ水和剤、カルシウム剤と混用する場合、ダニサラバフロアブルを先に溶かす。
・他に小粒核果類、ピーマン、花き類・観葉植物等で登録あり。
・スターマイトフロアブル、ダニコングフロアブルを使用した場合、抵抗性出現防止のためダニサラバフロアブルは使用しない。

スターマイトフロアブル ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 有り （○） ○ × × 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 － 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 －

・ハダニの全ての生育ステージに対して効果がある。
・ボルドー液との混用および１４日以内の近接散布は効果が劣るので避ける。
・有袋栽培の洋なしに使用する場合、果実の薬斑が目立つおそれがあるので、袋かけ前の散布はしない。
・アリエッティＣ水和剤と混用する場合、スターマイトフロアブルを先に溶かす。
・有用昆虫（ミツバチ、マルハナバチ、マメコバチ）およびカブリダニ等の天敵に対する影響が少ない。
・他に小粒核果類、食用ほおずき、りんどう、ピーマン等で登録あり。
・ダニサラバフロアブル、ダニコングフロアブルを使用した場合、抵抗性出現防止のためスターマイトフロアブルは使用しない。

25B ダニコングフロアブル △ ◎ ◎ △ ◎ ◎ 有り （○） × × × 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 － － 3,000 3,000 3,000 3,000 2,000 2,000 ー 2,000

・ハダニの幼虫・成虫に対して効果がある。
・天敵その他有用動物に対して影響が少ない。
・ボルドー液との混用および１４日以内の近接散布は効果が劣るので避ける。
・他にピーマン・花き類・小粒核果類等で登録あり。
・ダニサラバフロアブル、スターマイトフロアブルを使用した場合、抵抗性出現防止のためダニコングフロアブルは使用しない。

10B バロックフロアブル ◎ ◎ × ◎ ◎ × 有り
(ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ）

（○） × ○
(殺卵)

× 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 － 2,000 2,000 2,000 2,000 － 2,000 ー 2,000

・成虫に対する活性はないが、卵・幼虫・若虫の各ステージに活性が高く長い残効がある。
・ボルドー液散布１４日前まで使用し、ボルドー液散布後は使用しない。
・ぶどうの幼果期以降の使用は注意する（果粉溶脱）
・すもも、花き類・観葉植物にも登録あり。

33 ダニオーテフロアブル 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ 無し （○） × × × 1,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 - 2,000 2,000 2,000 2,000 - 2,000 - 2,000

・天敵・有用生物への影響が少ない。
・銅を含む製剤との混用および近接散布で効果が低下する恐れがあるため、以下に気を付ける。
　①混用を避ける　②ダニオーテ散布から銅剤散布までは10日以上間隔をあける　③銅剤散布後は散布しない。
・小粒核果類への登録あり。

ピラニカＥＷ ― 1,000 1,000 ― ― 2,000 ― 2,000 2,000 2,000 2,000 ― 1,000 ― 2,000

ピラニカ水和剤 1,000 1,000 1,000
(大粒種)

2,000
1,000 ― ― ― ― ― ― 2,000 ― ― ―

サンマイト水和剤 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 － － － － － － 1,000 － ー －

サンマイトフロアブル － － － － － 1,000 － － 1,000 1,000 1,000 － 1,000 1,000 －

ダニトロンフロアブル ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 有り （○） ○ ○ ○ 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 2,000 1,000 2,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 ー 1,000

・原液を皮膚や目に直接付着しないようにする。（刺激が強い）
・石灰硫黄剤との混用は避ける。
・蚕に長期間毒性があるので桑葉にかからないように注意する.
・花卉類では花に薬害を生じる場合があるので、花や蕾に薬剤が付着する恐れのある時期には使用を避ける。
・キウイフルーツ、うめ、ミニトマト、ほうれんそう、ピーマン、花き類・観葉植物にも登録あり。
・サンマイト･ピラニカを使用した場合、抵抗性出現防止のためダニトロンは使用しない。

20B カネマイトフロアブル ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 有り （○） ○ ○ × 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 － 1,000 1,000 1,000 1,000 － 1,000 1,000 －

・アリエッティＣと混用する場合は、カネマイトを先に希釈し混用する。
・天敵・有用昆虫に対する影響が少ない。
・ボルドー液などのアルカリ性の強い薬剤との混用は避ける。
・ぶどうに使用する場合、落花20日以降袋掛け前までの散布は果粉溶脱や汚れを生じることがあるので注意する。
・うめ、すもも、うり類（漬物用）、ピーマンにも登録あり。

20D マイトコーネフロアブル △ ◎ ◎ △ ○ ○ 有り （○） × ○ × 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 ー －

・ミツバチ・蚕およびカブリダニ等の天敵に対する影響が少ない。
・ボルドー液との混用は避け、近接散布は前後１４日以上あける。
・なしに使用する場合、6月以前の使用は避ける。また、高温・乾燥時には薬害を避けるため使用しない。
・小粒核果類、ミニトマト、ピーマン、食用ほおずきにも登録あり。

コロマイト水和剤 2,000 － － 2,000 2,000 2,000 － 2,000 2,000 2,000 2,000 － 2,000 2,000 2,000

コロマイト乳剤 1,000 1,000 1,000 － 1,000 1,000 1,500 1,500 1,000
(親株床)

1,000 1,000 － 1,500 ー －

23 ダニゲッターフロアブル ◎ ◎ △ ◎ ◎ △ 無し （○） ○ ○ × 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 － － － － － － － － ー －

・ハダニ類の全ステージに効果があるが、特に卵・幼虫に対する効果が高く、残効性が長い。
・遅効的だが、成虫には不妊作用を示す。
・ボルドー液との同時散布および前後１４日以内の近接散布は効果が劣る恐れがあるので避ける。
・新梢伸長期の日本なし(二十世紀を除く）に使用する場合、以下の事項に注意する。
　(１)豊水，新高、長十郎には新葉に薬害を生じる恐れがあるので使用しない。
　(２)有機リン剤との同時散布および１０日以内の近接散布は新葉に薬害を生じる恐れがあるので避ける。
・おうとうに使用する場合は、新梢伸長期に薬害を生じることがあるので、葉の硬化を持って使用する。
・キャベツ、はくさい、こまつな、ねぎ、ばらに対して薬害を生ずる恐れがあるので、付近にある場合かからないように注意すること。
・開花期の水稲に本剤がかかった場合、不稔などの薬害を生じる場合があるのでかからないように注意する。
・小粒核果類で登録あり。

13 コテツフロアブル ◎ ◎ ◎ × × × 有り ○ ○ ○ × 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 － 2,000 2,000 2,000 2,000

・ぶどうは収穫60日前までの使用なので注意する。
・蚕・ミツバチへの影響があるので、使用の際は注意する。
・ハクサイ･ダイコン･きゅうり･なすの幼苗期は薬害の恐れがあるので使用時は注意。
・かき（刀根早生など）の着色期の散布は薬害を生じる恐れがあるので使用を避ける。
・オクラではオオタバコガで登録あり。
・スイカではミナミキイロアザミウマにも登録あり。
・小粒核果類、ミニトマト、ピーマン、花き類・観葉植物（きく、ストックを除く）にも登録あり。

ー アカリタッチ乳剤 × 〇 〇 × 〇 〇 無し （○） （〇） （△） × 2,000
2,000
～

3,000
2,000 2,000 2,000

2,000
～

3,000

2,000
～

3,000

2,000
～

3,000

2,000
～

3,000

2,000
～

3,000

2,000
～

3,000
2,000 -

2,000
～

3,000
－

・本剤は害虫を窒息させる気門封鎖であるため、卵には効果がなく、また残効性が期待できないので、５～７日間隔での連続２回散布や、他剤とのローテーション散布を
  行う。
・本剤は散布液が直接害虫にかからないと効果がないため、害虫にむらなくかかるよう、葉の表裏へていねいに十分散布する。
・展着剤は薬害回避のため加用しない。
・散布液が溜まるような状態では、油浸状・茶褐色の薬害（イチゴの果実等）が発生することがあるため、薬液の乾きやすい時に登録範囲内の少ない使用液量で散布する。
・高温時や日射の強い時間帯または寒暖の差が激しい時期の散布は避ける。
・おうとうでは果実黄化期や黄色品種（月山錦など）は果実に薬害を生じる恐れがあるので使用を避ける。
・日本なしに使用する場合、果実に薬害を生じるおそれがあるので、使用濃度を厳守し、特に幼果期の散布はさける。

◎ ◎ 有り （○） ○6 〇 ◎ ◎ 〇

○ ○

・原液を皮膚や目に直接付着しないようにする。（刺激が強い）
・蚕に対して影響があるので桑葉にかからないようにする。
・バラの新展開葉に薬害が生じることがあるので薬剤がかからないようにする。
・ＥＷは花き類・観葉植物(ｶｰﾈｰｼｮﾝ、きくを除く)で登録あり。
・サンマイト・ダニトロンを使用した場合、抵抗性出現防止のためピラニカ剤は使用しない。

△ 〇 〇 ○ ◎ ◎ 有り （○） ○ ○ ○

・原液を皮膚や目に直接付着しないようにする。（刺激が強い）
・蚕・ミツバチに対して影響があるので注意する。
・フロアブル剤は、ピーマン、えだまめ、食用ほおずきのコナジラミ類に登録あり。
・水和剤はすもも、キウイフルーツに登録あり。
・フロアブル剤は、キュウリ・メロンに使用する際は極端な高温期や幼苗期は新葉に薬害を生じる恐れがあるため避ける。
・ダニトロン･ピラニカを使用した場合、抵抗性出現防止のためサンマイト剤は使用しない。

◎ ◎ 有り （○） ○

21A

○ ◎ ◎ ○

チャノ
ホコリ
ダ  ニ
※１

サビダニ
※１

ﾎﾞﾙﾄﾞｰ液
・混用

希　釈　倍　数

特 性 お よ び 注 意 事 項

※各薬剤共、ボルドー液と混用して使用すると効果が低下したり、残効期間が短くなるので留意願います。

※殺ダニ剤は抵抗性出現を防止するため同一成分及び同一系統(IRACコードを確認する）の薬剤は年一回の使用を厳守する。但し、気門封鎖剤（アカリタッチ乳剤）は除く。

殺　　ダ　　ニ　　剤　　の　　登　　録　　一　　覧　　表

IRAC
コード

25A

○ ○

・蚕に長期毒性があるので、桑葉にかからないように注意すること。
・ミツバチに軽度の影響があるので注意すること。
・乳剤は展着剤によっては薬害を助長する場合があるので汎用性展着剤以外の使用は避けること。
・乳剤は作物によってはコナジラミ類､トマトサビダニ､ハモグリバエ類で登録あり。
・乳剤は小粒核果類、ピーマン、ミニトマト、食用ほおずきにも登録あり。

※１；（　）内に表示されている記載については、各県ならびに本会農薬研究室の試験結果ならびにメーカーの情報を参考に県本部独自で評価した内容となっています。

※本資料作成以降に農薬の適用内容が変更になる場合もあるため、ご使用される際にはラベルの登録内容を再度ご確認にうえ、ご指導いただきますようお願いいたします。なお、記載している希釈倍数については、登録濃度の高い希釈倍数のみを記載しています。

2025年11月28日 作成

薬　 剤   名
ナミハダニ リンゴハダニ

感受性の
低下実績

オウトウ
ハ ダ ニ

※１



 

文
字
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枠
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さ
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間
違
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修
正
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プ
で
消
し
て
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さ
い
。

記入例

【記入方法】
上段に散布日を記入し、左記から使用した農薬を選んで“○”を付けるだけの簡

単な記帳方法を採用しています。※日付（散布日）と連動しますので、1枚目・2枚

目の防除回数は関係ありません。日付が前後してもＯＫです。

また、展着剤や葉面散布剤は記入しないで下さい。（農薬・除草剤・植物調整剤

のみ記入）

例）4/22にトレノックスフロア

ブル500倍を散布した場合は、

このように記載して下さい。

記載がない農薬や倍数が異な

る場合は手書きで記入下さい。

複数の品種がある場合は、枠外にどの

品種がいつから収穫されたか記入下さ

い。

枠内は機械で読み取る範囲となるの

で、記入する場合は枠内とし、はみ

出さないよう記入下さい。



農薬コード表(対象作物：果樹)
それぞれの品目での登録内容を確認して使用ください。
数字⇒アルファベット⇒カタカナ⇒漢字の順で並んでいます。

コード 名称 用途 コード 名称 用途 コード 名称 用途
90042 ９５マシン 殺虫剤 99055 アベンジャーフロアブル 殺虫剤 90397 カーメックスＤ 除草剤

93641 ＣＸ－１０ 植物成長調整剤 93414 アミスター１０フロアブル 殺菌剤 92749 カスケード乳剤 殺虫剤

90632 ＤＣＭＵ水和剤 除草剤 91504 アリエッティＣ水和剤 殺菌剤 92430 ガスタード微粒剤 殺虫殺菌除草剤

81142 ＩＣジンク水和剤 殺菌剤 91537 アリエッティ水和剤 殺菌剤 91199 カスミンボルドー 殺菌剤

92806 ＩＣボルドー４１２ 殺菌剤 92351 アルタベールフロアブル 殺虫殺菌剤 91020 カソロン粒剤４．５ 除草剤

92808 ＩＣボルドー４８Ｑ 殺菌剤 93891 アルバリン粒剤 殺虫剤 91056 カソロン粒剤６．７ 除草剤

92807 ＩＣボルドー６６Ｄ 殺虫殺菌剤 93895 アルバリン顆粒水溶剤 殺虫剤 93282 カタナ水和剤 除草剤

91453 Ｋ．Ｋステッカー その他 93521 アントラコール顆粒水和剤 殺菌剤 81175 カダンＭＡＸ 殺虫殺菌剤

90186 ＮＣＳ 殺虫殺菌除草剤 92429 アンビルフロアブル 殺菌剤 93961 カダンセーフ 殺虫殺菌剤

94525 Ｙ－ハッテン その他 90422 アンレス 殺菌忌避剤 98875 カダンセーフ２ 殺虫殺菌剤

90136 Ｚボルドー 殺菌剤 92304 イオウフロアブル 殺虫殺菌剤 94910 カダンセーフ原液 殺虫殺菌剤

94354 アークリン水和剤 殺虫剤 94804 イカズチＷＤＧ 殺虫剤 81174 カダンベジＭＡＸ 殺虫殺菌剤

97603 アーデントフロアブル 殺虫剤 96358 イデクリーン水和剤 殺虫殺菌剤 98510 カチオンプラス その他

92943 アーデント水和剤 殺虫剤 93780 インダーフロアブル 殺菌剤 98888 カッシーニフロアブル 殺菌剤

94463 アーリーセーフ 殺虫殺菌剤 97942 インプレッションクリア 殺菌剤 90669 ガットキラー乳剤 殺虫剤

81277 アイーナ２０フロアブル 殺菌剤 94482 ウララＤＦ 殺虫剤 90835 ガットサイドＳ 殺虫剤

96571 アイヤーエース その他 91440 エアータック乳剤 殺虫剤 91609 カッパーシン水和剤 殺菌剤

93776 アカリタッチ乳剤 殺虫殺菌剤 92879 エイトアップ液剤 除草剤 98584 カナメフロアブル 殺菌剤

98517 アクサーフロアブル 殺菌剤 98005 エクシレルＳＥ 殺虫剤 93550 カネマイトフロアブル 殺虫剤

94904 アクセルフロアブル 殺虫剤 81286 エコアーク 殺菌剤 98867 カビナイスＰＺ水和剤 殺菌剤

93822 アクタラ顆粒水溶剤 殺虫剤 94333 エコショット 殺菌剤 92702 カリグリーン 殺菌剤

90050 アグリマイシン－１００ 殺菌剤 94358 エコピタ液剤 殺虫殺菌剤 93636 カルナクス 除草剤

95184 アグレイド その他 94057 エコマイト顆粒水和剤 殺虫剤 94479 カルビオ 殺菌剤

90937 アグレプト液剤 殺菌植調剤 94582 エコマスターＢＴ 殺虫剤 90949 カルホス微粒剤Ｆ 殺虫剤

90152 アグレプト水和剤 殺菌剤 94147 エコルーキー 植物成長調整剤 98815 カレター 除草剤

94933 アグロケア水和剤 殺菌剤 93370 エスマルクＤＦ 殺虫剤 94275 カンタスドライフロアブル 殺菌剤

91966 アグロスリン水和剤 殺虫剤 90754 エスレル１０ 植物成長調整剤 97543 カンパネラ水和剤 殺菌剤

94725 アスパイア水和剤 殺菌剤 97639 エトフィンフロアブル 殺菌剤 95187 キックオフ顆粒水和剤 殺虫剤

90942 アタッキン水和剤 殺菌剤 99045 エビート顆粒水和剤 殺菌剤 92476 キノンドーフロアブル 殺菌剤

90588 アタックオイル 殺虫植調剤 90446 エムダイファー水和剤 殺菌剤 90303 キノンドー水和剤４０ 殺菌剤

92622 アタブロンＳＣ 殺虫剤 90352 エルサン水和剤４０ 殺虫剤 91112 キノンドー水和剤８０ 殺菌剤

95250 アップライト その他 94996 オーシャインフロアブル 殺菌剤 97975 キノンドー顆粒水和剤 殺菌剤

92484 アディオンフロアブル 殺虫剤 93649 オーシャイン水和剤 殺菌剤 90580 キヒゲン 殺虫殺菌忌避剤

91710 アディオン水和剤 殺虫剤 90440 オーソサイド水和剤８０ 殺菌剤 94140 キャピタルグリホサート４１％ 除草剤

91709 アディオン乳剤 殺虫剤 97960 オールスタースプレー 殺虫剤 90927 キャプレート水和剤 殺菌剤

92774 アドマイヤーフロアブル 殺虫剤 90584 オキシベロン液剤 植物成長調整剤 97520 キュプロフィックス４０ 殺虫殺菌剤

92647 アドマイヤー水和剤 殺虫剤 94145 オキシラン水和剤 殺菌剤 94277 キラップフロアブル 殺虫剤

93640 アドマイヤー顆粒水和剤 殺虫剤 91577 オキシンドー水和剤８０ 殺菌除草剤 81205 キワミＰＺ水和剤 殺菌剤

92008 アドミックス その他 90319 オマイト水和剤 殺虫殺菌剤 81275 キワミフロアブル 殺菌剤

95167 アニキフロアブル 殺虫剤 95253 オラクル顆粒水和剤 殺菌植調剤 91190 キンセット水和剤 殺菌剤

90616 アビオン－Ｅ その他 92750 オリオン水和剤４０ 殺虫剤 92585 キンセット水和剤８０ 殺菌剤

94759 アフェットフロアブル 殺菌剤 92661 オレート液剤 殺虫殺菌剤 93553 クオークフロアブル 殺虫剤

98449 アフターエイドフロアブル 除草剤 98500 オロンディスウルトラＳＣ 殺菌剤 94355 クサキングエースフロアブル 除草剤

91617 アプローチＢＩ その他 93937 オンリーワンフロアブル 殺菌剤 95616 クサクリア 除草剤

93497 アプロードエースフロアブル 殺虫剤 93325 カーゼートＰＺ水和剤 殺菌剤 93401 クサクリーン液剤 除草剤

93396 アプロードフロアブル 殺虫剤 97555 ガーデンアシストＶスプレー 殺虫剤 90744 クサトールＦＰ水溶剤 除草剤

91581 アプロード水和剤 殺虫剤 98951 ガーデンアシストＷスプレー 殺虫殺菌剤 95153 クサトリーナ 除草剤

91434 アプロン その他 99081 ガーデンアシストピュアスプレー 殺虫殺菌剤 94367 クサトリキング 除草剤



コード 名称 用途 コード 名称 用途 コード 名称 用途
94117 クサトローゼ 除草剤 94042 サンダーボルト００７ 除草植調剤 91380 ストッポール液剤 植物成長調整剤

93275 クサブロー 除草剤 90323 サントクテン８０ その他 90495 ストマイ液剤２０ 殺菌植調剤

98307 クプロザートフロアブル 殺虫殺菌剤 92878 サンフーロン液剤 除草剤 94352 ストライド顆粒水和剤 殺菌剤

98308 クプロシールド 殺虫殺菌剤 97926 ザンプロＤＭフロアブル 殺菌剤 93342 ストロビードライフロアブル 殺菌剤

98803 クミガードＳＣ 殺菌剤 97925 ザンプロフロアブル 殺菌剤 94770 スパイカルＥＸ 殺虫剤

90394 クミテン その他 90920 サンボルドー 殺菌剤 96334 スパイカルプラス 殺虫剤

94652 クミテンエース その他 92466 サンマイト水和剤 殺虫剤 99121 スパイカルプラスＵＭ 殺虫剤

92117 クムラス 殺虫殺菌剤 93992 サンリット水和剤 殺菌剤 92929 スパイデックス 殺虫剤

90524 グラスチッカー その他 92766 ジーファイン水和剤 殺菌剤 99112 スパイデックスバイタル 殺虫剤

81282 グラミンＰ その他 98176 システムスワルくん 殺虫剤 81186 スパイナーフロアブル 殺菌剤

98406 グリーンスキットシャワー 除草剤 98983 システムスワルくんロング 殺虫剤 93545 スピノエースフロアブル 殺虫剤

92877 グリホエキス液剤 除草剤 98181 システムミヤコくん 殺虫剤 90340 スピンドロン乳剤 殺虫剤

94135 グリホキング 除草剤 93264 シトラーノフロアブル 殺菌剤 91479 スプレイザー その他

98453 グリホス液剤 除草剤 90168 ジベラ錠 植物成長調整剤 94654 スプレイザーエース その他

99152 グレーシアフロアブル 殺虫剤 90185 ジベラ錠５ 植物成長調整剤 90454 スプレーオイル 殺虫殺菌剤

90388 クレフノン その他 90169 ジベレリン 植物成長調整剤 97948 スマートフレッシュ　タブ 植物成長調整剤

90003 クロールピクリン 殺虫殺菌除草剤 91133 ジベレリンペースト 植物成長調整剤 98856 スマートフレッシュ　プロタブＹ 植物成長調整剤

90219 クロピク８０ 殺虫殺菌除草剤 90170 ジベレリン液剤 植物成長調整剤 95257 スマートフレッシュくん蒸剤 植物成長調整剤

90745 クロレートＳＬ 除草剤 91594 ジベレリン錠剤 植物成長調整剤 90268 スミチオン水和剤４０ 殺虫剤

92426 ゲッター水和剤 殺菌剤 90171 ジベレリン粉末 植物成長調整剤 90120 スミチオン乳剤 殺虫剤

98365 ケンジャフロアブル 殺菌剤 93236 ジマンダイセンＤＦ 殺虫殺菌剤 91156 スミレックス水和剤 殺菌剤

91497 ゴーゴーサン乳剤３０ 除草剤 93175 ジマンダイセンフロアブル 殺菌剤 92514 スミロディー水和剤 殺虫剤

94942 コサイド３０００ 殺菌剤 90449 ジマンダイセン水和剤 殺虫殺菌剤 92375 スミロディー乳剤 殺虫剤

98535 ゴダイリキフロアブル 殺菌剤 96714 ジャストフィットフロアブル 殺菌剤 94812 スワルスキー 殺虫剤

93047 コテツフロアブル 殺虫剤 94031 ジャスモメート液剤 殺虫植調剤 95858 スワルスキープラス 殺虫剤

98401 コナケシ顆粒水和剤 殺菌剤 99003 ジャボット 殺虫剤 93170 セイビアーフロアブル２０ 殺菌剤

95252 コルト顆粒水和剤 殺虫剤 94083 ジョンカラープロ 植物成長調整剤 81194 セーフガード乳剤 殺菌剤

92500 コロナフロアブル 殺虫殺菌剤 98269 シンクイコン－Ｌ 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 81306 セコンドＤＦ 殺虫剤

93255 コロマイト水和剤 殺虫剤 90145 シンダイン その他 98776 セルカディスＤフロアブル 殺菌剤

92717 コロマイト乳剤 殺虫剤 94237 シンノングリスター 除草剤 96359 セレナーデ水和剤 殺菌剤

94005 コンパカレール液剤 除草剤 93615 スイッチ顆粒水和剤 殺菌剤 93232 ゼンターリ顆粒水和剤 殺虫剤

96637 コンフューザーＡＡ 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 92244 スカウトフロアブル 殺虫剤 98384 ソウヘキ液剤 殺虫剤

94283 コンフューザーＭＭ 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 92030 スカウト乳剤 殺虫剤 98575 ゾーベック　エニケード　ＯＤ 殺菌剤

94008 コンフューザーＮ 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 96551 スカシバコンＬ 誘引・誘殺・交尾

阻害剤 98578 ゾーベック　エニベル　顆粒水和剤 殺菌剤

93882 コンフューザーＲ 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 93037 スカッシュ その他 93534 ターンアウト液剤 除草剤

92149 サイハロン水和剤 殺虫剤 98098 スクレアフロアブル 殺菌剤 81267 ダイアジノンＭＣ 殺虫剤

95440 ザクサ液剤 除草剤 97694 スケルカット顆粒水和剤 殺虫剤 92392 ダイアジノンＳＬゾル 殺虫剤

90595 サッチューコートＳ 殺虫剤 93035 スケルシン９５ 殺虫剤 90088 ダイアジノン水和剤３４ 殺虫剤

98405 サニデイ 植物成長調整剤 97695 スケルノック顆粒水和剤 殺虫剤 95134 ダイナモ顆粒水和剤 殺菌剤

93811 サブマージ その他 93294 スコアＭＺ水和剤 殺菌剤 93572 ダイパワー水和剤 殺菌剤

90912 サプロール乳剤 殺菌剤 92689 スコア水和剤１０ 殺菌剤 93644 ダイマジン 殺菌剤

94908 サムコルフロアブル１０ 殺虫剤 94170 スコア顆粒水和剤 殺菌剤 90533 ダイロン 除草剤

93569 サルバトーレＭＥ 殺菌剤 97696 スターガードプラスＡＬ 殺虫殺菌剤 92840 ダイロンゾル 除草剤

92366 サルファーゾル 殺虫殺菌剤 93890 スタークル粒剤 殺虫剤 92058 ダコニール１０００ 殺菌剤

90951 サンキノリン 殺菌剤 93894 スタークル顆粒水溶剤 殺虫剤 91154 ダコレート水和剤 殺菌剤

92065 サンキャッチ液剤３０Ｓ 植物成長調整剤 92220 スターナ水和剤 殺菌剤 94071 タッチダウンｉＱ 除草植調剤

93617 サンクリスタル乳剤 殺虫殺菌剤 94813 スターマイトフロアブル 殺虫剤 81198 ダニオーテ２フロアブル 殺虫剤

98126 サンショット 植物成長調整剤 90602 ステッケル その他 98539 ダニオーテフロアブル 殺虫剤



コード 名称 用途 コード 名称 用途 コード 名称 用途
94683 ダニゲッターフロアブル 殺虫剤 91846 トリフミン水和剤 殺菌剤 94053 ヒットα１０ 植物成長調整剤

98053 ダニコングフロアブル 殺虫剤 94509 トレノックスフロアブル 殺菌剤 94052 ヒットα１３ 植物成長調整剤

94640 ダニサラバフロアブル 殺虫剤 90246 トレファノサイド乳剤 除草剤 91079 ビティグラン水和剤 殺菌剤

92461 ダニトロンフロアブル 殺虫剤 90135 ドロクロール 殺虫殺菌除草剤 90981 ヒトマイシン液剤Ｓ 殺菌剤

94137 ダニメツフロアブル 殺虫剤 95223 ナシヒメコン 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 92699 ピラニカＥＷ 殺虫殺菌剤

98028 ダニレンジャーＤＣ 殺虫剤 97011 ナティーボフロアブル 殺菌剤 92698 ピラニカ水和剤 殺虫殺菌剤

94596 ダニ太郎 殺虫剤 99167 ナメトックススプレー 殺虫剤 92503 ビリーブ水和剤 殺虫剤

98054 ダブルフェースフロアブル 殺虫剤 94481 ナリアＷＤＧ 殺菌剤 93418 ビルク水和剤 殺虫剤

93883 ダントツ水溶剤 殺虫剤 92564 ニーズ その他 93430 ファイブスター顆粒水和剤 殺虫剤

90118 チウラム８０ 殺菌剤 91772 ニッソラン水和剤 殺虫剤 98423 ファインセーブフロアブル 殺虫剤

93507 チェス水和剤 殺虫剤 98303 ネクスターフロアブル 殺菌剤 93826 ファルコンフロアブル 殺虫剤

94388 チェス顆粒水和剤 殺虫剤 94356 ネコソギクイックプロＦＬ 除草剤 96715 ファンタジスタ顆粒水和剤 殺菌剤

94311 チオノックフロアブル 殺菌剤 95703 ネコソギプロ液剤 除草剤 98135 フーモン 殺虫殺菌剤

92059 チューリサイド水和剤 殺虫剤 92436 ノーモルト乳剤 殺虫剤 99036 フーモンフルーツ 殺虫殺菌剤

93706 チューンアップ顆粒水和剤 殺虫剤 94006 ハーブ・ニート液剤 除草剤 93201 フェスティバルＣ水和剤 殺菌剤

98903 ツインバリアー水和剤 殺菌剤 91412 ハーベストオイル 殺虫殺菌剤 93199 フェスティバル水和剤 殺菌剤

93408 ツバサ顆粒水和剤 除草剤 91501 パーマチオン水和剤 殺虫剤 95300 フェニックスフロアブル 殺虫剤

95444 ディアナＷＤＧ 殺虫剤 93949 バイオマックスＤＦ 殺虫剤 94538 フェニックス顆粒水和剤 殺虫剤

94000 テーク水和剤 殺菌剤 92994 バイオリサ・カミキリ 殺虫剤 95213 フォリオゴールド 殺菌剤

90372 デゾレートＡ 除草剤 98304 ハイジャンプフロアブル 殺菌剤 95855 フジドーＬフロアブル 殺菌剤

98383 テッパン液剤 殺虫剤 92181 バイスロイドＥＷ 殺虫剤 90794 フジワン粒剤 殺虫殺菌植調剤

90190 テデオン水和剤 殺虫剤 93708 ハイテンパワー その他 92460 フラスター液剤 植物成長調整剤

92593 テデオン乳剤 殺虫剤 94003 ハイ－フウノン液剤 除草剤 91073 プラテン８０ その他

90100 デナポン水和剤５０ 殺虫植調剤 92236 バウンティフロアブル 植物成長調整剤 93496 ブラボー その他

92079 デミリン水和剤 殺虫剤 91221 バシタック水和剤７５ 殺菌剤 92977 フランカットスプレー 殺菌剤

97516 デュアルサイド水和剤 殺虫殺菌剤 91340 バシレックス水和剤 殺虫剤 93276 フリーパス 除草剤

92618 デランフロアブル 殺菌剤 91124 バスアミド微粒剤 殺虫殺菌除草剤 91887 プリグロックスＬ 除草植調剤

98556 デリゲートＷＤＧ 殺虫剤 98338 バスタ　プロ液剤 除草剤 93784 フリントフロアブル２５ 殺菌剤

98306 デリシャス水和剤 殺菌剤 98816 バスタＡＬ 除草剤 98525 フルーツガードＷＤＧ 殺菌剤

95146 テルスタージェット 殺虫剤 91620 バスタ液剤 除草剤 95859 フルーツセイバー 殺菌剤

92931 テルスターフロアブル 殺虫剤 94726 パスポート顆粒水和剤 殺菌剤 93371 フルピカくん煙剤 殺菌剤

92597 テルスター水和剤 殺虫剤 93561 パスワード顆粒水和剤 殺菌剤 93006 フルピカフロアブル 殺菌剤

93379 デルフィン顆粒水和剤 殺虫剤 92940 パダンＳＧ水溶剤 殺虫殺菌剤 92241 フルメット液剤 植物成長調整剤

91140 トアロー水和剤ＣＴ 殺虫剤 94034 ハチハチフロアブル 殺虫殺菌剤 94798 ブレイクスルー その他

94104 ドーシャスフロアブル 殺菌剤 91074 バッチレート 殺菌植調剤 98071 プレリュード液剤 植物成長調整剤

92653 ドキリンフロアブル 殺菌剤 81132 パビンコフロアブル 殺菌剤 92871 ブローダ水和剤 殺菌剤

91578 トクチオン水和剤 殺虫剤 93762 ハマキコン－Ｎ 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 93806 フローバックＤＦ 殺虫剤

90838 トクチオン乳剤 殺虫剤 94024 ハマキ天敵 殺虫剤 97692 プロパティフロアブル 殺菌剤

90140 ドジョウピクリン 殺虫殺菌除草剤 93781 バリアード顆粒水和剤 殺虫剤 92853 フロンサイドＳＣ 殺虫殺菌剤

93081 トップジンＭオイルペースト 殺菌剤 92295 バリダシン液剤５ 殺菌剤 92361 フロンサイド水和剤 殺虫殺菌剤

91061 トップジンＭゾル 殺菌剤 98425 パレード１５フロアブル 殺菌剤 93042 ベジタメートＡＬ 殺虫剤

90836 トップジンＭペースト 殺菌植調剤 93417 バロックフロアブル 殺虫剤 93008 ベストガード水溶剤 殺虫剤

90558 トップジンＭ水和剤 殺菌剤 94063 パンチョＴＦ顆粒水和剤 殺菌剤 98536 ベスト展 その他

90039 トモノール 殺虫剤 93996 パンチョ顆粒水和剤 殺菌剤 90934 ベタリン－Ａ その他

90403 トモノールＳ 殺虫殺菌剤 91125 ビーエー液剤 植物成長調整剤 94119 ベタリンＢ その他

98548 ドライバー その他 94011 ビオネクト 殺菌剤 91314 ペタンＶ その他

91034 トラサイドＡ乳剤 殺虫剤 94873 ヒオモン水溶剤 植物成長調整剤 94878 ベトファイター顆粒水和剤 殺菌剤

98380 トランスフォームフロアブル 殺虫剤 97635 ピクシオＤＦ 殺菌剤 98817 ベニカＡスプレー 殺虫剤



コード 名称 用途 コード 名称 用途 コード 名称 用途
98195 ベニカＲスプレー 殺虫剤 94314 マラソン乳剤 殺虫剤 92834 ロブラール５００アクア 殺菌剤

98106 ベニカＲ乳剤 殺虫剤 90028 マラソン乳剤５０ 殺虫剤 92511 ロブラールくん煙剤 殺菌剤

97160 ベニカＳ乳剤 殺虫剤 90036 マラソン粉剤３ 殺虫剤 91055 ロブラール水和剤 殺菌剤

98462 ベニカＶフレッシュスプレー 殺虫殺菌剤 93663 マルガリーダ 除草剤 92961 ロムダンフロアブル 殺虫剤

98178 ベニカカミキリムシエアゾール 殺虫剤 81196 マンゼート水和剤 殺菌剤 90393 ロロックス 除草剤

99066 ベニカナチュラルスプレー 殺虫殺菌剤 98858 ミギワ２０フロアブル 殺菌剤 81165 ロンセラーフロアブル 殺菌剤

97950 ベニカベジフルＶスプレー 殺虫殺菌剤 90128 ミクロデナポン水和剤８５ 殺虫植調剤 95177 ワイドコート その他

97169 ベニカベジフルスプレー 殺虫剤 81290 ミックスセーフ その他 94251 ワンオフ その他

98325 ベニカベジフル乳剤 殺虫剤 99153 ミネクトエクストラＳＣ 殺虫剤 90094 園芸ボルドー 殺虫殺菌剤

94728 ベニカマイルドスプレー 殺虫殺菌剤 98807 ミリオネアフロアブル 殺菌剤 91711 園芸用キンチョールＥ 殺虫剤

94888 ベニカマイルド液剤 殺虫殺菌剤 98849 ムケツフロアブル 殺菌剤 97600 家庭園芸用カリグリーン 殺菌剤

94295 ベニカ水溶剤 殺虫剤 94911 ムシラップ 殺虫殺菌剤 93226 家庭園芸用スミチオン乳剤 殺虫剤

97544 ベネセット水和剤 殺菌剤 97521 ムッシュボルドーＤＦ 殺虫殺菌剤 93327 家庭園芸用トップジンＭゾル 殺菌剤

81121 ベランティーフロアブル 殺菌剤 90420 メチルオイゲノール 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 95789 家庭園芸用バシレックス水和剤 殺虫剤

93369 ベルクートフロアブル 殺菌剤 93127 モスピランジェット 殺虫剤 94317 家庭園芸用マラソン乳剤 殺虫剤

92881 ベルクート水和剤 殺菌剤 93016 モスピラン水溶剤 殺虫剤 90025 機械油乳剤９５ 殺虫剤

92993 ベルクガード水和剤 殺菌剤 93017 モスピラン粒剤 殺虫剤 90048 高度マシン９５ 殺虫剤

81233 ベルトップジンフロアブル 殺菌剤 94969 モスピラン顆粒水溶剤 殺虫剤 90002 石灰硫黄合剤 殺虫殺菌植調剤

92889 ペンコゼブフロアブル 殺菌剤 97546 モベントフロアブル 殺虫殺菌剤 93634 草ノコラーズ 除草剤

92890 ペンコゼブ水和剤 殺虫殺菌剤 91374 ユーゲサイドＤ 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 99000 草刈りサクサク原液 除草剤

94195 ペンコゼブ顆粒水和剤 殺虫殺菌剤 93449 ユニックス顆粒水和剤４７ 殺菌剤 93446 草枯らし 除草剤

90684 ベンレートＴ水和剤２０ 殺虫殺菌剤 98778 ヨーバルフロアブル 殺虫剤 98572 草消滅 除草剤

91001 ベンレート水和剤 殺菌剤 90735 ヨネポン 殺虫殺菌剤 95189 展着パウダー３０ その他

90902 ホーマイコート 殺菌剤 91824 ヨネポン水和剤 殺虫殺菌剤 92210 展着剤アグラー その他

98057 ボクトウコン－Ｈ 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 97518 ライトアップフロアブル 殺菌剤 94724 展着剤ササラ その他

93482 ボトキラー水和剤 殺菌剤 94723 ライメイフロアブル 殺菌剤 93422 粘着くん液剤 殺虫殺菌剤

93646 ホライズンドライフロアブル 殺菌剤 91113 ラウンドアップ 除草剤 94304 粘着くん水和剤 殺虫剤

94315 ポリオキシンＡＬ水溶剤 殺虫殺菌剤 93138 ラウンドアップドライ 除草剤 90238 農薬用（ボルドー液用）粉末生石灰 その他

90371 ポリオキシンＡＬ水和剤 殺虫殺菌剤 94462 ラウンドアップマックスロード 除草剤 90074 粉状丹礬 殺菌剤

90010 ボルドー液用生石灰 その他 90472 ラッソー乳剤 除草剤 90072 硫黄粉剤５０ 殺虫殺菌剤

90138 ボルドー液用粉末生石灰 その他 90993 ラビサンスプレー 殺虫剤 90240 硫酸銅 殺菌剤

95299 ホワイトコート その他 92810 ラビデン３Ｓ その他 90064 硫酸銅（粉） 殺菌剤

91786 マイコシールド 殺菌剤 90603 ラビライト水和剤 殺虫殺菌剤 90077 硫酸銅（粉状） 殺菌剤

90304 マイシン２０水和剤 殺菌剤 94854 ラブストップヒメシン 誘引・誘殺・交尾
阻害剤 94422 緑化用スミチオン乳剤 殺虫剤

91888 マイゼット 除草植調剤 92421 ラリー水和剤 殺菌剤

94249 マイター液剤 除草剤 93785 ランマンフロアブル 殺菌剤

93692 マイトコーネフロアブル 殺虫剤 94250 リーズン顆粒水和剤 殺虫剤

90722 マイリノー その他 92089 リゾレックス水和剤 殺菌剤

94124 まくぴか その他 95214 リドミルゴールドＭＺ 殺菌剤

93034 マシン油乳剤９５ 殺虫剤 94653 リノーエース その他

97598 マスタピース水和剤 殺菌剤 92080 ルビゲン水和剤 殺菌剤

93448 マッチ乳剤 殺虫剤 94862 レーバスフロアブル 殺菌剤

93612 マトリックフロアブル 殺虫剤 90159 レグロックス 除草植調剤

93186 マネージＤＦ 殺菌剤 94281 ロディーＷＤＧ 殺虫剤

92822 マネージ水和剤 殺菌剤 92183 ロディー水和剤 殺虫剤

92523 マブリックＥＷ 殺虫剤 92182 ロディー乳剤 殺虫剤

92022 マブリック水和剤２０ 殺虫剤 98515 ロハピ 殺虫殺菌剤

94587 マモロット顆粒水和剤 殺菌剤 98179 ロビンフッド 殺虫剤


